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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき








　　１「地球・柾まさ木き家」







　柾木家の朝、一番早起きなのは魎りよう皇おう鬼きである。

　今朝も夜の白しらみ始める前に目を覚ました魎皇鬼は、人ひと形がたから猫ねこウサギへと変身し、

「～～～～～～～～ッ！」

　と、気持ちよさそうに大きく伸のびをしたあと、

「ミャア♡」

　小さく鳴いて、隣となりに寝ねている砂さ沙さ美みに頰ほおずりをする。

「……おはよう……魎ちゃん」

　まだ眠ねむ気けが残っている砂沙美は、半目を開いたまま朝の挨あい拶さつをした。それを確かく認にんした魎皇鬼は、隣の布ふ団とんで寝ている阿あ重え霞かを起こさないようにそっと廊ろう下かへ出る。

　次に向かう先は天てん地ちの部屋だ。

　仕切られていない魎りよう呼この部屋と、吹ふき抜ぬけの居い間まを見下ろせる廊下を通り、その先の階かい段だんを登る。

「ミャ」

　天地の部屋へと続く階段を、足音を立てないようにゆっくりと魎皇鬼は登ってゆく。

　だがそれは吹き抜けの梁はりで寝ている魎呼や、他の人達を起こさないように、という配はい慮りよからではない。起こしたくない相手は天地なのだ。

「……ミィ……」

　分子透とう過か能のう力りよくを使いドアから入る。

　別に壁かべ抜ぬけをするなら、どこからでも入れるのだが、そこは日ひ頃ごろの躾しつけの賜たま物ものだ。

　音を立てないように、獲え物ものを狙ねらう猫科独どく特とくの低い体たい勢せいのまま、ゆっくりと天地のベッドに近づく。そうしないと勘かんの鋭するどい天地が目を覚ましてしまうからだ。

　そう、天地を起こしたくない理由とは何の事はない、天地が目覚める前に魎皇鬼の手……いや、足なのか？　まあ、とにかくそれで天地を起こしてあげる、という事だったのだ。

　魎皇鬼の想おもいに気付いた天地は、寝たふりをしようとした事もあった。しかし……。

「いい訓練になるから、手て加か減げんしないで」

　そう鷲羽わしゆうに言われたのでは仕方ない──で、結局のところ、現げん在ざいまで魎皇鬼の全敗状じよう態たいが続いているのである。

「……ミィ……」

　身を屈かがめて天地のベッドの真下にまで近づいた。いまのところ天地に気付かれた気配はない。その嬉うれしさで魎皇鬼の顔には満面の笑えみが浮うかぶ。

「ミャア!!」

　そう叫さけびつつ、魎皇鬼は一気にベッドの上へと飛び乗った。

「ミャア、ミャア、ミャア、ミャア、ミャア、ミャア、ミャア」

　いままで溜ためた感かん情じようを爆ばく発はつさせるように、嬉しそうにベッドの上ではね回る。

「ミャア、ミャア…………ミャ？」

　だが感情の放出が緩ゆるやかになった魎皇鬼は、やっとベッドの感触がおかしい事に気付いたのだ。

「ミャ??」

　この日は勝ち負け以前に、ベッドはおろか部屋の中にすら天地はいなかったのであった。




「西せい南な君が？」

　部屋にいなかった天地は、鷲羽と共に作物の生育が芳かんばしくない畑の土ど壌じよう改良調ちよう査さをするために来ていた。

「ああ、瀬せ戸と殿どのから聞いたんだけどね」

　畑のスキャンをしながら、鷲羽は西南がアカデミーに着くまでの経けい緯いを話した。

「そうですか……よくそれで無事だったなんて……」

「心配？」

　ちらっと天地の表情を窺うかがう。

「西南君の運の悪さを考えると……霧きり恋こさんが言うように、地球にいた方が安全なんじゃないかって……思います」

「昔からそうだったんだってね」

「ええ……俺おれもよく巻まき込こまれましたし」

　昔を思い出しているのか、天地は懐なつかしげに苦く笑しようした。

「ハハハ……そりゃ災さい難なんだったね」

「その言葉、西南君が聞いたら、嫌いやそうな顔をしますよ」

「へ？」

「西南って、さいなんって読めますから」

「おや、こりゃ失礼。でも瀬戸殿やアイリ殿は、あの才さい能のうを高く評ひよう価かしてるよ」

「才能……ですか？　海かい賊ぞくや犯はん罪ざい者しやを集める能力が？」

　天地にしては珍めずらしく非ひ難なんめいた目を鷲羽に向ける。この件けんに関しては天地も霧恋と同意見だったからだ。

「西南君がどれだけ、あの悪運のせいで苦労してきたか……」

「とはいえ、それから逃にげて生きるわけにもいかないだろ？　それにこれは西南殿の意思でもあるんだよ」

「それはそうですが、それでも西南君の場合、少しでも安全な方がいいと思います」

　正せい論ろんを言われ、少しひるみつつも感情のまま押おし通す。

「クスッ。まるで自分の身内みたいだね？　弟って感じかな？」

「……かもしれませんね」

　西南と最初に出会ったのは十年以上前だった。

　その頃ころの正木の村には天地と近い年ねん齢れいの男子といえば、霧恋の弟、海かいしかいなかったので、西南とはほとんど毎日と言っていいほど一いつ緒しよに遊んだ。小学校の高学年になってからは交友関係の行動範はん囲いも広がり、その機会も少しずつ減へったとはいえ、天地にとって西南は海と同様に、古い幼おさななじみだった。

「それに西南君がいろいろな人達に、疎うとまれて避さけられていたのも見てきましたし……何とかしてあげたいって思うんですよ。俺だったらあんな状じよう況きようで、あれだけ素す直なおなままでいられなかったんじゃないかって」

　天地は西南の無む垢くな子犬のような健すこやかさが気に入っていた。

「ふふっ……瀬戸殿やアイリ殿も、西南殿の才能云うん々ぬんより、そっちを評価しているんじゃないかな？　それで何とかしてあげたい、って思ってるんだよ。あとは西南殿の意思を尊そん重ちようするか、それとも身の安全を守ってあげるか……って事だろうね」

　それは西南を大人として見るか子こ供どもとして見るか、という事だ。

「…………」

　鷲羽の言葉の含ふくみに気付いた天地は、押し黙だまったまま考え込むようにうつむいた。

「でも……心配だなぁ……」

（もう……天地殿ったらァん♡）

　天地が西南に対して何とかしてあげたいと思うのと同様に、鷲羽も悲しげな天地の表情には耐たえられない。

「フッフッフ……なら、何とかしてあげましょう。ちょうど良さげな素そ材ざいも手に入る事だしィ」

　そのやけに嬉しそうな表ひよう情じようは、鷲羽が悪わる巧だくみをする時に見せるものだ。

「えっ？　あ、あの……」

「いいお守りを造つくってあげましょう、この天才科学者鷲羽がね。クックック」

（ごめん……俺、地じ雷らいを踏ふんじゃったみたい）

　その表情から、何を言っても無む駄だだと判はん断だんした天地は、心の中で西南に謝あやまっていた。

「あの……なにとぞ、お手て柔やわらかに」

「ＯＫ、ＯＫ。ばっちり！」

「ミャア！　ミャア！　ミャア！」

　さらなる地雷を踏み、西南の話に結論がついた頃、天地に置いてけぼりをくった魎皇鬼が泣きながら走って来たのであった。







　　２「朝・影かげと光と」







　漆しつ黒こくの暗くら闇やみと無音の空間に、たった一つ、長細い巨きよ大だいなテーブルが、ポツンと浮うかんでいた。テーブルの周りには五十体ほどの、赤く光る輪りん郭かくだけの人影が、かがり火のようにゆらめき、上かみ座ざには一ひと際きわ巨大な総そう統とうダ・ルマーと思おぼしき人影と、実体映えい像ぞうの副統とう監かんの姿すがたがあった。その光景を形けい容ようするなら、閻えん魔ま大王と地じ獄ごくの鬼おに達といった感じである。

　そしてダ・ルマーの対位置には実体映像のリョーコ・バルタの副官が、これから閻魔大王の裁さい判ばんを受ける死者のように立っていた。

　ここは銀ぎん河が連れん盟めい領りよう内ないで、最大の海かい賊ぞくギルド『ダ・ルマー』の最高議会であった。

「随ずい分ぶんと寂さびしくなったモノだな」

　シルエットの一人が呟つぶやいた。その声は空間に反はん響きようし、誰だれが喋しやべっているかは判別が出来なかった。

「樹じゆ雷らいの鬼おに姫ひめめ！　密ひそかに艦かん隊たいを集結させていたのはこういう事だったのか」

「だがそれにしても状況が異い常じようすぎる。数百隻せきの船が密みつ集しゆう状じよう態たいで捕ほ獲かくされるなど、どう考えても普ふ通つうではない！」

「報ほう告こくでは、樹雷の新兵器だという話だが……」

「いえ、その可か能のう性せいがある、という事です」

　実体映像の男、リョーコ・バルタの副官、メギ・マイアが訂てい正せいをする。

「問題のＧＰ艦に接せつ触しよくしながら、捕ほ縛ばくもしないなどと、敵てきと内通でもしているのではないのか」

　そう言いながら、一人の男が実体映像で現あらわれた。

「タラント！　貴き様さま、会議に遅おくれるとは……!!」

　苛いら立だちの混まじった言葉はすぐに沈ちん黙もくへと変わった。

「申し訳わけありません。少々仕事上のトラブルで、ね」

　タラントと呼よばれた、白はく髪はつの美しい青年は返り血を浴あび、全身血まみれの姿で酷こく薄はくそうな笑えみを浮かべていた。

「そんななりで現れおって！　総そう帥すいの御ご前ぜんであるぞ！」

「我われらにとって、これは化け粧しようのような物でしょう？」

　苛立ちの声に動じる事もなく、タラントはそこにいる全員を見下したかのように目を細めた。

「芸のない奴やつのセリフだな」

　人影達はタラントの仕草に、さらに苛立ったような反はん応のうを示しめした。海賊達に必要なのは積み荷や金きん銭せんであって、人の命ではないからだ。

「それが自らの血にならぬよう気を付けろ、お前の父親のようにな」

　その言葉を聞いた途と端たん、タラントの美しい顔は歪ゆがみ、会場中の影を威い嚇かくするかのように睨にらんだ。人を射い殺すような狂きよう気きを含ふくんだ眼まな差ざしに、その場が凍こおり付いたように、沈黙が支配はいした。

「タラント殿どの！　敵に内通などという言葉、撤てつ回かいして頂いただきたい」

　メギはそんな狂気にも、全く怯ひるまず言った。

「あの状じよう況きようでは、そのＧＰ艦に接触する事すら危き険けんだったのです。それにあの樹雷の鬼姫の事だ、捕縛させるための罠わなという事は十分に考えられます」

「だから破は壊かいもせずに逃にがした、というわけだ」

「我らは必要のない殺さつ戮りくをするつもりはありません！」

「フフッ、なるほどな。では私にも一つ報告をしなければならない事がある」

　侮ぶ蔑べつを込めた笑みでそう言うと、実体映像は影へと変わる。

　メギはもちろんの事、声も表情も分からない影達も、タラントの威い圧あつ感が消えたのを心の中で安あん堵どしていた。

「今こん会議の議題は、先日の我が同どう胞ほう達の大量捕縛についてであるが、その前に……つい先ほど報告が入ったのだが、アカデミー内でも先日と同様と思われる事じ件けんが起こった…………そうですね、副統そう監かん？」

「なんだと!?」

　会場に再ふたたびどよめきが起こる。

「その通りだ。アカデミーに送り込こんだ情じよう報ほう員と連れん絡らくがとれなくなってしまった」

　副統監は冷静な表情を崩くずさないまま認みとめた。

「そんなバカな！　そんな……いや、しかし……」

「フフフ、なるほど……ここにいる者達が独どく自じで持っている情報網もうも断たち切られた、というわけだ」

「笑い事ではないぞ！　これは『ダ・ルマー』の存そん亡ぼうにも関かかわる問題だ」

「アカデミーの情報など、いつでも手に入る。いや、いっその事、潰つぶしてしまえばいいのではないか？」

　と、その発言に対し、あちこちから失しつ笑しようや豪ごう快かいな笑いが起こった。

「何がおかしい！」

　その発言が、先ほど凄すさまじい狂気で、そこにいる者達を黙だまらせた、タラントのものだと全員が承しよう知ちの上で、笑いは止まらなかった。

「無知ゆえの蛮ばん勇ゆうだな。発言としては頼たのもしい限かぎりだが、アカデミーの真の恐おそろしさを知らぬからそんな事が言えるのだ」

「さよう。それより重要なのは、此こ度たびの事件の詳しよう細さいだ。何か分かっているのか？」

「ダ・ルマー中央情報部でつかんだ情報は、諸しよ君くんらが得たものと大差はない。アカデミーで多くのスパイや犯はん罪ざい人が一つの都市へ集結し逮たい捕ほされた、という報告を受けたのを最後に、約五時間前から一いつ切さいの連絡がとれなくなってしまった」

「外輪都市での発表によれば、大規き模ぼなシステム障しよう害がいという話だが、それが原げん因いんではないのか？　現げんにアカデミーへの入出国が大おお幅はばに規き制せいされ、パトロールの数も大規模になっている」

「フフッ。アカデミーの防ぼう衛えい機き能のうが失われているとすれば、いまが奴らを叩たたく好機ではないのか？」

「好機？　アカデミー相手に戦争を仕し掛かけろとでも？」

「大量の工作員を派は遣けんするにしても、潜せん入にゆうルートの全すべてが押さえられた状じよう態たいでは、迂う闊かつに動けん。第一、それが向こうの罠ではないと断だん言げんできるのか？」

「さよう。我らに必要なのは情報のみ。アカデミー……いや、銀ぎん河が連れん盟めい相手に侵しん略りやく戦争を仕掛ける意味などない！」

「フン！　まるで寄き生せい虫ちゆうだな」

「その通り！　宿主を死なせては元も子もないし、本気で駆く除じよしようと思わせてはならんのだ」

「いくら我われらが巨きよ大だいな戦力を誇ほころうとも、銀河連盟と真っ向から戦争が出来るわけではない。ましてやアカデミーや樹雷、世せ二に我わを本気にさせるのは、あまりにもリスクが大きすぎる！　物を盗とられるのと人の命が殺とられるのでは、相手の反はん応のうは段だん違ちがいなのだ」

　現げん在ざいまでに過か剰じように、ましてや快かい楽らく的に殺せつ生しようをする海かい賊ぞくには、ＧＰも集中的な捜そう査さを行い、偽ぎ装そう艦かん、そして同じ海賊の密みつ告こくにより、ほとんどが発見され、その場で撃げき沈ちんされている。逆ぎやくを言えば見つけてしまえば、後の始末は捕つかまえるより撃沈する方が簡かん単たんなのだ。小型で、とてつもない破は壊かい力を持つ皇おう家けの船による偽装艦との遭そう遇ぐうは、海賊にとって即そく、死を意味する。

「我らのほとんどは、商売としてやっているのであって、思想的な背はい景けいがあるわけではない。これは『聖せい戦せん』ではないのだ。ならば商売相手は怒おこらせない方が得とく策さくだ。いまのところＧＰも、我らを殲せん滅めつするための広範はん囲い、大規模の掃そう討とう行こう為いより、一部品物の損そん失しつ補ほ塡てんの方がはるかに経けい済ざい的と考えている」

　その影かげの言うとおり、現に、海賊とＧＰとの間には暗あん黙もくのルールがある。

　ＧＰ輸ゆ送そう艦は、逃にげ切れないと判はん断だんすれば、外がい接せつコンテナユニットを切り離はなし、海賊はそれ以上は追いかけない。そしてその代わりＧＰはコンテナには一いつ切さい、トラップは仕掛けない。もちろんこれはあくまで、通つう常じようの外接コンテナ輸送に限かぎった場合である。

　西せい南なが間ま違ちがわれた、重要品の偽装移い送そうといった特とく殊しゆ輸送の場合は、制せい圧あつ用自動兵器の使用や白兵戦になり、その際さいには死し傷しよう者しやがでる事もある。しかし大たい抵ていは艦内に侵しん入にゆうされた時点で、ＧＰ側は品物をあきらめる事の方が多いのだ。西南の場合はあくまで情報誤ご認にんと西南の能のう力りよくによる特殊な例だ。

　そして当然の事ながら、海賊も経済効こう率りつと無む縁えんではない。偽装囮おとり艦や面めん倒どうな相手とはやり合いたくはないのだ。

　だからこそ情報は必要なのである。

「我らにとって、戦争の意味とは、大規模な収しゆう奪だつ行為に他ほかならない。その危き険けん性は今回の鬼おに姫ひめの事じ件けんが証しよう明めいしたようなものだ」

　副統監は、裁さい定ていを求めるように、ダ・ルマーを見上げた。

「いま一度、各員の持つルートを最さい大だい限げんに利用し情報を集めるのだ。諜ちよう報ほう員の派は遣けんに関しても然しかり、中央情報部を基もととして全力を尽つくすのだ」

　ダ・ルマーの決議を受け、会議は終しゆう了りようした。




　ダ・ルマーの幹かん部ぶ会議が終わり、タラントの船『ダイダロス』の一室に映うつし出されていた映えい像ぞうが消えた。

　豪ごう華かな調度品の並ならぶ部屋は、血が飛び散り、そこかしこに異い臭しゆうを放つ若わかい男女の死体が無む造ぞう作さに転がっていた。

「チッ、臆おく病びよう者もの共め」

　会議を見ていたタラントの副官は吐はき捨すてるように言った。

「フフッ、まあ最初から奴やつらなどに期待してはいないさ。それよりこいつらの方はどうなった？」

　タラントは酷こく薄はくな笑えみを浮うかべ、頭のない女じよ性せいの半はん裸ら体を見下ろしながら言った。

「偽装手しゆ術じゆつを終えた連中は、全員アカデミーへの入国を済すませました。それからシステムダウンの噂うわさは本当のようです」

「そうか」

「いかがなさいます？　多少の戦力は削けずられましたが、まだ襲しゆう撃げきには十分な戦力がありますし、アカデミーは現在かなり混こん乱らんしているようです」

「それではつまらん。蹂じゆう躙りんするなら、相手の平へい穏おんをかき乱みだしてこそ、だ」

「わかりました。この玩具おもちやは片かたづけさせますか？　それともまだお楽しみで？」

　副官の問いに、タラントは手で出て行くよう指し示じした。

「では、失礼いたします」




　いくつもの外周リングに囲まれ、その灯あかりによって銀糸で編あまれた鳥とり籠かごのように見えるアカデミーは、そこに集積された圧あつ倒とう的技ぎ術じゆつ力や人じん材ざいを、合法的に、また非合法に得ようとする者達が、連日、さながら集しゆう蛾が灯とうに引き寄よせられる虫のように集まる場所だった。

　西南のパーソナルデータの暴ぼう走そうによる、アカデミー全体のシステムダウンは、当然その防ぼう衛えい機き構こうにも障しよう害がいをもたらしていたが、西南に引き寄せられた多くの危険分子が排はい除じよされた事もあり、内部治安に関しては全くと言っていいほど問題は起こってはいなかった。

　アカデミーは樹雷と世二我の二大軍事大国の協力を基もとに、持ちうる全すべての戦力を防衛のために展てん開かいしていた。

　──世二我・九く羅ら密みつ美み守かみ私し設せつ第三軍駆く逐ちく艦０８８号、通つう称しよう『ボンド』

　防衛ラインの最前線に数十万単位で展開されている駆逐艦は、約六畳じようほどの狭せまいブリッジに、ＡＩオペレーター二体と人間の艦長だけの、百メートル級全自動艦である。

「担たん当とう９８３４２３・３区く域いきに重量波を感知！」

「運行予定表に該がい当とう無し。識しき別べつ信号無し。艦かん影えい該当無し。違い法ほう侵しん入にゆう艦です！」

　オペレーター二人が交こう互ごに情じよう報ほう報告を始めた。艦長は身み構がまえるように前方モニターを睨にらみ付けた。

「９８３４２３区全域に同重量波を感知……いえ、侵入区域拡大。侵入機、一万を超こえます！」

「９８３４区担当旗き艦かん07号より後方、０３３後こう退たい命令！　皇おう家けの船『鏡きよう子こ』による大規き模ぼ攻こう撃げきを行うとの事です」

「よし、後方緊きん急きゆう短距きよ離りジャンプ」

　艦長の言葉と同時に駆逐艦０８８号は短距離ジャンプに入り、一いつ瞬しゆん後に指定地へとジャンプアウトした。

「『鏡子』より高エネルギー体、発はつ射しや確かく認にん」

「エネルギー体、超ちよう空間ジャンプ………………通つう常じよう空間へ現げん出しゆつしました」

　もう一つ太陽が出現したかのような、凄すさまじいエネルギーが出現し、拡かく散さんする。

「目標から遠い！　あれでは敵てきシールドを破は壊かいする事は……」

『鏡子』の攻撃は敵からかなり手前へ放出され、それは攻撃ミスと思われた。

　しかしそれはその後の、敵の作戦を読んだ上での事だった。

「目標全機爆ばく散さん！　放ほう潜せん花かです」

「……これを読んでたのか？」

　放潜花は小型器の集合体で、爆発偽ぎ装そうで目標空間へ出来るだけ多くの、多種目器体を送り込むのを目的とした艦であった。

　細かなデブリに偽装された器体は、自動兵器、侵入工作員のカプセル、補ほ給きゆう品、最小はナノマシンまで多た岐きにわたる。

「目標反はん応のう、急速低下」

　拡散した高密みつ度どのエネルギーミストに突っ込んで行く小型器は、一瞬のうちに蒸じよう発はつして消しよう滅めつしていった。

「あのエネルギーミストを突とつ破ぱできるとは思えんが、念のためだ。マーキングミストを散さん布ぷ、スキャン密度を最大にしてチェック。破は片へん一つ逃のがすな！」




　──世二我・九羅密美守私設軍・惑わく星せい規模旗艦『Ｇ・ウィンデル』

「全破片排除完かん了りようしました。ただいま全艦による再さいスキャン中ですが、いまのところ反応はありません」

「樹雷、第七聖せい衛えい艦隊より、超空間ジャンプの突とつ入にゆう位置を特定、大型母艦を全艦撃げき破はしたとの事です」

「さすが兼かね光みつ殿どのは仕事が早いわねぇ」

　美守は感心したように呟つぶやいた。

「美守様、アイリ様より『戸と締じまりは終わった』との事です」

「そう。ではこちらもそろそろ準じゆん備びをしないと式に間に合わないわね。全艦第一種戦せん闘とう態たい勢せいを解かい除じよ、第一種警けい備び態勢に移い行こうさせて下さい」

　美守はそう言うと、目の前の展てん開かい図に映うつし出されている一艦を指で押おした。

『お呼よびでしょうか？』

　堂に入った敬けい礼れいと眼がん光こう鋭するどい目とストレートの短たん髪ぱつは、軍人を思わせた。だが彼女が着ているのはＧＰの服ではなく、樹雷のものだった。

　指令席の横に現あらわれた映えい像ぞうは、『鏡子』の持ち主、神かみ木き・ノイケ・樹雷であった。

「ノイケさん、今日は助かったわ、ありがとう」

『いえ、そんな。私の方こそ美守先生のお役に立てて光栄です』

　ノイケは瀬せ戸との養女になる以前は、ＧＰの所しよ属ぞくであった。現げん在ざいは地球の柾まさ木き家に天てん地ちの許嫁いいなずけとして暮くらしている。

「今日はＧＰアカデミーの入学式なんだけど、久しぶりに見ていかない？　西南君もいるし、昔の同どう僚りようもいるでしょうから」

『せっかくですが。家事を砂さ沙さ美みちゃんだけに任まかせるわけにはいきませんし、畑仕事の手伝いもありますから』

　樹雷王族の服をまとった、凜り々りしい姿すがたには似に合あわぬ生せい活かつ臭しゆう漂う言葉だった。

「ホホッ、もう完全に柾木家の主しゆ婦ふって感じね」

　美守はその様子を好ましく感じた。ノイケが天地の許嫁になる経けい緯いに、美守も少なからず……いや、首しゆ謀ぼう者しやの一人だったからだ。

『そう仕向けたのは、美守様もでございましょう？』

「ホホホ、そうだったわね」

「では柾木家の皆みなさんによろしく伝えてちょうだいな」

『はい』

　一礼してノイケの映像は消えた。そしてそれと入れ替かわるようにアカデミー本星から太陽が顔を出し始めた。



















──アカデミー本星、ＧＰアカデミー入学式当日。

　その日は雲一つない、晴天の朝であった。

「うわ～～っ！　いい天気だ」

　西南は寝ね間ま着きのまま、眩まぶしそうに自室の窓まどから空を見上げていた。

　柔やわらかな日差しは、美しい中庭の木々を照らし、木々の若わか葉ばは瑞みず々みずしいまでにキラキラと光っていた。

「……おはよう、西南君」

　ラジャウはベッドの上で、猫ねこのような伸びをしながら声をかけてきた。

「早いな、西南」

　ケネスは気け怠だるそうに横になったまま、顔だけを西南に向けている。

「おはようラジャウ、ケネス。ねえ見てよ、いい天気だよ！」

「………??」

　窓の外を指さし、嬉々として話す西南を、二人は怪け訝げんそうに見つめた。

「なに言ってんだ……別にいい天気なんか珍めずらしくもないだろう？」

「あっ、そうか！　ケネス君。地球って初期段だん階かいですから、気象のコントロールなんかしていないんですよ」

「はっはァ……じゃあ、成り行きまかせの文字通り自然状じよう態たいってわけだ」

「それにしても西南君、ずいぶん嬉うれしそうですけど……もしかして地球って、気象が不安定なんですか？」

「そういうわけじゃないんだけど。……俺おれ……入学式とか卒業式とか遠足とか運動会とかって……晴れた事がないんだ」

　恥はずかしそうにうつむく西南の様子は、小雨の中をとぼとぼ歩く、捨すてられた子犬のように、何やら痛いた々いたしいものを感じさせた。

「晴れた事がない？」

「うん。だからそういう日は学校を休めって……よく言われたんだ」

「はぁ～～……なるほど。それは西南らしい」

「たとえ迷めい惑わくと思っていても、そんな事を口にするなんてひどい友達ですね」

「…………先生や友達の親とかにも言われた事がある……」

「………………」

　その悲しい告白に、ケネスとラジャウは苦く笑しようの表ひよう情じようのまま、どうしようもない脱だつ力りよく感を感じ、固まった。端はたから見れば紙かみ袋ぶくろを被かぶったままの滑こつ稽けいな姿ではあるが、それでも部屋中に漂う、重苦しい雰ふん囲い気きを察した西南は慌あわてて明るく答えた。

「あっ、でもそんな事を面と向かって言う人は滅めつ多たにいないけどね」

　──でも本人の目の前以外では言われてたんだろうな……。

　ケネスとラジャウはその健けな気げさに、涙なみだをにじませた。

「よっしゃ!!」

　重い空気を振ふり払はらうかのように、ケネスは雄お々おしく、すっくと立ち上がると、西南の側へと歩み寄よる。

「うつむくな、西南！　見ろ、あの晴天を！」

　まるで青春映えい画がの一コマのように、ケネスは西南の肩に手を置き青空を指さす。

「空も西南君と僕ぼく達の出発を祝福しているんですよ！」

　同じようにラジャウも西南の肩に手をやる。

「ありがとう」

　たとえ芝しば居いがかった棒ぼう読よみ調のセリフだとしても、西南には有あり難がたかった。ケネス達の指さす、眩まぶしく輝かがやく太陽を見上げ、

「ハックション！」

　三人揃そろってくしゃみをした──漫まん才ざいコンビがトリオになった瞬しゆん間かんであった。

「ところで西南の顔のマークがないが……どうしたんだ？」

「僕達のはそのままなんですけどね？」

　ケネスとラジャウは寝ねよだれと鼻水でクシャクシャになった紙袋を捨すて、新たな紙袋に顔を描かき入れながら聞いた。

「えっ、本当？」

　顔に手をやり、洗せん面めん所じよに行こうとした西南の目の前に、鏡面モニターが現あらわれた。

「うわっ！……っと………………あっ、本当だ」

　ゆうべ、どんなにこすっても洗っても落ちなかったマークが全くない。

「う～～む。……こりゃ、もしかして例の確かく率りつの偏かたよりなんじゃないのか？」

「でも西南君のはマイナス面にですからね」

「ということは、このマークはもしかして幸運のマーク！」

　ポンッ、と手を叩たたきながらケネスが叫さけんだ。

「なるほど！」

　などと、ケネス達がとんでもない勘かん違ちがいをしているその時だった。

　リーンリーンリーン。

　軽かろやかな風ふう鈴りんのような音。それは西南に通信が入っている合図だった。

「おっ、西南にだぞ」

「あっ、はいはい」

　慌てて自分の机つくえへと着き、受信のスイッチを押す。

『……おはよう西南君』

　シールドウォールが張はられ、いつもとは違う艶あでやかな衣い装しようをまとった水みな穂ほの立体映えい像ぞうが映うつし出された。

「あっ水穂様、おはようございま…………」

『あっ、この衣装？　これは樹雷での正せい装そうよ』

　西南の視し線せんに気付いた水穂が、にっこりと微笑ほほえむ。

『今日は西南君の大事な日だもの』

「…………あ、ありがとうございます」

　大事な日には出席を控ひかえてくれ──そう言われ続けた西南にとって、わざわざ正装して見送ってくれる水穂の行こう為いは、泣き出したいほど嬉うれしかった。

『がんばってね』

「はい！」

　西南の初うい々ういしい笑え顔がおにつられ水穂も満面の笑みになる……が、

『……ねえ西南君、今日は君の新しい希望に満ちた始まりの日、だという事はわかっているの』

　だがその笑みが急に曇くもり、目を伏ふせ悲しげな表ひよう情じようとなった。

「は……はい？」

『あなたには迷めい惑わくばかりかけるけど、あの人にも悪気はないの。だからごめんね』

「あの人って？」

　答えは決まっているがあえて考えない……いや、考えたくない。考えてなんかやるものか、と脳のうが自然にプロテクトをかけているのだ。

　西南にとって現げん実じつ逃とう避ひは危き険けんな事ではあるが、精せい神しん防ぼう御ぎよ態たい勢せいを整えるために必要な時もある。

『迷惑だろうけど、つき合ってあげて』

「もしかして……」

　と言いつつ、答えは分かりきっている。

『ごめんね』

　それだけ言うと通信は切れ、シールドは開かい放ほうされた。

（……まあ……水穂様が見送ってくれただけでもいいか）

　と、ため息をついている所へ、

「いやあ、参った参った」

　ケネスとラジャウが大きな岡おか持もちを持って部屋に入ってきた。

「あれ、どこに行ってたの？」

「メシを貰もらいにな」

「実は寮りようのシステムが一部ダウンを起こしていて、朝食を転送出来なかったんです。食堂も混こんでるみたいでしたから、こうやって」

　ラジャウは岡持を持ち上げて見せた。

「言ってくれれば、俺も行ったのに」

「話し中だったからな。それよりそろそろメシにしよう」

「う、うん」

　せっかくの入学式、しかも西南にとっては珍めずらしい晴天の日。その出鼻を挫くじくような不ふ吉きつな電話ではあったが、それはそれ、不吉とか不幸は西南の専せん売ばい特とつ許きよだ。

（考えるのはよそう）

　西南はもう一度、確たしかめるように窓まどの外を見た。

「うん、晴れてる！」

　嬉うれしそうにそう言うと、美お味いしそうな湯気の立つ料理の並ならぶ食しよく卓たくへと向かった。




「七○二四、朝食」

　先ほど西南が見ていた中庭に、複ふく合ごう迷めい彩さい装そう備びで潜ひそんでいる者達がいた。

　昨夜、アカデミーに派は遣けんされてきた瀬戸の部下、珀はく蓮れん達四人である。

「……まったく、冗じよう談だんじゃないわよ。珀蓮、何であたしらがこんな事しなきゃならないんだ？」

　西南達が朝食をとっている姿すがたを撮さつ影えいしながら、火か煉れんは愚痴った。

「これも重要な任にん務むです」

　珀蓮は当然とばかり、不満げな火煉をたしなめる。

「重要？　これが？」

「本当、そうよねェ……いっその事、西南様の生活の一部始終を撮とるのなら、少しは張はり合いがあるのにねぇ、クスクス」

「あのね玉ぎよく蓮れん……それじゃあ、ただの盗とう撮さつ犯はん罪ざいでしょ！」

　玉蓮の淫いん靡びな言動は、朝の清すが々すがしい雰ふん囲い気きには、あまりにも似につかわしくないものだった。それは朝食に満漢全席を出されるに近いものがある。さすがの珀蓮も胸むね焼やけしたようなしかめっ面つらだ。

「監かん視しも盗撮も、される側から見れば一いつ緒しよよ」

「うっ……それは………………」

　一番非ひ常じよう識しきな玉蓮に正せい論ろんを言われ、珀蓮は思わず押おし黙だまってしまった。

「まあ確かにボディーガードするなら、こんな半はん端ぱな事をするより、すぐ側にいた方がいいしな」

「トイレもお風ふ呂ろも、ずっとご一緒♡」

「玉蓮！　どうしてあんたはそっち方面で一言多いんだ？　霧きり恋こが聞いたら、また暴あばれ出すぞ」

「あら火煉……瀬戸様ならそういう人材を、あえてあてがうと思うけど？」

　ちらっと、意味ありげな表ひよう情じようで火煉を見る。

「くっ……せ、西南様のために、そうならない事を祈いのってるよ」

　玉蓮の美び貌ぼうは、同どう性せいが見ても鳥とり肌はだの立つほどのものだ。長いつき合いで培つちかった、精せい神しん的抗こう体たいがなければ、とてもではないが耐たえきれない。その魔ま性しようの瞳ひとみに必死の思いで抵てい抗こうし、火煉はやっとの事でそう言った。

「クスッ。西南様はなかなかの強きよう敵てきよ。水み鏡かがみでお世話さしあげた時も、ちゃんとかわされてしまいましたもの」

「あんた！　もうやっちゃったのか？」

「結けつ構こう、本気でしたのに……クスッ、たぶん雨あま音ね様のせいね」

「なんだ未み遂すいか……」

　火煉は大きく安あん堵どのため息をついた。

「なるほど雨音様で、ある程てい度どの耐たい性せいが出来てたのか。そりゃよかった」

　玉蓮と双そう璧へきをなす美貌の雨音。そして玉蓮と正反対の雰囲気を持つ雨音は、ちょうど玉蓮の負の気を打ち消す抗体のようなモノだったのだろう。

「ったく、瀬戸様もよりにもよって、こんな悪性病原菌きんを押っつけるなんて……だいたい監視するんなら、こんな仰ぎよう々ぎようしい機材を使わなくったって、ナノプローブでもなんでもあるじゃねえか」

「……ここはアカデミーですよ。そんな物はいっさい役に立ちません」

　それまで気配もなく眠ねむっていた翠すい簾れんが突とつ然ぜん話し始めた。

「うわっ!!　翠簾、急に声をかけるな！」

「……火煉、気付かれる。静かに」

「くっ！」

　なにやら文もん句くを言おうとした火煉だったが、瀬戸ですら気配を察知できない翠簾に対抗策さくなどない。けっきょく精神的に油ゆ断だんしていれば、目の前に立っていようとも、話しかけられれば驚おどろいてしまうのだ。どんな回かい避ひ策も提てい案あんするだけ無む駄だだ。

「はあ…………で？　なぜ役に立たないんだ？」

「目には見えなくても、ここは常つねにスパイ、ガード、ウイルス等々のナノマシンの戦場となっています。だから結局、昔ながらの方法で情じよう報ほう収しゆう集しゆうするしかありません」

　翠簾は淡たん々たんと説明をする。

「じゃあ密みつ着ちやくボディーガードの可か能のう性せいもあるって事か……やれやれ」

「クスッ」

　玉蓮がほくそ笑えむ。

「地球に帰した方が幸せって思えてきた」

　玉蓮を見ながら、火煉は頭を抱かかえ、引き攣つった顔で呟つぶやいた。

「あら、そういうわけにはいかないでしょう？　私達にとっても……ね」

「……そりゃ、そうだけど……………ん？」

　火煉はその時になって、珀蓮の様子に気付いた。

「…………盗撮……………いつも一いつ緒しよ……………………………」

　真っ赤になって固まったまま、珀蓮は聞き取れないほど小さな声で呟いていた。

「やれやれ、静かだと思ったら……またか」

「またですわね」

「またです」

　珀蓮は何らかのきっかけで、思考の連れん鎖さにおちいる事がある。そしてそこからしばらく抜ぬけ出せないのだ。真ま面じ目めで行動力もあり、この四人のリーダー的存そん在ざいでもある珀蓮の、唯ゆい一いつの欠点である。

「しょうがない、とりあえず思考連鎖の結けつ論ろんが出るまでほっとくか。途と中ちゆうで止めたら、少々面めん倒どうだからな」




　白いご飯にジャガイモとワカメの味み噌そ汁しる、塩しお鮭ざけの切り身に、ほうれん草のおひたしと納なつ豆とう、生なま卵たまごに海の苔り。いかにも日本の朝食、といったメニューの並ならんだ、テーブルを前に、西南は感動していた。

「まさか宇う宙ちゆうで、これを食べられるなんて」

「ハッハッハ。喜んでくれて何よりだ」

「でもケネスとラジャウは大だい丈じよう夫ぶなの？　特に納豆なんか、日本でも食べられない人がいるけど」

「このメニュー、歴史は浅いですけど、もう朝の定番の一つとして定着してますよ」

「へえ、そうなんだ」

「俺おれなんかアカデミーで育ったから、これがもともと地球の食い物だって、知らなかったくらいだからな」

　そう言いながら、ケネスは納豆を凄すごい勢いきおいでかき回している。

「僕ぼくも父親が、アカデミーにいた事があったので、故こ郷きようでも納豆は食べてました」

「初めて顔を合わせた時、脅おどかしてやろうと思ったのに、ラジャウの奴やつ、うまそうにバクバク食うんだぜ……おっと」

　ケネスは、おもむろにＴＶモニターを起動させた。

「さて、本日の世界情じよう勢せいは、っと」

　映うつし出されたのは、地球でもよく見るレポーターとコメンテーターのニュース番組であった。

「ケネス君、ニュースなら別の番組にしませんか？　どうせ録画してるんだったら、別にリアルタイムで見なくても……」

「朝の目覚めには、彼女の笑顔が一番なのだ！」

　と、力説する横で、都市の遠景が映し出され、番組のテロップがそれに被かぶさるように現あらわれた。

「おっと、来た来た！」

『アカデミーの皆みなさん、おはようございます……』

　映えい像ぞうが別の場所に移うつり、二人の司会者らしき男女が映り、一礼をして話し始める。

　映像やセットの違ちがいはあれど、構こう成せいは地球の番組と大差はない。

「なんだ？　キルシェちゃんじゃないぞ」

『本日は番組の内ない容ようを変へん更こうして、昨夜、都市１９９で起こった大事じ件けんの特番をお送りいたします』

「特番だとォ～～!!」

　ケネスは野球中ちゆう継けいが延のび、その後の番組のお尻しりが録画出来なかった時のような憤いきどおりを感じていた。

「都市１９９といえば、夕べ遊びに行った所じゃないですか？」

「そんな事はどうでもいいんだ！　キルシェちゃんがなぜ出ない？」

「おかしいですねぇ？　司会の片かた方ほうやコメンテーターは、いつもの人達ですし」

「急病とかじゃないの？」

「西南、キルシェちゃんはＣＧアイドルだから病気はない」

「まあ、もしかして現げん地ちレポートをするのかもしれません。しばらく見てましょう」

「……そうだな」

　ケネスはどっかと腰こしを下ろし、納豆をご飯にかけて食べ始めた。

「……って、あんな物が都市基き部ぶに突つっ込こんでたんですかァ」

　画面に映し出されているのは、大型の潜せん水すい戦せん艦かんが突っ込んだ都市基部であった。

　潜水戦艦は外がい殻かくに破は損そんは無かったが、構こう造ぞう物に乗り上げるような形で、まるで浜はま辺べに座ざ礁しようした鯨くじらのように黒光りする巨きよ体たいを横たえていた。

　ハニカム状じようの構造柱はへし折れ、艦体や辺りに散らばり、凄すさまじい破は壊かいの跡あとを見せていた。しかし遠景で見た都市基部はスポンジのような構造で、あれほど巨大だと思われた破壊部分も、全体から見れば都市の機き能のうを脅おびやかすモノではなかった。

　だがそこから広がった複ふく合ごう的要よう因いんは、あの夜、各所で被ひ害がいをもたらし、西南自身にも巨大な構造物の落下という形で降ふりかかってきたのだった。

「そうか、あの時の衝しよう撃げきはこれが原因だったんだ」

　西南はウィドゥーと出会った時の事を思い出していた。

　その後も伝説の哲てつ学がく士し、白はく眉び鷲羽わしゆうのプログラムによるシステム暴ぼう走そう、ＧＰ軍のスクランブル訓練と模も擬ぎ戦せん闘とう、大量の犯はん罪ざい者しやの逮たい捕ほと被害の模も様ようと、そこで起こった事こと柄がらが次々とリポートされた。画面の中のレポーターやコメンテーターは、まるでお祭り騒さわぎのように興こう奮ふんしていた。

「凄すごい騒ぎだったようですね。それにしてもシステムダウンが、寮りようだけじゃなくてアカデミー中で起こっているとなると……」

「そんな事よりキルシェちゃんはどうなったんだ！」

　ケネスは味み噌そ汁しるで口の中の物を流し込み、叫さけんだ。

「ケネス君にとって、キルシェが出ない事の方が大事件のようですね」

　しょうがない、といった風にラジャウは別のモニターを起動させ、キルシェについての報ほう道どうがないか検けん索さくをかけた。

「ああやっぱり……システムダウンの影えい響きようで、超ちよう空間ネット関係はほとんど使えなくなってますねえ」

「何だと！　じゃあキルシェちゃんはどうなる？」

　ケネスの泣き出しそうな顔を見て、面めん倒どうくさそうな困こまり顔のラジャウは、

「はいはい。何とかしてみます……まあ彼女は有名なアイドルＣＧ嬢じようですから、どこかでニュースをやっているかも」

　と、あるチャンネルが選せん択たくされ、そこに彼女の映像が映っていた。

「ああ、これですね。ちょっと戻もどしましょう」

　ニュースの最初の部分へと時間を戻す。

『アイドルコンパニオン嬢、家出か!?』

　そう書かれたテロップがでかでかと画面に映し出される。

「家出だって!?」

「はあ、それはまた……なるほどねえ」

　二人の驚おどろき方は、内ない容ようこそ違ちがえど、ＣＧが家出した事実について、不思議に思っているものではなかった。

「ＣＧって、家出するの？」

「キルシェちゃんはＡＩ、人工知ち能のうなんです。しかもアストラルをもっていますから、家出くらいするでしょうね」

「アストラル……魂たましい？」

「人工知能といっても、普ふ通つうの人と同じように何年も何十年もかけて、育成するタイプなんです。そして知ち識しきや経けい験けんを蓄ちく積せきするうちに、霊れい魂こんが発生するものが出てくるんです」

「はあ……なんか凄いね。魂を持つプログラムだなんて」

「基き本ほん的には僕らと同じです。脳のうにあたる物が人工かそうではないかの差です。それにそのレベルになった知能には、ちゃんと人じん権けんが認みとめられます」

「そうなんだ……でもプログラムだったら、コピーとかするとどうなるの？」

「不思議とコピーにはアストラルが発生しないんです。だからこそ貴き重ちようだし、人権もあるんですよ。でも家出なんて、何があったんでしょうね？　育成者はそろそろ義ぎ体たいへ移うつすような事を言っていたらしいんですが……ねえケネス君……」

　ケネスの方を見たラジャウは、そのまま脱だつ力りよくするように動きを止めた。

『アカデミーの皆みなさん、おはようございます』

『アカデミーの皆さん、おはようございます』

『アカデミーの皆さん、おはようございます』

『アカデミーの皆さん、おはようございます』

『アカデミーの皆さん、おはようございます』

『アカデミーの皆さん、おはようございます』

『アカデミーの皆さん、おはようございます』

『アカデミーの皆さん、おはようございます』

『アカデミーの皆さん、おはようございます』

『アカデミーの皆さん、おはようございます』

『アカデミーの皆さん、おはようございます』

　ケネスはいままで録画した、キルシェの挨あい拶さつ部分を繫つなげた映像をお茶を飲みながら見ていたのだ。

「へえ……」

　西南は、日ひ毎ごとに微び妙みように変化しているキルシェの挨拶を感心したように見た。人工知能という事で、どこか画一的なモノを想そう像ぞうしていたのだが、彼女にはそんな違い和わ感は全くなかった。短い挨拶の中で、その時の彼女の感かん情じようが読みとれるほどだった。

　そして何より、彼女には愛あい嬌きようがあった。外見的には落ち着いたＯＬといった感じだったが、本当にちょっと仕草や、言葉使いが可愛かわいいのだ。

「……ケネスが朝の目覚めにいい、って言う気持ち、分かるな」

　西南はため息をつくように言った。

「それは否ひ定ていしませんが……ケネス君、そろそろ気が済すみましたか？」

「………………………よし、充じゆう塡てん完かん了りよう！　さあ行くぞ」

　ケネスはそう叫さけびながら、すっくと元気よく立ち上がった。




「…………分かりました、西南様。私の事は犬とお呼よび下さい！」

　ほぼ同時に珀蓮が声を張はり上げる。どうやら思考連れん鎖さの結けつ論ろんが出たようだ。

「正気に戻もどれ！」

　何をどう連想しての結論かは、追及する気にならない。いつも通り、珀蓮の頭を一発殴なぐる方が手っ取り早い。

「痛いたッ！　って何をするの火煉……あっ」

　思考連鎖の結論まで行けば、元に戻るのも早い。あっという間に今の状じよう況きようを把は握あくした珀蓮は、食事を終えた西南達が、出口へと向かっているのに気付いた。

「そろそろお出かけになられるようですよ。打ち合わせ通り、火煉と玉蓮はこのまま西南様を、私と翠簾は一通りの風景を拾って式場で待機します」

「了りよう解かい」

　音も立てずに、四人は二組に分かれて移い動どうを始めた。







　　３「入学の儀ぎ式しき」







　それは素す晴ばらしい景色だった。

　美しい雲一つない晴天の下──いや、西せい南なにとって、特別な日に晴れている──それだけで素晴らしい景色なのだが、そこにはさらに彼を感動させるものがあった。

「綺き麗れいだ」

　数キロはあろうかというＧＰアカデミー学がく舎しやに続く、幅はば百メートルほどの巨きよ大だいな石いし畳だたみの遊歩道、その広大さを感じさせないほど巨大な雪ゆき霞がすみの木には真っ白な花が咲さき、まるで入道雲のようにそそり立っていた。そして柔やわらかな風に散る花びらが、まさに雪のように舞まい散っているのだ。

　その美しい並なみ木き道みちを、まだ身に馴な染じんでいない制せい服ふくを着た新入生達が歩いている。そしてその中には西南達三人の姿すがたもあった。

　石畳につまずいたり、小さな木に枝えだが直ちよく撃げきしたり、柴しば猪いのししの集しゆう団だん移動に巻まき込こまれたりと、あいかわらずの小さな不幸ッぷりをまき散らしつつも、西南は新たな期待に胸むねを膨ふくらませ高こう揚ようとした表情をしていた。

　新しい土地、新しい環かん境きよう、そこには大いなる未来が待っている。たとえそれが宇う宙ちゆうに住む人々にとってごく当たり前の日にち常じようだとしても、地球人では到とう底ていたどり着けない、大いなる地平がそこに開けているのだ。

　──希望。

　西南が生まれてこの方、それはすぐさま打ち砕くだかれるもの。

　それがこれほど長く西南の手にある事など皆かい無むであった。その高揚感で西南は叫び出したい気分だった。

「はあ……」

　西南は大きく深しん呼こ吸きゆうをして、高鳴る気持ちを静めようとした。彼の不幸はいつ何時襲おそってくるか分からない。それに対たい処しよするためには、少しでも冷静な部分を残しておかなければならないからだ。

「どうした、西南？」

「なんでもないよ。それよりケネス、顔のマーク、消してもらえてよかったね」

「まあ一時的措そ置ちだけどな」

　ケネスは額ひたいをさすりながら言った。

「学校や研けん修しゆうに行く時などは消してもらえるんですよ。特に今日のような外部から多くの人達が来るイベントの時に、顔の目立つ部分に例のマークを付けた生徒がうろついているのは、さすがにまずいですからね」

「それもそうだね。じゃあ寮りようでは付けたまま？」

「一か月ほどですけどね。もちろんその間、寮で大人しくしていれば、ですが」

「また脱だつ走そうをして、付けられりゃ、さらに一か月延えん長ちようだ。ハッハッハ、だが恐おそるるに足らずだ！　俺おれたちには紙かみ袋ぶくろがある!!」

　ケネスは誇ほこらしげに、顔の描えがかれた紙袋を高々と上げた。

「そうですとも！」

　ケネスとラジャウの大声に、周りの視し線せんが集中した。

「ケネス、ラジャウ！」

　さすがに恥はずかしい西南は、真っ赤になって二人を引っ張ぱってその場を逃にげ出した。




「なんか、青春の一ページって感じだな」

　植え込みの中で撮さつ影えいを続けながら、火か煉れんはしみじみと言った。少年達の姿は、まるで子犬達のじゃれ合いのようで微笑ほほえましく思えたからだ。

「そろそろ遭そう遇ぐう地点よ。決定的瞬しゆん間かんを撮とり逃のがさないようにね」

「…………」

　玉ぎよく蓮れんの言葉に、火煉は表ひよう情じようを曇くもらせた。

「……青春の大事なページに付くシミだな」

　それはこれから起こるであろう、予想に対する火煉の率そつ直ちよくな意見であった。そしてその予想を面おも白しろがっている玉蓮への嫌いやみでもあった。

「クスッ、それも青春の思い出よ」

　火煉よりはるかに精せい神しん的成せい熟じゆくをしている玉蓮は、彼女の嫌みを軽く受け流した。

「玉蓮の基き準じゆんで言われてもね……。あんたのは甘あま酸ずっぱいとか、ほろ苦いとかのレベルじゃないんだから」

「綺麗なページだから、思いっきり汚よごしてみたくなるのよ」

　ゾクッと、強きよう烈れつな快かい感かんにも似にた悪お寒かんを感じさせる声。火煉の全身に鳥とり肌はだが立つ。

「あ、あんたが言うとシャレになんないぞ！」

「こんなにワクワクするのは久ひさしぶり」

　捕とらえたネズミを……いや、カモシカを引き裂さこうとしている豹ひよう、そんな感じだ。

「あ、あのな……」

　どんなにハチャメチャな言動をしようとも、玉蓮は自分の感情や勢いきおいで目的を見失う事はない──あくまで冗じよう談だんの部類だと解わかっていても、彼女の美び貌ぼうは危き険けんすぎる。他者へ与あたえる影えい響きよう力が強すぎるのだ。

（このまま西南様を……）

　西南を保ほ護ごして地球へ逃がそう、そんな衝しよう動どうを必死に抑おさえる。

「大だい丈じよう夫ぶ。そう簡かん単たんにダメになるような子じゃないわ」

　玉蓮は精神的圧あつ迫ぱく感を緩ゆるめた。

「あんた……」

　それは瀬戸から学んだ、はた迷めい惑わくな技ぎ術じゆつだった。

「お願いだから、剣けんから手を離はなしてくれない？」

「えっ？」

　いつの間にか火煉の右手は、剣の柄つかにかかっていた。

「西南様をどうこうする前に貴女あなたに切られそう……フフッ」

「……絶ぜつ対たい人選ミスだ……」

　火煉は冷ひや汗あせを拭ぬぐいながら呟つぶやいた。




　適てき当とうな場所まで逃げ出し、ようやく落ち着いた西南は、圧あつ倒とうする景色ではなく、道を歩く人々に目をやった。

「ねえケネス。結けつ構こう学生以外の人達が多いけど……やっぱり付き添そいの家族とかなの？」

　ほとんどの生徒が、家族らしき人達同どう伴はんで歩いていた。

「ああ、寮りようを出る時、他ほかの新入生連中を見なかったろ？　あいつら親と待ち合わせがあったから、ちょっと先に出たんだよ」

「へえ、そうだったんだ」

「と、言っても、ほとんどの親は観光ついでだけどな。ＧＰの学生はいろいろな家族特典が付いているからな」

「観光？　家族特典？」

「つまり旅費はＧＰの定期貨物艦かんを使えば往おう復ふく全部無料ですし、泊とまる所もＧＰ簡かん易い宿しゆく泊はく所じよを使えばこれも無料。自じ腹ばらは食費と観光費位ですから、すごい安上がりなんですよ」

「だから何か月もいる親兄弟も珍めずらしくないぜ」

「へえ……じゃあケネス達の家族は来ないの？」

「俺の家はアカデミーにあるからな、来ないよ」

「僕ぼくの両親もいちいち付き添いになんか来ません。ただ特典を利用して、観光には来ていますから……今いま頃ごろはどこかで遊んでると思いますよ」

「そういう西南はどうなんだ？」

「えっ？　うちは商売をしてるから。それに俺がいないとお客さんがいっぱい来るって喜んでるし」

　西南はちょっと表情を曇らせた。

「ハッハッハ！　俺達ァもうガキじゃないしな。親の付き添いなんていらねえし、鬱うつ陶とうしいだけさ。まあどっちにしろ式は中ちゆう継けいされるから、見ようと思えば見られるしな」

　慰なぐさめるかのように、ケネスは西南の肩かたをバンバンと叩たたいた。

「ちゅ、中継!?」

「地球じゃ、そんな事はしないのか？」

「中継はさすがにないけど……まあ、親がカメラとかビデオを持ち込んで撮とってたりするから……あれ？」

　その時、人々のざわめきと共に、人の流れが分ぶん断だんされていくのが目に入った。それはまるで川が中なか州すによって分かれていく様に似にていた。

「なんだぁ？」

「なんでしょうね？」

　背せ伸のびをして先の様子を見ようとするケネス達だったが、突とつ如じよ目の前の人ひと垣がきが、ドアが開くかのように左右に分かれた。

「誰だれか立って……ゲッ！」

　なんとそこには、名前を呼よぶ事すら禍まが々まがしい『アレ』が立っていた。

　それは火煉の言う『青春の大事なぺージに付くシミ』、前ぜん途とある（？）少年の希望を打ち砕くだく影かげが差した瞬しゆん間かんだった。

「……アイリさん……」

　漆しつ黒こくの着物に銀糸の刺し繡しゆうを施ほどこされた帯。遠目にも見事な和服を着こなした彼女は、演えん歌か歌手の如ごとく、凄すさまじいまでの自じ己こ陶とう酔すいの中にいた。

　一見すると新入生に付き添ってきた保ほ護ご者しや、といった風ふう体ていではあるが、そんな清すが々すがしい気持ちに冷や水をかけるが如く、明らかに晴れの場に似につかわしくない、淫いん靡びなオーラを放っているのだ。しかもアイリは、夕べの騒そう動どうでダウンした、メインシステムの修しゆう復ふく作業を先さき程ほどまで指し揮きしていたため、全く睡すい眠みんをとっていない。

　そんなナチュラルハイ状じよう態たいがアイリの理り性せいという名のブレーキ油圧を低くしていた。もっともアイリにブレーキなどという機き能のうはないも同然だが……。

「……おはよう、西南君」

「！」

　そのとてつもなく艶つやっぽい声に、西南はケネスやラジャウ共々金かな縛しばりにあったように動けなくなってしまった。

「ＧＰアカデミー入学、おめでとう。地球にいらっしゃるご両親に成り代わって、私が式を見み届とどけに来たの」

「あ、ありがとう……ございます」

　だがどう見ても、保護者代理というより、父親の葬そう式しきに財ざい産さんをかすめ取ろうと乗り込こんできた愛人、といった雰ふん囲い気きだ。

「なんか……怖こわいです」

　ラジャウの真っ正直な感想に、異い論ろんを挟はさむ余よ地ちはない。

（昨日の悪あく夢むの再さい現げんだ……）

　わけの分からない愛あい欲よく地じ獄ごくへと引き込まれそうな感覚に、必死で抵てい抗こうする。

（水穂様のごめんなさいって……この事か。っていうか、こんな事をごめんなさいの一言で済すまさないで欲ほしい……）

「今日だけは……お母さんって……呼よんでいいのよ」

　頰ほおを染そめ、うっすらと潤うるんだその瞳ひとみ。だがアイリのその表ひよう情じようは、獲え物ものを目の前にした女じよ郎ろう蜘ぐ蛛もといった感じだ。

（ぜったい、わざとだ）

　西南のような卓たく越えつした危き機き感知能力が無くても分かるほど濃のう密みつな毒どく。

「ねえ、お母さんって呼んで♡」

「うっ！」

　いまにも食べられてしまいそうな……凄すさまじい悪お寒かんだった。

　──もう意味がよく……いや、意味は分かる。ここまでする意図が分からない……。

（助けて～～）

　だがこの光景を目まの当あたりにして、西南の心の悲鳴に応こたえてくれる者などいようはずもない。ただ遠とお巻まきに目も合わさず、そそくさと『我われ関せず』というふうに通り過すぎて行くだけだった。




　西南の心の悲鳴が届いたわけではないが、西南がアイリと接せつ近きん遭そう遇ぐうしている、ちょうどその頃ころに霧恋は目を覚ました。いや、正せい確かくにはナノマシンの効こう力りよくが切れたのだ。

「…………！　しまった！」

　窓まどから差し込む光の角度で、瞬時に現げん在ざいの時間を把は握あくした霧恋は、突つっ伏ぷしていたテーブルから飛び起きた。

「雨音、雨音起きて！」

　向かいで寝ねている雨音を乱らん暴ぼうに揺ゆすった。

「ん？　どうした？」

「呆ほうけてないで目を覚まして！」

「しまった寝ちまったか！　うわ、ギリギリじゃん」

　雨音も瞬しゆん時じに状じよう況きようを理り解かいした。

「あなたどうするの？　戻もどっていたら完全に遅ち刻こくよ」

「大だい丈じよう夫ぶ！　着き替がえは持ってきた」

「じゃあシャワーだけ浴びて急いで出ましょう」

　と、服と下着を脱ぬぎ捨すてた二人が、同時にシャワーポッドに駆かけ込んだ。

「ちょっと、これ一人用よ！」

　霧恋に続いて雨音が入る形で、背せ中なかと前をピッタリと密みつ着ちやくさせる形となっている。

「時間がないんだからしょうがないだろ！　こうして入れてんだからＯＫ、ＯＫ」

「もう！」

　次の瞬間、液えき体たい状のナノマシンが勢いきおいよく噴ふき出されてきた。
















「……ん？　へえ霧恋、意外と……いや結けつ構こういい筋きん肉にくの付き方してるじゃん」

「キャッ！　どこさわってるの、雨音！」

「可愛かわいい声出すなよ、変な気分になるじゃないか」

「変な気分なんかになるな！　って、身体からだを押おし付けないで！　気持ち悪い！」

「狭せまい中、霧恋が暴あばれるからだろ！　だいたい変な気分ていうのは、気持ち悪い、って意味だ!!」

　と、洗せん浄じようが終わり、二人は暴れている勢いのまま、倒たおれ込むようにシャワーポッドから飛び出してくる。

「まったく、全然すっきりした感じじゃないわ」

「お互たがい様……クッ！」

　先に走りだした雨音の、美しい後ろ姿すがたに、霧恋は一瞬目を奪うばわれる。

　しっかりとした筋肉が付きながらも、女じよ性せいらしいふくよかさを併あわせ持ち、そのちょっとした動きからも、全身がバネのような、しなやかさを持っているのがわかる。しかもあの異い常じようなまでの美び貌ぼうだ。

　夕べの西南と雨音──もちろんエルマの化けていたものとはいえ、寸すん分ぶん違たがわぬ外見ならば雨音自身といえる──それが将しよう来らいにおいて現実となるような悪夢を一瞬垣かい間ま見る。

「……あんたなんか嫌きらいよ」

　無む意い識しきのうちに声に出していた。

「なんだよ、もう！……わかった、私が悪かった」

「えっ？」

　声を出していたと気付かない霧恋は、心を読まれたのでは？　と一瞬うろたえた。

「だけど急いでるんだから、ちょっとくらい我が慢まんしろよ………」

「別にそういうつもりじゃ……って？？」

　ふと雨音が自分の身体を凝ぎよう視ししているのに気付く。

「な、何よ!?」

　身体を捻ひねるように前を隠かくす。

「霧恋。綺き麗れいな身体してるな」

「なっ！　嫌いやみ？」

「さっきさわって思ったんだけど、そのすべすべのきめ細かな肌はだは羨うらやましいよ。真っ白な肌にブルネットの綺麗な髪かみが映はえてさ。さすが船穂様の親族だけはあるよなぁ」

「な、なによ……トップモデルに言われたって嫌みとしか思えないわ」

　と言いつつ、褒ほめられるのは悪い気分ではなかった。

「ところでいつまで素すっ裸ぱだかでいるつもり？」

「くっ！」

　二人の相あい性しようの悪さは、会話の段だん取どりが嚙かみ合わないところにあった。




　そのころ西南は、もっとシャレにならない対たい峙じをしていた。

（逃げよう！）

　草食動物にとって生きる術すべは逃げる事。

（後ろへ跳とんで、そのまま……あっ、入学式に行かなきゃ）

　西南のその真ま面じ目めさが命取りとなってしまった。

　手にゾクッとする冷たい感かん触しよくを覚え、西南は視し線せんを下にやった。

「白しろ蛇へび？」

　一瞬そう思ったものは、西南の手首を握にぎったアイリの細く白い手だった。真っ黒な着物と、そこから伸のびる銀糸の刺し繡しゆうがさらにそれを際きわ立だたせる。

　そして次に前方を見た時には、時すでに遅おそし、西南の目の前にアイリはいた。

「さあ、行きましょう」

　アイリは西南の手を引いて、会場とは反対方向へと歩き出した。

「ア、アイリさん。会場は反対方向ですよ！」

「誰もいない静かな場所で、今後について話し合いましょう」

　それは両親に成り代わってやって来た人間の言うべきセリフではなかった。

「いや、あの入学式が……」

　虎こ口こうと判わかっている所へ、ノコノコとついて行くわけにはいかない。

「いいのいいの。私達の未来の方が重要よ」

「アイリさんも行かなきゃならないんじゃ……」

「もちろん」

　グイッと、会場と反対方向の茂しげみへと引っ張ぱる。

「いや……そっちの方じゃなくて……って、アイリさん、理事長でしょ！」

「その私が、いいって言ってんだから」

「あなたが一番言っちゃいけないセリフでしょ！……俺おれは入学式に行かなくちゃいけないんです！」

「もう……入れるの、いく、いかないのなんて……西南君のエッチ」

　オヤジギャグ大爆ばく発はつ──自じ己こ陶とう酔すいという名の一種のバーサーカー状じよう態たいである。何を言おうと、ろくでもない解かい釈しやくをされそうだ。

　いままで幾いく多たの不幸に見み舞まわれて来た西南だが、女じよ性せいにちょっかいをかけられるという事例は一度もない。

　その思いっきり、不ふ慣なれな不幸の連続に、フッと脳のう貧ひん血けつを起こし、意い識しきが遠のく感覚を覚える。

（い、いけない……意識を手放しちゃダメだ！　眠ねむっちゃダメだ!!）

　意識を失えばアイリの思うツボだ。

「だ、誰か助け…………」

　必死の思いで助けを求めた……が、西南の悲ひ痛つうなる叫さけびは途と中ちゆうで止まってしまった。

　周りにいる誰も助けようとはしない。いや、目すら合わせようとはしないのだ。一匹ぴきが肉食獣じゆうの犠ぎ牲せいになれば群むれ全体は安全、という野生の掟おきてと同じだ。

「クスッ……逃にがさないわよ」

　とてつもない絶ぜつ望ぼう感を味わう西南の背はい後ごから、アイリが近づいてくる。

「あのね今日はね、君に素す晴ばらしい知らせが……」

（……もう……だめ……かな？）

　アイリの理り不ふ尽じんという名の猛もう毒どくを含ふくんだ濃のう霧むに、方向を見失い、生への執しゆう着ちやくの糸が切れそうになっていた。

「フフフ……あのね」

　勝利を確かく信しんし、獲え物ものを引き寄よせるアイリ。

（………………）

　完全に観念したかに見えた西南だったが、彼の鍛きたえられた精せい神しんは、無意識下で抵てい抗こうを続けていた。

　自由な左手で何かを摑つかもうと手を伸のばす──そのわずかな時間が、西南の生死（？）を分けたのだ。

「西南ちゃ～ん♡」

　のほほんとした力強い声。手から伝わる温ぬくもり。それはあれほどの猛もう威いを誇ほこった、深い毒霧を一いつ瞬しゆんのうちに霧散させ、浄じよう化かした。

「美み兎と跳とさん！」

　救世主登場。西南の伸ばした手を摑んだのは、太陽のような満面の笑えみをたたえた美兎跳であった。

「西南ちゃん、入学おめでとう」

　そう言いながら、美兎跳はお気に入りの西南の五分刈がりを撫なで撫でする。

「あ、ありがとう。ありがとうございます！」

「西南ちゃん泣いてるの？　そんなに嬉うれしいの？　よかったわねぇ」

　さらに撫でるスピードが上がる。ちょっと頭が熱くなって来たものの、そこから元気が注入されてくるようだ。寒い冬、冷たく凍こごえ切った身体からだで入る温かいお風ふ呂ろのような、そんな幸福感。

「はい、嬉しいです!!」

　西南は力一いつ杯ぱい、頷うなずいた。




　美兎跳の登場で、安あん堵どしたのは本人達だけではなかった。西南に対して罪ざい悪あく感を感じていた火煉もそうである。

「ほっ」

「残念、これから面おも白しろくなるのに」

　玉蓮は不服そうに目を閉とじて肩かたをすくめた。

「鬼おにか、あんたは！」

「クスッ……でも、アイリ様の方は面白くなりそうね」




「お話し中、失礼！」

　何やら、のほほんとしたムードを醸かもし出している美兎跳と西南の間に、不機き嫌げんそうなアイリが割わり込こんできた。

「あらアイリ様、おはようございまぁ～す」

「あっ……おはようございます」

　美兎跳のホンワカした笑顔に、アイリの勢いきおいもあっさりと殺されてしまった。

「……じゃなくて！　美兎跳様。本日私、山やま田だ西南君のご両親に成り代わり入学式に参列すべく……」

「あらあらアイリ様もですのォ、じゃあご一いつ緒しよしましょう。あっ、そこのあなた達は西南ちゃんのお友達？」

「あっ、はい」

　金かな縛しばりにあっていたケネスとラジャウ達も、美兎跳の言葉に呪じゆ縛ばくから解かい放ほうされた。

「じゃあ、あなた達もいらっしゃい、一緒に行きましょう」

「は～～～い」

　厳げん寒かんから一気に春が来たように、重苦しい空気から解放された喜びで、ケネスとラジャウは踊おどり出さんばかりである。

「ちょ、ちょっと！」

「アイリ様、いい天気でよかったですわね」

「そ、そうですわね～オホホホ」

　アイリの勢いは、全すべて、ものの見事にかわされている。まるで闘とう牛ぎゆうとマタドールの戦いのようである。美兎跳の無む邪じや気きさには、さしものアイリも為なす術すべがなかった。

（た、助かったァ～～）

　地じ獄ごくに仏ほとけ、とはまさにこの事だ。天から垂たれ下がってきた蜘く蛛もの糸は、特とく殊しゆ鋼こう単分子ワイヤーの如ごとき強度を誇ほこっていたのだ。

「くっ！」

　だがアイリも、そう簡かん単たんに引き下がる気はないらしい。

「あっ、ねえ西南君、実はちょっとお話があるんだけどォ……二人ッきりでね、お話ししたい事があるの」

　何とか流れを自分の方へと引き戻もどそうと試みる……が、

「あっアイリ様ぁ、私も聞きた～～い」

　子こ猫ねこのような目で見つめる美兎跳。

「えっ？………そ、そうですね」

　アイリのささやかな抵てい抗こうも、圧あつ倒とう的な天然系けい精せい神しん質しつ量りようを持つ美兎跳には通じない。あきらめたように小さく咳せき払ばらいをして、

「実はね……」

　そう言いかけた時であった。

「い～た～なァ～～。山田西南ァ～～！」

　こめかみに青あお筋すじをたてた静せい竜りようが、西南の前に立ちはだかった。

「許ゆるさんぞ、山田西南！　わが栄はえあるＧＰアカデミー入学式に……貴き様さま如き地球人が代表挨あい拶さつに選せん抜ばつされようとはっっ！」

　歌か舞ぶ伎きの見み得えのように、ビッシと大おお仰ぎように西南を指さし、鼻の穴あなを盛せい大だいに膨ふくらましながら静竜は叫さけんだ。

「……俺が代表？」

「すごい！　よかったわねぇ西南ちゃん」

　戸と惑まどう西南と喜ぶ美兎跳……だがアイリの顔面は蒼そう白はくであった。

　──ズゴゴゴゴゴ……。

　静かに辺りの空気が揺ゆれ始める。

「なんだ？」

　それはとてつもない質量の隕いん石せきが、落下してくる時のようであった。

　西南はその、とてつもない危き機き感に総そう毛け立だった。そしてさすがの美兎跳もその異い変へんに気付いたようだ。

「あらあら、アイリ様が大変」

　緊きん張ちよう感のまるでない口調でそう言った。

「ゲッ！」

　アイリの体は火山噴ふん火かの前まえ触ぶれのように、小こ刻きざみに震ふるえていた。

　それはどんな鈍どん感かんな人間であろうと、一目で危き険けんと判はん断だんできるほどのものであった……が、そんな最上級にデンジャーで危険な状じよう態たいに気付きもせず、静竜はさらなる刺し激げきを加えたのであった。

「よくなぁ～～い！　たとえ神が許ゆるしても、この私が絶ぜつ対たいに許さん！」

　ズザザザザザッ！

　アイリから噴出する、物理的な威い圧あつ感すら感じる凄すさまじい暗黒オーラに、周りにいた人間は吹ふき飛ばされるようにアイリから離はなれた。

　──おのれ……。

　二人っきりという甘あまい時を美兎跳に奪うばわれ、僅わずかではあるがガス抜ぬきになるはずだった西南代表挨拶就しゆう任にんの告知を静竜に取られてしまったのだ。

「ふん！　この神しん聖せいな式を汚けがさぬうちに、とっととド辺へん境きように逃にげ帰るがいいわ！」

　ブラックホールになる寸すん前ぜん（？）にまで圧あつ縮しゆくされた凄まじいフラストレーションに、このバカ（静竜）は最後の後あと押おしをしてしまったのだ。




　──死ね──




　一いつ瞬しゆんで魂たましいすら凍こおり付く、地じ獄ごくから響ひびいてくるような声と衝しよう撃げき波は。

　爆ばく発はつ的ともいえる瞬発力で、瞬時に静竜との間合いを詰つめたアイリは、リバーブローからガゼルパンチ、デンプシーロールを一瞬のうちに叩たたき込んだ。

「ゲハッ！」

　一瞬で意い識しきが飛んだ静竜の肉体は、重力に引き寄よせられるように、その場に崩くずれ落ちようとしていた。

「ハッ！」

　鋭するどい呼こ吸きゆうで身体からだに力を溜ためたアイリは、間かん髪はつを入れずに次の攻こう撃げきに移うつった。

　漫まん画がやアニメーションやゲームでしかお目にかかれない、人にん間げん業わざではない必殺技わざのフルコース……いや満漢全席を見事な連れん鎖さで静竜に叩き込む。

「みっ美兎跳さん……止めなくていいんですか？」

「ん～～～……大だい丈じよう夫ぶ」

　目の前の陰いん惨さんな行こう為いとは対照的に、美兎跳の口調はいつも通り、のほほんとしたものだった。

　グボォガハァァァァァア！

　派は手でな血ち煙けむりを上げ、宙ちゆう高く舞まい上がった静竜の身体が地面に叩き付けられる。

　グチャ……。

　それはちょうど卵たまごを落として割わった時のような、いかにも生命の危機ともいえる、ヤバげ～～で生理的嫌けん悪おを覚える音だった。

「みっ、美兎跳さん！」

「大丈夫よ」

「でも変な音、しましたよ」

　オロオロとする西南、にこやかな美兎跳、あまりの凄せい惨さんさに、目と耳を塞ふさいで地面に伏ふして震えているケネスとラジャウ。

「ア、アイリ様……なぜに？」

　だが静竜はヨロヨロとではあるが立ち上がったのだ。

「たっ……立った!?」

「ほら大丈夫でしょ」

　しかし、それは猛もう牛ぎゆうの前に赤い布ぬのをちらつかせるのと同じ愚ぐ行こうだった。まだまだフラストレーションの爆発的圧力を内包したアイリが、バーサーカーモードで襲おそいかかる。

「…………あ、ああああああ」

　呆ぼう然ぜんとする西南の目の前で、静竜倒たおれ→立ち上がり→アイリ襲いかかる→静竜立つ→襲いかかる、の惨さん劇げきが見事にループされていた。

　だが無む限げんとも思われたループの終しゆう焉えんは唐とう突とつに訪おとずれた。

　無意識の静竜が、アイリの攻撃を避よけ、よろめきながら植え込こみを越こえ、緊きん急きゆう用の車道へと飛び出したのだ。

「あ、あぶない！」

　そう西南が叫さけぶ間もなく、凄すさまじい勢いきおいで疾しつ走そうしてきた二人乗りのロケットバイクが、静竜を撥はね飛ばし、走り去った。

　ダンッ!!

　生理的嫌悪を覚える、ダメな音。

　生命の終焉を告げる音。

　そのままはじき飛ばされた静竜が落下する時の、小こ枝えだが折れる音と葉は擦ずれの音。

　脱だつ兎との如ごとく、その方向へと走り出す西南の腕うでを美兎跳が摑つかんだ。

「大丈夫よ。西南ちゃん」

「だっ、大丈夫なわけないですよ！　助けなきゃ」

「大丈夫♡」

　緊きん張ちよう感が全すべて消失してしまうような美兎跳の笑え顔がお。

　先さき程ほど、アイリの猛もう攻こうを受けながらも立ち上がった静竜を見ていなければ、それでもその手を振ふり切って行ったであろう。

「本当に？」

「大丈夫♡」

　そのポヤヤンとした押しの強さは、まさに『北風と太陽』の太陽であった。西南もすんなりと、その暖あたたかさにすがりついてしまった。

「あら？」

　ふと、辺りを見回すアイリの目から先程までの狂きよう気きが消えた。

「正気に戻もどった？」

「クスクス。たぶん目の前の目標がいなくなったせいでしょうね」

　目の前で繰くり広げられた凄惨な行こう為いが、なんでもないかのような明るい口調だ。

　ドド～～～ン

　ちょうどその時、空に入学式開始の花火が打ち上げられ始めた。

「あら？　そろそろ時間ね。行きましょう」

　ストレスを爆ばく散さんさせたアイリが満面の笑みで言った。




「ＯＫ、いい画えが撮とれたわ」

　玉蓮は満足げに微笑ほほえんだ。

「霧恋の気持ちがよくわかるわ…………あとは珀蓮達に任まかせて撤てつ収しゆうしよう、なんか凄すごく疲つかれた」

　ガックリと肩かたを落とし、とぼとぼと歩き出す。

「珀蓮、西南様はそちらへ向かったわ。私達は蓮れん花げで待機しているから、後はよろしくね」

『了りよう解かい、ご苦労様』

　珀蓮の応おう答とうを受けた後、玉蓮は火煉の後を追い、転送ベースへと向かった。







　巨きよ大だいな雪ゆき霞がすみの木のある道を真っ直ぐ進み、大きな堀ほりを越えたすぐ目の前にそびえる巨大な建物がＧＰアカデミーの門であり入学式の行われる大だい講こう堂どうであった。

　ＧＰアカデミー大講堂内は荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きに満ち、巨大な教会といった感じであった。

　建物の基き礎そ構こう築ちくを成す数本の巨木は、本来皇おう立りつアカデミーの警けい備び部門施し設せつの門として植しよく樹じゆされたものであった。樹雷から銀ぎん河が連れん盟めいになった時、それを記念して成長した巨木をベースに造つくられたのが大聖せい堂どうであった。

　巨木をベースにするやり方は樹雷風、装そう飾しよくデザインは九羅密家のある世二我の装飾形式で、質しつ素そな地球のヨーロッパの民家風である。この大講堂は樹雷、世二我の友好の証あかしでもあるのだ。

　木々の隙すき間まからふりそそぐ柔やわらかな光、森林のような清せい浄じよう感溢あふれる香かおり、しかもここには鳥やリスのような小動物も生息している。その様子はまさにファンタジーの世界そのものであり、長い歴史を感じさせるものだった。

　だが、いまの西南にはせっかくの雰囲気を楽しむ余よ裕ゆうはなかった。

「どうしよう？」

　新入生代表を命じられたものの、何を言えばいいか考える時間的余裕がないのだ。

「普ふ通つう、代表挨あい拶さつとかって、前もって通達があるものだろ？」

「これも西南の確かく率りつの偏かたよりのせいじゃないか？」

「あっ、そうか…………って、納なつ得とくしている場合じゃないよ」

「落ち着いて西南君。いままでの入学式の参考例がありますから、時節の言葉をプラスして多少アレンジしたものを自動作成していますから、それをそのまま読めばいいですよ」

「ありがとうラジャウ」

「それにしても、今年はずいぶん観客が多いな」

　ケネスは軽く背せ伸のびをして、辺りを見回した。

　会場には、中央の通路を挟はさんで男女に分けられた新入生、その両りよう端はしの壁かべ際ぎわに教きよう師しや職しよく員いん達が並ならび、そしてその一いち段だん高いスタンドにお偉えらいさん達や家族が式を見下ろす形で座すわっていた。

「アイリ様、なんだか今年はずいぶん人が多いような気がしますねぇ」

　その席にアイリと座っていた美兎跳も、辺りを物もの珍めずらしそうに見回していた。

「西南君見物の野や次じ馬うまどもよ！」

　憮ぶ然ぜんとしたアイリが吐はき捨すてるように言う。

「西南ちゃん、凄すごい人気なんですねぇ」

「好意、だけとは限かぎらないけどね」

　ちらっと客席の何か所かに目をやる。

「はぁ？」

　アイリの一いつ瞬しゆんの視し線せんを美兎跳は正せい確かくにたどった。そこには浮うかれた雰囲気の中、明らかに場ば違ちがいな雰囲気を醸かもし出している集しゆう団だんがいた。

「あら、刑けい事じ課の人達も一いつ杯ぱい。なんだか怖こわそうな顔してますねぇ。お仕事明けで眠ねむたいんでしょうか？」

「そうかもね。まあ半分は、取りこぼした指名手配犯はんがいないかの確かく認にん、半分は……」

　美兎跳の感想に苦く笑しようしながら、アイリはそう呟つぶやいた。




「あんなガキが奴やつを捕つかまえただなんて」

　刑事課の一団の中、その若わかい刑事は悔くやしげな口調で、吐き捨てるように言った。

「声が大きいぞ」

　彼の隣となりに座っている老刑事は、西南の方を凝ぎよう視ししたまま言った。

　だが、彼らの周りでも同じように声を荒あらげている刑事はたくさんいたので、その若い刑事は気にするでもなく続けた。

「ミヤスさんは悔しくないんですか？　我われ々われや先せん達だつが何百年も地道に調ちよう査さをして、何人もの犠ぎ牲せいをだして……それなのに、取り調べもできないなんて！」

「……若いな……」

「そ、そりゃぁ俺おれはまだ苦労を自じ慢まんできるほどじゃありませんが」

「あの坊ぼう主ずの事だよ」

「…………ハッ！　ただ運が良かっただけですよ」

「ん？」

　老刑事は驚おどろいたように、若い刑事の顔を見た。

「………クッ……フッ、フハハハハ、運が良かったは傑けつ作さくだ」

　老刑事は堪こらえきれない、といったふうに声を上げ笑い出した。

「それ以外考えられないでしょう？　おかしくなんかありません！」

「何百って海かい賊ぞくに追いかけられ、何千もの犯はん罪ざい者しやに狙ねらわれて……とてもじゃないが、運が良いなんて言えないだろう？」

「そ、それは」

　若い刑事はその事実を想そう像ぞうし、全身に鳥とり肌はだを立たせた。

「…………いい女だったなぁ」

「はっ？」

「こっちに回ってきた奴の家か計けい簿ぼを見りゃ、取り調べの必要がない事は明らかだ。刑も確定したし、俺達のやれる事と言えば確認調査くらいだ……」

「だからといって、納なつ得とくなんかできません！」

「だから、ひと目でもいいからやつのツラを見たくてな、美守様に頼たのみ込んで移い送そうのメンバーに入れてもらったんだよ」

「そうだったんですか……それで？」

「…………いや、年とし甲が斐いもなく興こう奮ふんしたよ……まるで女め神がみのようでな」

「女神？　あの悪あく魔まが、ですか？」

「そうだ。で、そんな事を考えていたらあの女が、ウィドゥーがこっちを見てフッと笑ったんだよ…………」

　淡たん々たんと語る、老刑事の手が震ふるえていた。

「ミヤスさん？」

「いやいやチビッたのは、新人の時、先せん輩ぱいの頭を海賊に吹ふっ飛ばされた時以来だよ…………惚ほれた、いや崇すう拝はいに近いかな？」

「じょ、冗じよう談だんですよね？」

「今日は、そのウィドゥーを自首させた色男を見にな」

　老刑事は、西南の方を見つめたまま、淡々と言った。

「俺は、あなたの事を尊そん敬けいしているんです！　そんな事、言わんで下さい」

「自分の生き甲斐を横からかっさらわれた……こいつは一種の依い存ぞん症しようだよ。ここに来ている刑事連中は多かれ少なかれそうだ。お前もそうならないように気を付けろよ」

「ミヤスさん！」

「もちろん奴が捕つかまって、ホッとしている気持ちの方が大きい……あんな化け物が野放し状じよう態たいだったと思うとゾッとするよ。とにかくだ……俺はもう少しここで気持ちの切り替かえをしてる。お前はそこら辺を見回ってこい」

「見回るって……」

「わざわざここへ野や次じ馬うましに来たわけじゃないぞ。あの坊主が犯罪者を引き寄よせるって事はだな……」

「あっ！　了りよう解かい！」

　老刑事の鋭するどい目に睨にらまれ、若い刑事は慌あわてて、階かい段だんを駆かけ上がっていった。その足音を聞きながらふと、スタンド下へと目をやった。

「ん？　ありゃ雨音嬢じようちゃんじゃないか。相変わらず目立つ娘むすめだな」

　老刑事や美兎跳とアイリがいる客席スタンドの下は、意図的に明かりが集中している生徒達の席と違ちがって、けっこう薄うす暗ぐらい。その中に立っている雨音を見つける。

「……そういえば、あの坊主を見つけてきたのは、雨音嬢ちゃんだって話だったな」




「やれやれ、どうやらギリギリ間に合ったみたいね」

　雨音は軽く息を整えながら、辺りを見回した。

「それより貴女あなた、誰だれかを撥はね飛ばさなかった？」

「何の事かな？」

　わざとらしくとぼける。

「いくら何でもまずいでしょ。完全な人身事じ故こよ」

「緊きん急きゆう車両用の車道へ飛び出したあいつが悪い！　一いち応おう事故報ほう告こくはしておいたし、それ以前にストーカー行こう為いは実力排はい除じよしていいって、あいつン家ちと話はついてる」

「実力排除ぉ？」

「気に入った相手は腕うでずく、がモットーの家だからな。反はん撃げきされるのは当然て事さ。ガキの頃ころに私にちょっかいかけてきて、護ご衛えいのトトラに追っかけられてるのをゲラゲラ笑いながら見ていた両親だからな。放ほう任にん主しゆ義ぎの極きよく致ちだよ」

「………でも……あのまま放っといていいの？」

「そう思うんだったら、なんであの時、止めろって言わなかったんだ？」

「うっ！　だっ、だって……」

　答えに詰つまってしまう。

「だって、運転してたの私じゃないし。遅ち刻こくするわけにはいかなかったし……それに」

　──それにあの場所は、なにやらその場に留とどまるのが危き険けんな雰ふん囲い気きがした。

「……霧恋。ほれあそこ」

　必死に自分を納なつ得とくさせようとしている霧恋を面おも白しろそうに眺ながめながら、雨音はその悩なやみを解かい決けつするであろう、ある事実を指し示しめした。

「……そんな!?」

　雨音が指さす先、壇だん上じようの横に据すえられた巨きよ大だいなスピーカーの前に、静竜が何事もなかったかのように立っていた。

「あれくらいでおっ死ちぬなら、私も苦労はしないんだけどね」

「……天てん南なん先生って、双ふた子ごとか？」

「あんなのが二人もいてたまるか！」

「一人見かけたら三十人いるとか……」

「う～～ん……それならあり得うるかもな」

　害虫の類たぐいなら納得できるという事だ。

「……本人用にカスタマイズされた高レベル修しゆう復ふく用のナノマシンなら、この短時間でも治なおせるけど」

　とりあえず気持ちの整理のついた霧恋は、本題に戻もどった。

「あいつン家はその大手メーカーを所有してるからね。ほぼ全身それで構こう成せいされた生体サイボーグさ」

「天南財ざい閥ばつじゃなければ無理な荒あら技わざね……でも精せい神しん回かい復ふくは無理なんじゃない？　あれだけのダメージを負って、身体からだは治ってもトラウマは……」

　たとえ身体が一いつ瞬しゆんにして治っても、精神的ショックがそれを認にん識しきできず、本来であればまったく動けないはずなのだ。

「はっ！　ないない。いわばあいつは能のう天てん気きの天才だからな」

「能天気の天才って…………なんか……ちょっと嫌いや」

　さすがの霧恋も、雨音が嫌がる気持ちが少し理解できた。

「だろ？」

　霧恋にそれを認みとめさせた雨音は、満足そうだったが、その時、

「あ、やば」

　すっと、照明植木の陰かげに隠かくれる。

「どうしたの？」

「観客連中が……ね」

「ん？　ああ、雨音に気付き始めたのね」

　霧恋は観客の一部が雨音のいる方指さし、何かを話しているのを視し認にんした。

「騒さわがれるのは慣なれてるけど、さすがに今日は、ね」




「カメラの最終チェック終しゆう了りよう、異い常じようありません」

　観客席より少し上の、大きな梁はりの上に珀蓮と翠簾は潜ひそんでいた。

「了解」

「二級指名手配犯はんを数名発見しましたけど、どうしますか？」

「ＧＰに……」

　珀蓮が言いかけた時、

「あっ、いま全員身み柄がら確かく保ほされました。可か視し範はん囲い内には不ふ審しん者しやはいません」

「了解。式が始まるわよ、撮さつ影えい開始」

　多方向カメラが散らばって行く。




「全員静せい粛しゆくに！」

　静竜の高らかな声が会場に響ひびき渡わたった。

「第八六三五回ＧＰアカデミー入学式開会を宣せん言げんする！」

　その声と共にそれまでの喧けん噪そうが噓うそのように静まり、深遠なる静せい寂じやくが会場を支し配はいした。

「九羅密美守校長、挨あい拶さつ！」

　────カツ、カツ、カツ。

　その静けさの中をゆっくりとだが、威い厳げんに満ちた靴くつ音おとをたて、ＧＰアカデミー校長が壇上へと向かう。

（あっ……あの人）

　昨日、理事長室で、アイリの隣となりに立っていた老女であった。

「皆みなさん、ＧＰアカデミーへようこそ……」

　人を引き込こむ見事な間合いで、美守の挨拶は始まった。

「このアカデミーは、銀ぎん河がの平和を守り、人々の生活を守るＧＰ隊員の短期育成を目的として設せつ立りつされました。従したがって、本校のカリキュラムは職しよく場ば実習を主として組まれており、大変厳きびしい内ない容ようだと感じられる人も少なからずいる事でしょう。それでもなお、私はここにいる全員が立りつ派ぱなＧＰ隊員となって、このアカデミーから巣立ってゆく事を心から願っています。皆さんも、決して臆おくする事なく、立派なＧＰの一員になれるよう努力を惜おしまないで下さい」

　ただ緊きん張ちようしていただけの新入生達も、美守の短く簡かん潔けつな演えん説ぜつにより明めい確かくな指標を与あたえられ、その表ひよう情じように目的意い識しきが表れていた。もともとこういう式は、一つの連帯感と目的意識を植え付ける役やく割わりがある。ただの形けい骸がい化した儀ぎ礼れいでは意味がいない。ましてや挨拶する者の自じ己こ顕けん示じ欲よくを満足させるためのモノでもない。

「がんばって」

　と締しめの言葉のあと、演台から一歩下がる美守は新入生達に敬けい礼れいした。

　バッと敬礼を返す西南たち新入生を満足げに眺ながめ、美守はゆっくりと手を下ろして演台の前から離はなれていく。

「新入生代表挨拶」

　静竜のその声で、ごくりと西南の喉のどが鳴り。

「新入生代表、山田西南」

「は、はいっ！」

　途と端たん会場にどよめきが沸わき起こる。

「あれが例の……」

　例年になく多い関係者は、そのほとんどが西南を見たくてやって来ているのだ。西南が代表に選ばれたのは、一種の宣せん伝でんでもあった。

「あんな少年が、あれだけの災さい厄やくを引き寄よせるのか？」

　昨夜、マスターガードによって、大規き模ぼ戦せん闘とうを起こしかけた中央司令所の司令は、呆ぼう然ぜんと呟いた。

「そうです。彼が五百近くの海かい賊ぞく艦かんを拿だ捕ほし、数千の重犯はん罪ざい者しやを捕ほ縛ばく、あのウィドゥーを捕つかまえた……地球から来た少年、山田西南君です」

　舞ぶ台たいから二階客席へ上がってきた美守が、ささやくように言う。

　だが随ずい分ぶんと格かつ好こういい経けい歴れきを付けられた、西南本人は顔を真っ赤にし、身体からだは緊張のあまりガチガチになりながら、中央通路を舞台へ向かって歩いていた。

「西南君、大だい丈じよう夫ぶですかねぇ？」

　その様子を、背せの低いラジャウは、背せ伸のびをしながら見ている。

「失敗もいい思い出さ」

「それもそうですね」




「西南君……がんばって」

　西南以上に緊張した霧恋は、堅かたく手を握にぎりしめながら西南を見守っていた。

「西南ちゃん、じゃないの？」

「学校では私は教きよう師しで、西南君は生徒でしょ」

「霧恋らしいわ……でもがんばれって言ってるけど、たしか西南がＧＰに入るの反対してたんじゃなかったっけ？」

「クッ……がんばれなんて言ってないわよ！」

「まっ、いいさ。がんばれ西南」

（くそっ！）

　霧恋は悔くやしそうな表情で雨音を睨にらんだ。




「西南ちゃん……ずいぶん緊張しているみたいですね～ェ、アイリ様」

「おのれ！　あの時……」

　チラッと美兎跳を見て、

「………と、あのバカが邪じや魔ましなけりゃ、二人ッきりでアドバイスとか特とく製せいのお茶とかマッサージとか、その他モロモロ……クスクス。いろいろあれやこれやして彼の緊張をほぐしてあげられたのにぃ」

　頰ほおを染そめ怪あやしげな妄もう想そうに浸ひたっている所に、

「とっとと壇だん上じように上がれ！　もたもたするな！」

　と、階下にいる偉えらそうな静竜の言葉が聞こえてきた。

「おのれこのバカが！」

　先程の嫌いやな記き憶おくを刺し激げきされたアイリは、反はん射しや的に側そばにあった予よ備びの丸イスを三つほどつかむと、静竜の頭とう頂ちよう部めがけて力ちから任まかせに投げつけた。

「ぐわぉ!!」

　円えん盤ばんのように見事な弧こを描えがき、三つが死角をついて見事に静竜の頭にヒットした。

「ア、アイリ様？」

「キャハハハ！　お見事お見事」

　呆然とする霧恋の横で、雨音は手を叩たたいて笑っていた。その笑いが伝でん播ぱしたのか、会場中が一気に爆ばく笑しようの渦うずに巻まき込まれた。

（やっぱりおかしいのかな？）

　ようやく壇上に上がったものの、緊張のあまり周りの様子など見る余よ裕ゆうのない西南は、静竜の事など気付くはずもなく、自分が笑われているのだと思い込んでいた。

　何とか動どう揺ようを収おさめようと、大きく深しん呼こ吸きゆうをし、講こう堂どう内に向かって一礼する。それを合図に会場の笑いが収まっていった。

「ハァ」

　息を落ち着け、マイクの前に一歩踏ふみ出し、緊きん張ちようした顔を正面に向けた。

　会場全すべての人々の視し線せんが、頰を染め緊張した少年に注がれる。

（……あっ！）

　その視線の圧あつ迫ぱく感は、西南にとって馴な染じみのあるものだった。だがいつもと決定的に違ちがうのは、それが侮ぶ蔑べつや憎ぞう悪お、軽蔑や恐きよう怖ふや好こう奇きといった負の圧力ではなく、もっと暖あたたかなものだという事だった。

　正まさ木きの村がそうであるように、疎そ外がい感のない雰ふん囲い気きというのは、西南にとっては心地ここちいいものである。西南の緊張が一気に解ほぐれた。

「ほお……いい表ひよう情じようだ」

　西南の満面の笑えみを見た長官が思わず呟つぶやく。

　そしてそれは彼一人の感想ではなく、倒たおれている静竜以外、その場にいた全すべての人々の思いでもあった。だがそんな中……、

　──彼だ……彼こそ、私の目的に適かなった人物だ！

　捕とらえられた犯はん罪ざい者しや以外にも、目的を持った興きよう味みの目を西南に向けている者がいた。




「新入生挨あい拶さつ！…………あれ？」

　大きく息をし、意を決して話し始めた西南だったが、その声はスピーカーから出てこなかった。

　コンコン、マイクを叩たたいてみるが、死んだままだった。

「故こ障しようかな？」

　だがそれは昨夜の西南のパーソナルデータによる影えい響きようだった。異い変へんに気付いた人々がざわめき始めた頃ころ、静竜は目を覚ました。

「おのれ、誰だれだ！　この私の頭に!!」

　静竜が怒いかりにまかせて思いっきり叫さけんだその瞬しゆん間かん、レベルダウンしていた音量調整がマックスを超こえて跳はね上がった。

　ヴヴォォォーン!!

　講堂内に響ひびき渡わたる大音おん響きよう！　凄すさまじい音の圧力が人々を襲おそい、次の瞬間、静竜の横にある巨きよ大だいスピーカーが爆ばく発はつした。

「ぁぎゃ～～～～～～～～～～～～～～～～ん!!」

　音圧と爆圧の中心にいた静竜は、生徒達の頭上を越こえ外へと吹ふき飛ばされた。

　こうして第八六三五回ＧＰアカデミー入学式は閉へい会かいした。







　　４「授じゆ業ぎようと教きよう師しと上級生・一日目」







　入学式の行われた講こう堂どうから放ほう射しや状じように広がる長い廊ろう下かを、新入生達が上級生に引いん率そつされながら三列になって歩いていた。

「はあ……みんなに迷めい惑わくをかけちゃったな」

　西せい南なは先さき程ほどの騒さわぎを反はん芻すうするように呟つぶやいた。

「凄すごい騒ぎだったね」

　新入生を教科室へ案内している上級生が、ささやくように西南達に話しかけた。

「すみません。入学式を滅め茶ちや苦く茶ちやにして…」

「いやァ、傑けつ作さく傑作！　ＧＰアカデミーの歴史に残る事、間ま違ちがいないよ」

　もう一人の上級生も、余よ程ほどその事を話題にしたかったのであろう。ここぞとばかり話し始めた。

「でも何人か運ばれて行ったみたいですけど……」

「気を失っただけだから、大だい丈じよう夫ぶだよ。まあ盛せい大だいに飛んでいった先生は……」

「まあ、あの先生なら大丈夫だよな」

「そうだな、大丈夫、大丈夫！」

　二人の上級生は、よく知っているのであろう、自信ありげに答えた。

「余よ計けいな私し語ごは慎つつしみなさい」

　その時、新入生の列を追いかけて来た上級生が一いつ喝かつする。

「おおっ！　あれは……」

　西南を押おしのけ、ケネスは身を乗り出した。他の新入生達も、その上級生の方を一いつ斉せいに注目する。

「知ってるの？　ケネス」

「昨年度のミスＧＰアカデミーの美み希き・シュタインベックさんだ！」

「へえ」

　キビキビとした態たい度どによく通る声、そして美しいストレートのロングヘア。美希の雰ふん囲い気きは何な故ぜか霧きり恋こを思わせた。

「……山やま田だ西南？」

　ふと、西南の方を向いた美希が呟つぶやく。

「は、はい……そうですが」

「………………」

　無言のまま、西南を見つめる美希の目には、怒いかり、不安、そしてどこかすがるような感かん情じようが次々と表れていた。

「な、なんだ？」

「なんでしょう？」

　ケネスとラジャウの疑ぎ問もんは、そこにいる全すべての生徒の疑問であった。

　美希のどこか普ふ通つうではない様子に……いや、西南と美希のただならぬ雰囲気は、生徒達に疑問や動どう揺ようや嫉しつ妬とといった負の感情の波を起こさせていた。

（ま、まずい……）

　この状態を放置すれば、負の感情の波は増ぞう幅ふくされ、津つ波なみとなって自分に降ふりかかってくる事は明白であった。

「あ、あの……」

「えっ？　あっ、ごめんなさい。さあ、早く下級生を誘ゆう導どうして！」

　列が止まっている事に気付いた美希は、再ふたたび元の表情に戻もどると、きびきびと係の上級生に指し示じを出した。そして西南を一いち瞥べつするとそのまま足早に立ち去ったのだった。

「よかった…………………あ、あれ？」
















　危き機きは回かい避ひされた、かに思われたが、西南の意に反して列はなかなか動こうとはしなかった。

「どういう事なんだ？」

「おいおいマジか？」

「クソォ、あの人もか」

　西南の周りでは、昨夜の寮りようでの会話が固こ有ゆう名めい詞し部分のみ変えて、そっくりそのまま再さい現げんされていた。

「ケネス君。これは……また今こん晩ばんもインタビュー中ちゆう継けいですかね？」

「かもな」

「いっその事、課金しちゃいましょうか？」

「そりゃいい！　ハッハッハ」

　結局、列が動き出したのは、再び美希が注意しに来てからだった。




　ＧＰアカデミーの建物は、そのほとんどが数万～数千年前のものであった。しかし西南達が進む先に見えてきたのは、鈍にぶい銀色に輝かがやく現代的な建けん造ぞう物ぶつであった。

「何か、あの建物だけ他と違ちがうね」

「ああ、あれは大型コンテナを利用した建物だそうですよ」

「大型コンテナ？」

　西南はアカデミーに来た時見た、巨きよ大だいなコンテナ船を思い出した。

「地上で見ると凄すごいね」

「あれが生徒の教室兼けん待機ルームのある建物だよ」

　横を歩いていた上級生が話しかける。

「これでも輸ゆ送そうコンテナとしては中型なんだ。こいつを利用した教室は何年かに一度、余よ剰じよう品ひんや事じ故こで廃はい棄きされる物の、使えるパーツを集めて新しん設せつされるんだ。だからあの建物だけ新しいんだよ」

　説明を聞いているうちに、新入生の列は建物の正面玄げん関かんへと到とう着ちやくした。

「さあ、ここが君たちの教室兼待機ルームだ」

　開放型の入り口を通り抜ぬけ建物の内部へと入ると、中央に建物の天てん井じようまで届とどく、大きな吹ふき抜けが見えた。その両りよう脇わきに簡かん単たんなパーティションで区切られた施し設せつが並ならぶ、開放感のある建物だった。

「大事な伝達事じ項こうがあるから各自、自分の生徒番号のボックスへ急いでくれ」

「先せん輩ぱい！　転送プレートが作動しませんが」

　エルロイが不思議そうに叫さけんだ。

「あれ、本当だ」

　フィングもデビットや他の生徒達も不思議そうにプレートを見ている。

「プレートは現げん在ざい、使用不ふ可か能のうだ。階かい段だんで移い動どうしてくれ！」

「えっ!?」

　先輩の言葉に、全員が一いつ斉せいに吹き抜けの上を見上げる。

「おいラジャウ……何階くらいあるように見える？」

「十階……というところでしょうか？　一階分が普通の倍くらいありますから……」

「……けっこうあるね」

　ケネス達三人も、上を見ながら間抜けな調子で話していた。

「で、俺おれ達の部屋は？」

「案内板を見る限かぎり……十階です」




　そこは約六畳じようくらいのスペースに、三つの端たん末まつ付きのデスクとロッカーがあるだけの簡かん素そな場所だった。廊ろう下かに面した部分に壁かべはなく、部屋というより、簡単なパーティションで区切られたスペースであった。

「端末の形式は寮の物と同じですね」

　辺りを見回しながら平然としているケネスとラジャウとは対照的に、西南は汗あせだくでイスにもたれかかっている。

「……昨日も思ってたんだけど……二人とも体力あるね……俺も少しは自信があるつもりだったけど……」

「ああ、それはだな……」

「あれ？　ちょっとケネス君」

　と、システムを起動させようとしたラジャウが声を上げる。

「どうした？」

「……システムが起動しないんですよ。ケネス君の方はどうです？」

「ちょっと待ってろ」

　ケネスは自分の机つくえの起動スイッチを押すが、反はん応のうはない。

「ああ、俺がやる」

　体を起こそうとする西南より先に、ケネスは西南の机のスイッチを押すが、こちらも反応はなかった。

「……俺のも西南のもダメみたいだ……という事はもしかして……」

　ケネスが西南の方を見た時だった。

『全員自分のスペースに着いたようなので、これから今後の説明を行いたいと思う』

　建物全体に先さき程ほどの上級生の声が響ひびいた。

『知っている者もいるかと思うが、アカデミー全体で大規き模ぼなネットシステムの障しよう害がいが起こっている。それの復ふつ旧きゆうが済すむまで、一部カリキュラムを除のぞいて全すべて休きゆう講こうとなる。明日以い降こうの予定は、各階の掲けい示じボードに書かれているから各自で確かく認にんするように』

「システム障害だとさ」

　ケネスが話し出すと同時に、周りからざわめきが起こる。

「西南君のせいじゃなかったんですね」

「ハッハッハ。まだそうじゃないと決まったわけじゃないぞ」

「どうしても俺のせいにしたいんだね……ケネス」

『静せい粛しゆくに！　本日はこれから全員、体たい術じゆつ科の授じゆ業ぎようが行われる事になっているので、着き替がえの後に掲示ボードで場所を確認、集合場所へ急ぐように。以上だ！』

「やれやれ、休めると思ったのに」

「それだけ後が大変になるというだけです。さあ急ぎましょう」

　立ち上がるラジャウを見ながら、西南はある重要な事に気付いた……。

「という事は……またあそこを下まで降おりるの？」




　ＧＰアカデミーの中央付近には、縦たて横よこ三百メートル、高さは五十メートルほどの、ヨーロッパの城じよう塞さいを思わせる中央議事堂があった。正方形の一辺から突つき出すように延のびた渡わたり廊下の先が、美み守かみのいる校長室である。

「まったく。せっかくのこの良き日が、最悪の日になっちゃったわ」

　百畳じようほどはあろうかという校長室の奥おくで、アイリはお茶を飲みながら美守相手に愚ぐ痴ちっていた。

「オホホホ。西南君らしいですわね」

「笑い事じゃないわよ！　この日のために徹てつ夜やでいろいろと……クッ！　あのおちゃらけバカめが。こんな事なら無む理り矢や理りにでも、牢ろう屋やに放り込こんどけばよかったわ」

「都市管理会社と天てん南なん家の示じ談だんが成立しちゃいましたからねェ。都市基き部ぶに突っ込んだ艦かんから乗組員や学生達、全員逃にげ出してもぬけの殻からでしたし。犠ぎ牲せい者しやがいなければ……」

「レスキュー隊員への暴ぼう行こう、公こう務む執しつ行こう妨ぼう害がい！」

「それは始末書の提てい出しゆつと三か月の減げん俸ぽうとなってます。まあ夕べの騒そう動どうの規模を考えてみれば、その程てい度どの事じ故こは些さ細さいな事……ですからね」

「くそっ！」

　ガチャン。アイリは乱らん暴ぼうにカップをソーサの上に置いた。

「通勤途と中ちゆうでサンドバッグにされて、雨あま音ねさんに撥はねられて、丸イスを投げ付けられた上に爆ばく発はつで盛せい大だいに飛んでいったんですから、十じゆう分ぶんじゃありません？」

「足りん！」

　そう断だん言げんするアイリに、美守はため息をついた。

「まあ天南家特例があるとは言え、あまり人前で暴ぼう力りよく沙ざ汰たは困こまります」

「うっ……そうね。じゃあ、とりあえず不本意だけど、これでよしとするか」

　さすがのアイリも、美守には頭が上がらない。ましてや正せい論ろんを言われれば尚なお更さらだ。

「でもあの爆発で、ほとんど怪け我が人が出なかったのは不幸中の幸いでしたわ」

「確たしか何十人か意い識しきを失って運ばれたわよね？」

「ええ、ＧＰアカデミーの医い療りようシステムがダウンしていますので、私共の病院艦で診しん察さつをしています。ただ目立った外がい傷しようはありませんので、大だい丈じよう夫ぶかと。一番の被ひ害がい者しやは天南先生ですから」

「自じ業ごう自じ得とく、自業自得」

「それと、入学式での逮たい捕ほ者しやは、二級指名手配犯はんや不ふ審しん者しやを合わせれば、八十五名ほどになります」

「……確かに昨日の騒ぎに比くらべれば、どうってコトないわね。もっともＧＰの入学式、それも刑けい事じ課の連中がゾロゾロいる所に、やって来るバカがいるだけでも驚きよう異いだわ」

「刑事課の人達も複ふく雑ざつな心しん境きようでしょうね……犯人が捕つかまる、これ以上良い事なんかないと分かっていても……」

「西南君の存そん在ざいは諸もろ刃はの剣つるぎだけど、犯はん罪ざいや犯罪者がいなくなったわけじゃないわ。そこら辺は、スパッと頭を切り換かえて……」

「アイリ様は切り換えられまして？」

　それはウィドゥの事だった。

「……そうね、足あし枷かせが無くなった、って感じ」

　大きく伸のびをしながら、そう言った。

「ホホホッ、それで西南君相手に大暴走、というわけですか」

「貴女あなたん家ちの、お掃そう除じお姉ちゃんに邪じや魔まされたけど」

　恨うらめしそうな顔で美守を睨にらむ。

「あら、少しくらい障しよう害がいがある方が楽しいのではありませんか？」

「そうね。せっかく見つけた才さい能のうですもの……もっと楽しまなくちゃ」

　西南が聞いたら、アカデミーから逃にげ出しそうな話である。

「そうだわ。障害といえば、新システムへのアクセス作業の状じよう況きようはどうなってる？」

「九く羅ら密みつ家関連と情じよう報ほう部の作業を優ゆう先せん的に進め、全すべて終しゆう了りようしています。その他の軍に関しては、一週間後には全て完了する手はずになっています」

　と、美守は声をひそめ、

「……引っ越こしというのは、隠かくれた埃ほこりが多くて、掃除が大変ですわ」

「そう……こちらもよ。まあ『災わざわいを転じて福と為なす』って事かな？」

「それにしても、いつの間にこんなシステムが設せつ置ちされていたんです？」

「鷲羽わしゆう様が行方ゆくえ不明になる以前に設置されていたらしいわ」

「五千年前に……ですか？　でもうちのシステムエンジニアが驚おどろいてましたよ」

「まあ、その先見性せい……というより圧あつ倒とう的な技ぎ術じゆつ力は凄すさまじいばかりだわ。ったく……哲てつ学がく士しをやっていく自信がなくなっちゃったわよ」

　アイリはイスに深くもたれ掛かかり、再ふたたび、普ふ通つうに話し始める。

「しかしこれをメインシステムにするとなれば、システム仕様の権けん利り分配関係の問題はどうなんです？　こればかりはいくら鷲羽様とは言え、難むずかしいんじゃありませんか？」

「はっ！　白はく眉び鷲羽と朱あか螺ら凪な耶じやを敵にしたら、世の中の半分の製せい品ひんは製せい造ぞうが出来なくなるでしょうね」

「なるほど……それは凄まじいものですわね」

　さすがの美守も驚いているようだ。

「まあ一番厄やつ介かいだった、[image: Dr.]クレーの待っている権利関係が、解かい放ほうされたのも大きいんだけれどね」

「[image: Dr.]クレーですか………！　ちょっと失礼」

　その時、呼よび出しのコールが鳴り、美守は校長席へと向かった。

「はい、美守です…………え？」

　通信を受けた美守の顔から笑え顔がおが消え、次し第だいにそれは緊きん張ちようしたものとなった。

「…………そう、わかりました。ではいまから十分後に」

「何かあったの？」

　通信を切った美守に声をかけた。

「申し訳わけありませんが、アイリ様もご同行願います」

「そう、わかったわ」

　それ以上訳を聞く事もなく、残ったお茶を飲み干ほし、アイリは立ち上がった。




　水み鏡かがみのブリッジでは、女によ官かんや水みな穂ほの呆あきれた視し線せんが瀬せ戸とに集中していた。だがその視線を意にも介かいさず、大きなソファー状の玉ぎよく座ざに寝ねっ転がり、珀蓮達から送られて来た映えい像ぞうを繰くり返し見ながら、瀬戸は馬ば鹿か笑いをしていた。

「ア～ハハハハ～～～ッ！」

「瀬戸様……部下の前ですよ」

　さすがに止めなきゃならないと感じた水穂は、とりあえず部下の手前、遠えん慮りよ気味に注意をした。

「なんで？　最高じゃない」

「この撮さつ影えいのせいで、珀はく蓮れんと翠すい簾れんの二人が怪我をしてるんですから」

「プッ、運が悪かったわよねぇ……クックック、しかもちゃんと爆ばく発はつに巻まき込まれた場面が映うつってるしぃ」

　瀬戸が指を指す先には、爆風に耐たえている珀蓮の横を静せい竜りようが飛んで行き、それに気を取られた彼女に、摑つかんでいた枝えだが折れた翠簾が飛ばされて、ぶつかる場面がはっきりと映し出されていた。

「アレは避よけられないわよねぇ」

　瀬戸は頭を振ふりながら、しみじみと呟つぶやいた。気配が皆かい無むの翠簾に直ちよく撃げきされたのでは、瀬戸ですら避ける自信はない。

「クスクス……まあ、お互たがい、ちょっとコブをつくった程てい度どで済すんだわけだし……」

「部下の不幸を笑うなんて不ふ謹きん慎しんです。しかも瀬戸様個こ人じんの趣しゆ味みでこんな目にあったんですよ」

「え～～っ、だってぇ」

「ブッても可愛かわいくありませんから」

「そんなんだから、あちこちでお見合い、断ことわられるのよねぇ」

　それは水穂にとって禁きん句く第一位の話題だった。

「せ、瀬戸様の副官をしているというのが、一番大きい原げん因いんです！」

「兼かね光みつん家ちの子こ供どもは女の子だったし」

　瀬戸はついポロッと、余よ計けいな後あと押おしをしてしまう。ビキッとこめかみに血管が浮うき、水穂の表ひよう情じようが歪ゆがむ。

「………………今後、西南君の隠かくし撮どりは禁きん止しします」

「ええええっ!?　酷いわ」

「どっちが酷いんです！　火か煉れんからも人選ミスの報ほう告こくが来ています」

「とっておきのいい男、紹しよう介かいしてあげるから……ね？」

「必要ありません。どうせ当分、西南君関連で捕つかまえた海かい賊ぞくや犯はん罪ざい者しやの調ちよう査さで、死ぬほど忙いそがしいですから」

「だから時には気分転てん換かんを……」

「盗とう撮さつしたいのなら、仕事の合間にご自分でなさって下さい」

「わ、分かったわよ。ふむ……それはそれで楽しいかも……」

　瀬戸とのバトルが、水穂の勝ちで終わろうとしていた時、水穂の耳にオペレーター達のヒソヒソ話が聞こえてきた。

「ねえねえ、兼光様のお子様が女の子だったのが、どう関係するの？」

「あのね、もし男の子だったら、水穂様のお婿むこさんにするって夕ゆう咲ざき様と約束があったらしいのよ」

「兼光様の奥おく様さまと？　スッゴ～イ。それって、ちょっと萌もえるわねェ」

「うんうん」

　オペレーター達は、背せ中なかでも痒かゆいかのように身体からだをくねらし、声を殺しつつ嬉き々きとした表情で話していた。

「聞き耳たててないで仕事をしなさい！」

　水穂が一いつ喝かつする。オペレーター達はフィルムの逆ぎやく再さい生せいを見ているかのように、音もなくスッとそれぞれの持ち場に戻もどっていった。

「ったく…………ん？」

　視し線せんを瀬戸に戻すと、彼女は水穂から視線を逸そらし、両手を固く握にぎりしめ、何か言いたいのをじっと我が慢まんしていた。だが本人は我慢しているつもりでも、言っているも同然の見え見えの態たい度どだった。

（……まあ一いち応おう、瀬戸様としては私の機き嫌げんを損そこねて、これ以上、話をややこしくしないよう、努力しているつもりなんでしょうねェ）

　だがこれもある意味では遠回しの嫌いやみなのかも知れないが、水穂の方もこれ以上つき合うのは時間の無む駄だと考えた。

「瀬戸様……水み鏡かがみ様が瀬戸様の馬ば鹿か笑いに影えい響きようされてますので」

　これはいわば終息宣せん言げんだった。

「あら……そう？」

　玉ぎよく座ざの後ろにある水鏡の樹きへ目をやる。

　木の葉から光線が不ふ規き則そくに発せられている。それは飼かい主に遊んでもらって、狂きよう喜き乱らん舞ぶしている子犬のようであった。

「システムにも少々影響が」

「ふむ」

　姿し勢せいを正し、大きなため息をつく。

「水鏡ちゃん。お仕事が終わったら、また見ましょうね」

　瀬戸の言葉と共に光の乱舞は止やんだ。

「ああ、そうそうこの記録、彼女にも見せてあげなくちゃ」

「彼女？　どなたです？」

「本来ならば西南殿どののご両親に、でしょうけど……もう一人、彼の事を気にしている人がいるでしょう？」

「もしかして……月つき湖こちゃん、ですか？」

「お話ししたい事もあるから、水鏡まで来てもらってちょうだい」

　水穂の答えに、瀬戸は満足げに頷うなずいた。

「わかりました」




　ＧＰアカデミーに限かぎらないが、アカデミーでは古くからの建物が取り壊こわされる事なくそのまま保ほ存ぞん使用されている。そのため、教きよう師しのほぼ全員に専せん用ようの部屋がある。

　急きゆう遽きよ、講こう師しになった霧きり恋こや雨音にも、二人部屋ではあるが、通つう常じようの教室ほどの広さの教員控ひかえ室が与あたえられていた。

　霧恋は、今回のシステムトラブルによる、カリキュラムスケジュールの再配置を検けん討とうしていた。

「……新入生のカリキュラムスケジュールは、半年もあれば無理なく遅おくれを取り戻せそうね」

　作成したデータをセーブしながら、ふと雨音の方を見る。

　彼女は学生の身体能のう力りよく値ちのチェックをしているはずだった。が、画面は凄すごい勢いきおいでスクロールしているだけで、しかも雨音は心此こ処こに在あらず、といった感じで、何やら嬉うれしそうにニヤついていた。

「どうしたの、何か面おも白しろいものでもあるの？」

　そのあまりの嬉しがりように、霧恋は思わず声をかけた。

「ヘッヘ～ェ。あのバカ、さっきの音おん響きよう設せつ備びの爆ばく発はつで修しゆう復ふく用ナノマシンがいかれてさ、包帯ぐるぐる巻まきにされて、ヨタヨタ歩いてたんだ」

「あのバカって……もしかして天南先生の事？」

「他に誰だれがいるんだよ」

「呆あきれた。学生のデータもチェックしないで、そんな事を考えていたの？　でもナノマシンがいかれたって、どういう事？」

　身体修復のナノマシンは何重にも防ぼう護ごされ、それこそ身体からだが一いつ瞬しゆんで消しよう滅めつでもされない限かぎり、全すべてが破は損そんする事などない。ましてや静竜のように、専用のナノマシンで構こう成せいされたサイボーグともなれば尚なお更さらだ。

「固有振しん動どうの共鳴だってさ」

「ウソ!?　そんな話……まさか」

　あの爆発が西南の悪運によるものならば、考えられる話だ。

「フフッ、かなり手て酷ひどくやられたそうだから、今日は満足に動けないんじゃないかな」

「雨音……人の不幸を笑うなんてよくないわよ」

「普ふ段だんの行いが悪いからだよ。これでしばらくはちょっかいをかけて来ないだろうし……いっその事、ナノマシンが不調なうちにとどめを……」

　どこから出したのか、大型の拳けん銃じゆうを握りしめ、感かん情じようのない目で見つめる。

「まったく……」

「それより問題は西南の方かもね」

「えっ？　それってどういう……」

　その時、霧恋へのコール音が鳴り響ひびいた。雨音の言葉を気にしつつも、足早に通信端たん末まつへと向かった。

『正まさ木き先生、校長がお呼よびです。第８２２会議室へお越し下さい』

「了りよう解かいしました。じゃあ、後を頼たのむわ」

　雨音にそう言うと、足早に部屋を出て行った。




　一周がゆうに一キロはあろうかというグラウンドに、体育着を着た男子新入生達が集合していた。かなり広大ではあるが、これでもＧＰアカデミーに三十あるグラウンドの中では小さい方だった。

　あれから十階分の階段を駆かけ下り、さらに敷しき地ちの一番端はしにある、このグラウンドまでの移い動どうだけで西南はかなり疲つかれていた。

「はあ……」

　先さき程ほどまで滝たきのように流れていた汗あせも、海から吹ふいてくる涼すずしい風のおかげで、ようやく収おさまってきた。

「時間だ、全員整列！」

　教師の補ほ佐さ役なのだろう、先程西南達を誘ゆう導どうしていた上級生が、号令を発する。

　生徒達の前に一台の大型エアカーがゆっくりと停車する。黒くろ塗ぬりの高級車をバンタイプにしたような形けい状じようだ。天てん井じようまである後部ドアが観音開きになる。

「敬けい礼れい！」

　生徒達の敬礼を合図に、そこから人ひと影かげが重々しくせり上がってくる。

「あっ」

　西南は思わず声を上げた。それと同時に生徒達にもどよめきが沸わき起こった。

　そこにはミイラの様に、包帯でぐるぐる巻きにされた静竜が立っていたのだ。

「静かに！　いまから天南静竜先生のお話がある！」

　上級生の声に、徐じよ々じよに生徒達のどよめきが収まり、そして静竜が話し始めた。

「諸しよ君くん！　入学式直後、すぐ授じゆ業ぎようが始まる事に驚おどろいたかもしれない。だが君達は人々の生活の根こん幹かんを支ささえるＧＰ隊員となるべく、ここに集つどった者達なのだ！　卒業までに覚えなくてはならない事は多く、時間を無む駄だにする事は許ゆるされない！　すでに聞いていると思うが本日はコンピュータトラブルの為ため……体たい術じゆつ科を除のぞいた全すべてのプログラムがキャンセルになった！」

　先程から静竜の怒いかりの目は、ずっと西南に向けられていた。そして彼の大声はまるで西南に向けられた怒ど号ごうのようであった。

「そこで、本日は基き礎そ体力訓練を行う事とする！」

「……なんか、めちゃめちゃ睨にらまれてるな、お前……」

「俺おれのせいじゃないのに」

　と、言ってはみたものの、自分の特とく性せいを考えれば、否ひ定ていできる自信は全くない。

（もしかして……やっぱり？）

　と、台から降おりた静竜は、整列している生徒達の間を、片かた足あしをわずかに引きずりながら歩き始めた。

「それでは準じゆん備び運動代わりに、グラウンド二十周、腕うで立たて伏ふせ百回、腹ふつ筋きん百回。それを一セットとして五セットやってもらう！」

　まるで生徒達を威い嚇かくするかのような口調だ。

「ええっ！」

　生徒達の間から一いつ斉せいに、不満げな声が上がる。

「静かに！……まあ、優ゆう秀しゆうな君達なら、これくらいのメニューは準備体たい操そう以前！　難なんなくこなせるものと私は信じている！」

　そして静竜は西南の横で立ち止まり、

「そう、優秀な君達なら……ね！」

　西南に顔を近付け、嫌みっぽく言った。

「…………」

　西南の自信なさげな表ひよう情じように、静竜は満足げにニヤリと笑った。

「それでは、全員右向け、右！」

　静竜の号令と共に、生徒達が右を向く。それを確かく認にんした静竜は、音おん銃じゆうを持ち上げて空へ向けて撃うった。

　パン！　という乾かわいた音と共に生徒達は一斉に走り出した。

「え？」

　いつもの感覚で走り出した西南だったが、ふと気付くと周りには誰もいなかった。

「え!?」

　他の生徒達の一いち団だんは、西南のはるか前方を、凄すごいスピードで走っているのだ。それはまるでバイクにでも乗っているのでは？　というほどのスピードだ。

「急げ、もたもたするな！」

「は、はい！」

　静竜の怒号に押おし出されるように、スピードを上げる西南ではあったが、あっという間に一周してきた生徒の一団に追いつかれ、追い抜ぬかれていった。

「す、凄っ……」

　その様子を西南は啞あ然ぜんとして見送った。




　霧恋が呼よび出された第８２２会議室は、大型のトレーラー内にあった。しかし、いつも停車している駐ちゆう車しや場じようには、その会議室トレーラーはいなかった。

「おかしいわね。この場所で間ま違ちがいないはずなんだけど……あ、あれかしら？」

　辺りを見回していた霧恋は、上空から降こう下かしてくる大型トレーラーを見つけた。

　音もなくゆっくりと定位置へと着地したトレーラーの、コンテナの後部が開き、美守が降おりてきた。

「遅おくれてごめんなさいね。さあ、入って」

「失礼します」

　美守に続いて入ったコンテナ内部には、多くのコンピューターが並ならび、ちょっとしたサーバールームといった様相であった。

「正木先生、今日来てもらったのは、アカデミーのメインシステムの復ふつ旧きゆうの目め処どが立ったので、それに繫つなげるＧＰアカデミーのシステム調整をしていただきたいからなの」

「メインが!?　でも新しい統とう一いつシステムを構こう築ちくすると聞いていましたが？」

「鷲羽様が以前、設せつ置ちしていたシステムを使う事になったの」

「鷲羽様の、ですか？」

「瀬戸様の所で使われているモノの汎はん用ようバージョン、と言えば判わかり易やすいかしら？」

「あれをアカデミーで、ですか？……それは、凄いです。汎用性が一気に爆ばく発はつ的に広がります」

「そうね。これも西南君のおかげね」

　美守の言葉に、霧恋は表情を曇くもらせた。

「でもシステムエンジニアは、専せん属ぞくの方がいらっしゃるのではありませんか？」

　自分の沈ちん黙もくで会話が停てい滞たいしそうだと気付いた霧恋は、慌あわてて話題を変えた。しかし美守は霧恋から視し線せんを外し、難むずかしそうな顔をしたまま沈黙していた。

「…………あの、なにか？」

「そうね、貴女あなたには話しておきましょう。実は……」

　そう言うと霧恋の目を見て話し始めた。

「ここに来るのが遅れたのは、九羅密家の医い療りよう艦かんに行っていたからなの」

「……もしかして入学式で怪け我がをした人達の？」

「ええ、でも幸い……フッ」

　と自じ嘲ちよう気味の皮肉めいた笑えみを浮うかべ、話を続けた。

「幸い誰一人として外がい傷しようはなく、ただ意い識しきを失っただけでした……」

「は、はあ？」

　幸いと言いつつ、浮かない表ひよう情じようの美守に、霧恋は違い和わ感を覚えた。

「それよりあの爆発で天南先生のナノマシン体が破は損そんしたのはもう聞いたかしら？」

「はい。……雨音から」

　雨音の馬ば鹿か笑いを思い出し、複ふく雑ざつそうな表情をする霧恋を見ながら美守は苦く笑しようした。

「原げん因いんは固有振しん動どうによる破損……今日の入学式で倒たおれた人達も同じだったの」

「まさか！」

　身体からだに変調が無く意識を失うという事は、脳のうに原因があるという事だ。

「全員がある条じよう件けん下で特定の記き憶おくを構こう成せいする。脳改かい造ぞうをされていたの」

　それはたとえばどう変形させようとも、熱によって記憶した形けい状じように戻もどる形状記憶合金のようなモノである。

「ただ肉体は促そく成せい培ばい養ようされた、ただのクローニングらしいのですけど……。捕つかまった時に身体からだが著いちじるしく破損したか……それとも……」

「しかしその脳改造というのは、もしかして美み星ほしさんの事件と同じ？」

　以前見た、美星に関するレポート。そこにはＧＰ軍に同様のスパイが送り込こまれ、そのスパイと美星の間に銃じゆう撃げき戦が起こった、というものであった。

　その後の事は、レポートには記き載さいされて無く、霧恋も美守に聞いてまで、その先を知ろうなどとは思わなかった。ただ入院をしていた美星は退たい院いん後、軍を辞やめてＧＰアカデミーに入り、現げん在ざいは地球に駐在し、柾木家に住んでいる。

「ええ、現在その可か能のう性せいについて調ちよう査さ中です。とにかく何重にもガードされた天南先生のナノマシンを破は壊かいした、あの爆発によって起こった振動波のどれかが、記憶を形成させる何かを起動させるトリガーとなり、同時にそれを破壊するものを含ふくんでいた、という事らしいの。そして運ばれた中にシステムエンジニアがいたのよ」

「それでその人達は？」

「すぐに意識を取り戻したので、それぞれの場所に戻ったわ。監かん視し付きでね」

「分かりました。では私は何をすればよろしいのですか？」

　新たな危き機きがＧＰアカデミーに在ある。霧恋の顔は一気に緊きん張ちようした。しかし……、

「まず最初に、給食の調理システムからお願いできるかしら？」

「はっ？」

「ホホホ、でないとみんなお昼が食べられないのよ。その次にコンテナ教室を、後は追って指し示じします」

「は、はあ……」

　勢いきおい込んでいた霧恋は、身体から力が抜ぬけるのを感じた。




　西南達の授じゆ業ぎようが始まって約二時間後、グラウンドにチャイムの音が響ひびき渡わたる中、整列している生徒達の列から外れて、西南は一人グラウンドに倒たおれていた。

「皆みな、よくぞ私の期待に応こたえてくれた！」

　静竜は満足げな表情で、生徒達の列を横切り、西南の方へとゆっくりと歩み寄よった。

「君達が、想そう像ぞう以上に優ゆう秀しゆうな生徒である事が分かり、私は、たいへん嬉うれしく思う！」

　と、西南の前で立ち止まり、満足と侮ぶ蔑べつの混まじった目で見下ろした。

「…………」

　西南が極度の疲ひ労ろうで虚うつろな目を向けると、静竜は口の端はしを歪ゆがめ、ニヤリと笑った。

「よし、では午前の授業はこれで終しゆう了りようする。プログラムを消化できなかった者は、自分がどうするべきか、よく考えろ！　午後の授業も基き礎そ体力訓練を行う。全員遅おくれずにここへ集合するのだぞ！」

　静竜はにやけた表情のまま生徒達の方へ振ふり向き、号令をかけた。

「では解かい散さん！」

「……あの、教官。西南はまだ生体強化を行っていません」

　ケネスは静竜に駆かけ寄り、直立不動の姿し勢せいをとり言った。

「だからなんだ？」

「俺達と同じプログラムは無理だと思いますが」

「宇う宙ちゆうではこの瞬しゆん間かんにも多くの犯はん罪ざいが行われている。ＧＰアカデミーは少しでも早く、即そく戦力たり得うる人材を、現場に送り込まなければならん。ここはＧＰとして使える人間を選別する場なのだ。よく覚えておけ！」

　有う無むを言わさない迫はく力りよくだ。しかしその言葉の勢いで、普ふ段だん通りの感じで歩き出そうとした静竜は足がもつれ、倒れそうになってしまう。

「うおっと！」

　かろうじて体たい勢せいをたて直したかに見えたが、ちょうど足あし下もとに倒れていた西南につまずいてしまう。

　ゴロゴロゴロ。

　勢いよく転がり始めた静竜は、ちょうど迎むかえに来た車に、宙ちゆう高く撥はね飛ばされてしまったのだった。

「アギャン！」

　ボールのように飛んで行く静竜を、生徒達全員が拍はく手しゆで見送った。




　西南はケネスに背せ負おわれ、なんとかコンテナ教室の控ひかえ室までたどり着いた。

　そのままぐったりと自分のイスにもたれ込んだ西南は、イスに掛かけた服といった感じだった。

「転送ポートが使えるようになっていて良かったですね」

　二人より少し遅れて、ラジャウは岡おか持もちのようなケースを持って入ってきた。

「まあ、この建物内に限かぎってだけどな。外とのやり取りができないから、まだ授業はできないし、午後からはまた基礎体力の訓練だぞ」

　生体強化しているとはいえ、けっこうきつい運動量だ。ケネスはうんざりとした表ひよう情じようで答えた。

「それより早く食事にしましょう。移い動どうの時間を考えると、それほどゆっくりしていられませんから」

　ラジャウは岡持から、一階のエントランスで配はい布ふされていた弁べん当とうを取り出した。

「そうだな……おい西南、食べられるか？」

「…………吐はきそう……」

　目をつぶったまま呟つぶやくように答えた。

「ドリンクタイプの高浸しん透とう食しよくがありましたから、もらってきました」

　銀色の一リットル以上は入りそうな、大型円えん筒とう形水筒を手渡す。

　キャップを外すとストロー状じようの物が飛び出してくる。西南はそれをくわえ、恐おそる恐る吸すってみた。

「どうです？」

「…………うん……おいしい。ほとんど味がないから飲み易やすいね」

　中に入っていたのは、体温より少し低い温度の水だった。わずかな甘あまみとミントのような香かおりが、硬こう直ちよくした内ない腑ふをほぐすように染しみ込んで行く。

「ふう………」

　お風ふ呂ろに入った時のような、心地ここち良いため息が出る。

　最初の一口が内ない臓ぞうの動きを活発にさせたのか、急に空くう腹ふく感を覚えた西南は、水筒に入っていた水を一気に飲み干ほした。

「保ほ健けん室が使えれば、加速治ち療りようとナノマシンの併へい用ようで、午後の授業までには完全回かい復ふくが出来るんですが……とにかくギリギリまで休んでいて下さい」

「ギリギリになって行くより、向こうで休んでいた方がいいじゃないか？」

「ああ、それもそうですね、じゃあ急ぎましょう」

「そんな、二人ともゆっくり食べてていいから」

　慌あわてて、体を起こしてそう言おうとしたが、

「ご馳ち走そう様さま」

　ケネスとラジャウは、あっという間に弁当を食べ終えた。そして西南の物より、一回り小さい水筒を一気飲みし始めた。

「よし、行こう！」

　二人同時に西南の両りよう脇わきを抱かかえ、勢いきおいよく立ち上がった。




「よう、坊ぼう主ず。乗って行かないか？」

　西南達が校こう舎しやを出た所で、一人の初老の男が声をかけてきた。

「えっ？」

「うちのバカが迷めい惑わくをかけたな」

　男の後ろにある車は、先程静竜を送そう迎げいしていた車だった。

「あっ、この人はさっき、撥はね飛ばされた先生を……」

「確たしか自分が撥ね飛ばしたにもかかわらず、『急に飛び出すな、このバカ！』とか言いながら、豪ごう快かいに往おう復ふくビンタをしていたオッちゃん！」

　ケネスとラジャウは同時に男を指さした。

「全く、あのガキときたら昔ッからお調子者でな、人が何度注意しても言う事を聞きやがらねえんだ」

　男は憮ぶ然ぜんとした表情で愚ぐ痴ちる。

「……とはいえ、撥ねられてぐったりした先生をひっ叩ぱたくのは、ちょっとやりすぎなんじゃないんですか？」

「あのバカは学習能のう力りよくのない奴やつだからな、あれくらいやってもほとんど効こう果かはないんだ。それより急ぐんだろ？」

　男は後ろのドアを開き、強ごう引いんに三人を乗せた。

「あの……運転手さんは、先生のご家族か何かで？」

　運転席に着いた男に、西南は恐る恐る尋たずねた。

「いや、使用人だ」

　あっけらかんと、そう言うと、男は車を発進させた。

「……そ、そうですか」

「もちろん雇やとい主は奴のオヤジだがな」

「雇い主の子こ供どもに、あんな事して大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「バカな事をやれば、オヤジの目の前でも殴なぐる時はあるぞ。もっとも、そのオヤジにしても、たまにバカな事をするからな」

　片かた手てを握にぎりしめ、拳げん骨こつをつくる。

（その時は……殴る、のか）

「まったくあのバカときたら、ガキの頃ころから全然、進歩が無くてな。昨日なんざ、天南家私し設せつ軍の潜せん水すい戦せん艦かんを、俺おれに内ない緒しよで持ち出しやがって、人に怪け我がさせるわ都市基き部ぶはぶっ壊こわすわ、とんでもない事をしでかしやがって……」

　ハンドルを握る手に血管を浮うかせ、肩かたの筋きん肉にくが盛もり上がるのが、スーツ越ごしに分かるほどであった。

「た、たいへんですね」

　西南達は、その男の怒ど気きに、一いつ瞬しゆん、虎とらの檻おりにでも入れられたような気分になった。

「俺がたいへんな分には、かまわないんだがな……着いたぞ」

　車はグラウンドの横にスッと停てい車しやした。

　軽かろやかな身のこなしで、外に出て、後部ドアを開けてくれる。

「ありがとうございました。おかげで助かりました」

「バカが迷惑をかけたお詫わびだ。……なあ坊主、あいつはバカだが、持っている技ぎ術じゆつは一級品だ。だから迷惑だろうが、辛しん抱ぼうしてくれ」

　それだけ言うと、男は再ふたたび車に乗って走り去った。

「あの人……ただ者ではありませんね」

「使用人なのに、あの尊そん大だいな態たい度どだもんな」

「違ちがいます。あの人、語気は荒あらいですが、運転は素す晴ばらしくスムーズでした」

「そういえば……」

　車の性せい能のうを差し引いても、いままで西南が乗ってきたどの乗り物より、不ふ快かい感が少なかった事を思い出した。

「さあ、そこの土手で休みましょう。あの人のおかげで、移い動どう時間が省はぶけました」

　集合場所になっているグラウンドの横にある土手の草地で、西南達は寝ね転ころがって日向ひなたぼっこを始めた。

「しかし、西南もけっこう体力あるよな。普ふ通つう、生体強化してない奴が、ついていけるような運動量じゃないぞ」

「そうなの？　でも、半分もこなせなかったけど……」

「大丈夫ですよ。生体強化をすれば、楽についていけるようになりますから」

「……ねえ生体強化って、どこで受けるの？」

　西南は興きよう味み深げに、ラジャウの方へ顔を向けた。

「もともと全員が受ける決まりですから、そのうちに通知があると思いますよ。たぶんシステムのトラブルで遅おくれているんでしょう」

「でもケネスやラジャウや他の人達は、もう受けてるんでしょ？」

　不安げに上半身を起こそうとした西南を、ラジャウは押おし止とどめる。

「特にここ最近、ＧＰアカデミーに入学希望の人間が増ふえましたから、地方の支し部ぶでも入学前に生体強化をしてくれるようになったんですよ」

「今年みたいに、ほとんどの奴やつが受けてるのは珍めずらしいけどな」

　寝転がっていたケネスは、上半身を起こした。

「そうなんだ」

「まあ、それまでの辛抱だ」

「うん」

　安心したように西南は目を閉とじた。

「暖あたたかい……」

　西南は、草の匂においと太陽の暖かさが、自分に力を充じゆう塡てんしているように感じた。星が違ちがっても、土の匂いと草の匂いは同じだった。それが凄すごく嬉うれしく安心感もあった。

「ねえケネス君、どうせならここで昼飯にするのもよかったかもしれませんね」

「そうだな、天気のいい日は、気持ちよさそうだしな」

　そう言うとケネスは辺りを見回した。

　実じつ際さい、グラウンドの周りには、多くの木々が植えられ、そこにはいくつものベンチが置かれている。そして生徒達が食事をしたり、遊びに興じている姿すがたがあった。

　ケネスは気付かなかったが、その生徒達の中に、西南達を見ている者がいた。




「……希、美希！　聞いているの？」

「えっ!?」

　友人の声に、慌あわてて視し線せんを西南達から友人へ向けた。

　美希のチーム三人は、校こう舎しや近くの植え込こみにあるベンチで、食事をするのがお気に入りだった。

「あっ、ごめんなさい。何の話だったっけ？」

「さっき美希がしていたような事よ」

「はっ？」

「例の山田西南君をじっと見つめたって事。男子のファン連中、大おお騒さわぎよ」

「で、今度は何を見ていたのかな？」

　友人の一人は、美希が見ていた方向の映えい像ぞうを映うつし出し、それを拡かく大だいして行く。

「ちょっと、止やめてちょうだい！」

　美希が止める間もなく、映像は西南達を映し出していた。

「今日、入った子達ね」

「ほう、これはこれは……あそこに寝ねているのは、例の山田西南君ではありませんか。美希君もついに、お父上以外の男だん性せいに興味を持った、という事かな？」

　まるで古い時代の探たん偵ていのような言い方だ。

「そんなんじゃないわ！……ちょっとした有名人ですもの、興味くらい、あるわよ」

「どんな有名人にも、興味を持たなかった美希がねえ」

「でも確たしかに、あの子は並なみの有名人じゃないものね。しかも現げん樹じゆ雷らい皇おう家け第一皇おう妃ひ、船ふな穂ほ様の出身地、伝説の未開惑わく星せいから来た男の子なら……ね」

「確かく率りつの偏かたよりといえば九羅密家よね。それに匹ひつ敵てきするって話じゃない？　だったらもしかしてあの子……」

　と、その時、昼休みの終わりを告げるチャイムが会話を遮さえぎった。

「ねえ、今日はどうする？　午後の授じゆ業ぎようは無くなっちゃったし、一度寮りように戻もどって、街にでも行かない？」

　空の弁べん当とう箱を持って立ち上がる友人達。しかし美希はベンチに座すわったままだった。

「ごめん。私は、少し整理したい資し料りようがあるから」

「もう、つき合い悪いなァ」

　友人の一人が腕うで組ぐみをして頰ほおを膨ふくらませる。

「もうすぐ実じつ務む研けん修しゆうよ。各部ぶ署しよのチェックをしておきたいの」

「いいなァ優ゆう等とう生せい様は。好きな部署を選べるんだから」

「いつも言ってるでしょ。学業成せい績せきは貯金と同じ……」

「多ければ多いほど、好きな物が選べる」

　美希の言葉を続ける友人達。

「もう耳ダコよ。それに、いま私達が出来る事は、祈いのる事だけ！」

　まるで舞ぶ台たい劇げきのように、友人二人は同時に手を合わせ、天に祈るポーズをとった。美しい木こ漏もれ日びがキラキラと友人達を照らす光景は、さながら宗しゆう教きよう画がのようであった。

「適てき性せい試験結果が希望職しよく種しゆ候こう補ほに入っていますように……」

「まったく……」
















　美希は祈りの内ない容ように呆あきれつつも、その美しい光景にちょっと感動していた。

「それより美希の方こそたまには気分転てん換かんでもしたら？　入学式で急に倒たおれるからビックリしたわよ」

「すぐ近くで凄すごい音がしたんだもの。驚おどろいただけよ」

「まあ、すぐ目を覚ましたから心配はないと思うけど」

「無理はしないわ。今日はここでゆっくりするから」

「可愛かわいらしい後こう輩はいを見て興こう奮ふんするんじゃないわよ」

「あのね！」

「キャッ！」

　美希の振ふり上げた拳こぶしから逃にげるように、二人は大げさなポーズで逃げ出した。

「ねえ、まだここにいるんだったら、お弁当のケース、持って行こうか？」

「……じゃあ、お願いするわ」

「了りよう解かい」

　美希からケースを受け取ると、友人達は連れ立って校こう舎しやの方へと歩き出した。

　遠くなる二人の姿すがたをしばし見送ると、視し線せんをグラウンドへと向けた。そこには整列を始めた新入生達の姿があった。




「整列！」

　午前と同様に上級生が、号令を発すると、大型エアカー後部ドアが開く。

「敬けい礼れい！」

　生徒達の敬礼を合図に、そこからミイラの様に、包帯でぐるぐる巻まきにされた静竜が重々しくせり上がってくる。午前の時と違ちがうのは、静竜の身体からだが透とう明めいな何かに包まれている事だった。

「何だろう……先生の周りに？」

「あれはエネルギー力場体のガーディアンですよ。パワードスーツの一種ですが、身しん障しよう者しやや怪け我が人のギプス代わりにも使われる物です」

「大人しく寝てりゃいいのに、そんな物まで付けて出てくるなよな」

　ケネスの呟つぶやきに、他の生徒達も頷うなずいていた。

「でもずいぶん熱心なんだね」

「何をのんきな事を……その熱心さの原動力が西南だったとしてもか？」

　ケネスの言葉通り、

「それでは準じゆん備び運動代わりに、グラウンド二十周、腕うで立たて伏ふせ百回、腹ふつ筋きん百回。それを十セットだ！」

　と、台からヨタヨタとぎこちない足取りで降おりて来た静竜は、真っ直ぐに西南の前にやって来た。

「まあ、優ゆう秀しゆうな君達なら、これくらいのメニューは準備体たい操そう以前！　難なんなくこなせるものと私は信じている！」

　身体に力が入らないのか、ヨボヨボの老人のように身体を小こ刻きざみに揺ゆらしながら、それでも眼がん光こう鋭するどく西南を睨にらみ付ける。

「それでは、全員右向け、右！」

　静竜の号令と共に、生徒達が右を向く。それを確かく認にんした静竜は、音おん銃じゆうを持ち上げて空へ向けて撃うった。




　午後の授業が始まって約二時間後、西南がグラウンドにぶっ倒れていた頃ころ、仕事を終えた霧恋はグラウンドの見える校舎の廊ろう下かを歩いていた。

「……雨音？」

　霧恋の眼前には、腕組みをして、じっとグラウンドを睨み付けている雨音がいた。

「こんな所で何をやってる……」

　雨音の睨むような表ひよう情じようが気になった霧恋は、彼女の視線の先を追った。

「……西南ちゃん……これは!?」

　少し遠目だが、霧恋はグラウンドに倒れているのが西南だという事と、その状じよう況きようにすぐさま気付いた。

（あそこにいるのは新入生の男子、全員ね。じゃあ昼前に雨音が言った『問題は西南の方』って……）

　今年の新入生は全員が基き礎そ的な生体強化済ずみで、西南一人が生体強化を行っていない事に気付いたのだった。

　キッと厳きびしい表情をし、西南の方へ向かおうとした霧恋だったが、その歩みはすぐに止まった。

（そうよ……これでいいんだわ。たとえ生体強化したとしても、夕べの事や海かい賊ぞくの事を考えれば、いまの状況と同じだわ。西南ちゃんは、ああいう不利な状況で戦わなくちゃならないんだ……）

　霧恋は拳を握にぎりしめ、西南に駆かけ寄よりたい気持ちをこらえた。




　午後の授じゆ業ぎようの終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴り、生徒達は静竜の前に整列した。

「よし、今日はこれで解かい散さん！　プログラムを終了していない者はここに残れ」

　静竜の言葉に、一度はバラバラと校こう舎しやに向かって歩き始めた生徒達だったが、ほとんど全員が西南が気になって立ち止まった。

「どうした？　授業が済んだらすぐに戻もどれ！」

「先生、西南はまだ生体強化を……」

「それは貴き様さま達が口出しする事ではないと言っただろう！　さっさと解散しろ！」

　ケネスの言葉を遮さえぎり、生徒を追い散らすように手を振りながら、静竜は再ふたたび西南の方を向いた。

「毎年……何人かの生徒が辞やめて行く。フッ……だがそれは脱だつ落らくではない……新たな道の模も索さくである。人にはそれぞれ、その者に見合った道がある。時には自らの間ま違ちがいを認みとめ、引き返す勇気も必要だ。私は信じている！　君もまた勇者である事を！」

　静竜は西南の側に立ち、空に向かって力説を始めた。

（つまり……辞めろって事なんだなぁ）

　ここまで面と向かって、嫌いやみを言う人間は少ないが、西南にとってこの程てい度どは日にち常じよう茶さ飯はん事じである。悲しいかな、そういう事には慣なれていた。

（生体強化さえすれば、ついていけるんだし……）

「こら！　聞いているのか？」

　と、怒ど鳴なる静竜の方を見ようとした時である。

「あっ……」

　西南は静竜のずっと先、校舎の廊下からこちらを見ている霧恋に気付いた。

（霧恋さん!?）

　遠目だが、西南が霧恋を見間違う事はない。そしてその霧恋は明らかに、教きよう師しの服を着ていた。

（でもなんで教師の服なんか？　たしか昨日は……!!）

　──西南ちゃん、このまま地球に帰って──

　ふと昨日の霧恋の言葉が蘇よみがえる。

（……！）

　そして西南は愕がく然ぜんとなった。

　霧恋がなぜ、ＧＰアカデミーの教師の服を着ているかなど、どうでもいい。それより問題なのは、なぜ霧恋が『あそこで見ているだけ』なのか、である。

　生体強化をしていない人間に、いまのカリキュラムを課すのは、どう考えても行き過すぎである。だが西南のＧＰ入りを反対しているとはいえ、その訓練が本当に理り不ふ尽じんなものであれば、霧恋なら絶ぜつ対たいに文もん句くを言ってくるはずだ。

　しかし霧恋はその場を動いてはいない。

（……そうか……俺おれ……）

　西南は『生体強化さえすれば』という自分の甘あまえに気付いたのだ。

　生体強化にすがり、甘えてしまえば、霧恋は絶対認みとめてはくれないだろう。そして何より、在ありもしないものにすがれば、西南自身が悪運の餌え食じきになるだけである。

（子こ供どもの頃ころから、何度も酷ひどい目に遭あってきたのに）

　西南は大きく息をし、震ふるえる手足に力を込こめた。千ち切ぎれそうな痛いたみを堪こらえ、西南は体を起こした。




「霧恋、『がんばって』って言ってやらないの？」

　雨音は霧恋に歩み寄よりながら、声をかけた。しかし霧恋は無言のまま西南の方を見つめたままだった。

　雨音は小さくため息をつくと、霧恋の隣となりに立ち、独ひとり言ごとのように話し続けた。

「あいつも嫌なヤツだね……生体強化してないのを分かっててやらせるんだから」

「……ＧＰは危き険けんな仕事よ。ただでさえ西南君は運が悪いのに……普ふ通つうの人以上の力がなければやっていけないわ」

　霧恋は無む表ひよう情じようのまま、抑よく揚ようのない声で話す。だがそれは霧恋自身に言い聞かせているようでもあった。

「ふ～～ん、まあコンピュータートラブルが修しゆう復ふくされりゃ早さつ速そく、生体強化を……」

「私は認める気はないわよ」

　雨音の言葉を遮る。

「ったく……」

　その強ごう情じようさに呆あきれつつ、雨音は再ふたたび西南の方を見た。

「おっ、立ち上がった。なかなかがんばるじゃない」

「…………」

「ありゃ、鳥のフン爆ばく弾だん命中。ハハハ、運の悪いやっちゃなぁ」

「クッ!!　西南ちゃんは一生懸けん命めいないい子よ、笑うなんてひどいわ！」

　西南が笑われ、霧恋の鉄てつ面めん皮ぴにあっさりヒビが入った。ついにはたまりかねて声を荒あらげたのだった。

「だから素す直なおに『がんばって』って言ってやれよ」

「うっ！」

　駄だ々だっ子を諭さとすような言い方をされ、霧恋は真っ赤になってうつむいた。

「それにしても、生体強化されていない西南の筋きん力りよくだと、もう限げん界かいを超こえてるはずだろうに……いい根こん性じようしてるじゃない」

「当然よ。精せい神しん的な強きよう靱じんさは鍛きたえられてるもの」

　霧恋の言葉は誇ほこらしげではあったが、どこか悲しげでもあった。それはその鍛えられ方が一種、迫はく害がいという名の強きよう制せいであったからだ。

「!?」

　ふと、西南から視し線せんを逸そらした霧恋は、階下の木立に西南を見つめている女生徒がいる事に気付いた。

「あの娘こは……？」

「美希・シュタインベック……去年のミスＧＰアカデミーだよ。午後の授じゆ業ぎようが始まってから、ずっといたわよ」

「ずっと!?」

「まっ、いまや西南は有名人だからな」

「……何が目的かしら？」

「目的？」

「えっ!?　あっ！」

　思わず声に出していた事に気付き、霧恋は表情を強こわ張ばらせた。

「クスッ。とりあえず興きよう味みがあるから……だろ？」




　一時間後。下校を知らせるチャイムが鳴り始め、それを待っていたかのように、迎むかえの車がグラウンドへ入って来た。

「ふむ、もうこんな時間か。今日はここまでだな」

　西南はこの言葉と共に、崩くずれ落ちるように地面に倒たおれ込んだ。

「山田西南！　自分の非ひ力りきさを、今こん晩ばんゆっくりと熟じゆつ考こうするがいい。ハァハッハッハ！」

　さんざん西南を怒ど鳴なりすっかり機き嫌げんが良くなったのであろう、静竜は迎えの車へスキップをしながら向かおうとした。だが彼の肉体はスキップが出来るほど回かい復ふくはしておらず、案の定じよう、足をもつれさせた静竜は、車のボンネットに盛せい大だいに突つっ込んでいった。

　財ざい閥ばつである天南家の車には、当然の事だが、各種の防ぼう衛えい機き能こうが備そなえられていた。そしてその防衛機能は、静竜の突とつ進しんをテロと判はん断だんし、衝しよう撃げきを相そう殺さいするアンチエネルギーシールドを発動したのだった。運の悪い事に静竜が使用していたガーディアンは、急きゆう遽きよ、保ほ健けん室から借り出した低品ひん質しつのガーディアンであったため、車のアンチシステムにあっさりと、その機能を消されたのであった。

　ドッ、ゴン！

　重低音の大音おん響きようと共に、途と轍てつもないダメージをもろに喰くらった静竜は、意い識しきを失って崩れ落ちた。

「ちっ……面めん倒どうかけるなって、何度言わせりゃ気が済すむんだ？」

　舌した打うちをし、面倒臭くさげに出てきた運転手は、浜に打ち上げられたクラゲのようにグッタリとなった静竜をつかみ上げ、ポイッと無む造ぞう作さに後部座ざ席せきに放り込んだ。

「はあ………」

　静竜のプレッシャーから解かい放ほうされ、西南は大きく深しん呼こ吸きゆうをした。




「プッ……クックック………相変わらずだな、あの運転手のおっちゃん」

　雨音は柱に寄よりかかりながら、笑いを堪こらえていた。

「さて、どうやら今日の授業は終わったみたいだな」

　大きく深呼吸をして、体を起こした雨音は、西南の方を見ながら階かい段だんへ向かった。

　だが、その雨音の歩みはすぐさま止まった。

「ん？　行かないのか？」

　西南のもとへ向かうと思われた霧恋が、その場に留とどまったままだったからだ。

「…………」

　雨音の問いかけを無視するように堅かたく拳こぶしを握にぎりしめ、霧恋は西南の方を睨にらみ付けたままだった。

「やれやれ。強ごう情じようを張ると、誰だれかさんに先を越こされちゃうわよ」

「別に強情なんて…………誰かさん？」

　さすがにその言葉が気になったのか、霧恋は表情を緩ゆるめて雨音の方を向いた。

「ほれ、あっち」

　雨音が指さす先には、西南に向かって歩き出した美希の姿すがたがあった。




「ケネス君！　あれ」

　雨音達と同じく、西南を見ていたラジャウ達は、やはり美希が西南に近づいて行くのに気付いた。

「今度は美希先せん輩ぱい……か、モテモテだな西南の奴やつ」

「まあ、有名人ですからね」

「フッ……だが俺達はその友人であり、チームメイトだ」

「なるほどその通りです」

　以心伝心。ケネスの意図に気付いたラジャウは、ニッと笑った。




　西南は目を閉とじ、グラウンドに大の字に倒たおれたまま心地ここちよい風を受けていた。

　荒あらかった息も整い、流れる汗あせも収おさまり始めていたが、身体からだには全く力が入らず、無理に力を入れようとすれば痙けい攣れんを起こしそうだった。

（なんだか眠ねむくなってきたな…………あれ？）

　ウトウトとしかかったその時、西南はこちらへ近づく足音に気付いた。

（ケネスとラジャウ？　でも足音は一人分だな）

　ぼんやりとそう考えていた時、不意に声をかけられた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「えっ………霧恋さん？」

　その声に、慌あわてて上半身を起こそうとするが、身体に力が入らない。わずかに背せ中なかを浮うかせ、声の主の方へと顔を向ける。

「霧恋？」

　きょとんとした表情で西南を見る美希は、西南の苦しげな体たい勢せいに気付き、ゆっくりと西南が見み易やすい位置へと移い動どうした。

「あっ……いえ、すみません……勘かん違ちがいしました」

　逆ぎやつ光こうから順光へと移動する美希の顔を認にん識しきした西南は、それが教室へと移動中に出会った上級生だと気付いた。よく聞けば霧恋とは違う声だが、西南はそれを霧恋と勘違い……いや、そうであって欲ほしいと期待したのだった。

「痛いたっ！」

　起きあがろうとする西南の身体に激げき痛つうが走る。

「かなり酷ひどくやられていたみたいね」

　何とか上半身を起こした西南の前にしゃがみ込んで、美希はポケットからハンカチを取り出した。

「そんな、汚よごれますよ」

　西南の顔を拭ふこうとした美希の手から、逃にげるように顔を引いた。

「何を言ってるの？　これは汚れを拭き取るためにあるものよ」

　美希は少し乱らん暴ぼうに、片かた手てで西南の頭に手をやると、自分の方へ引き寄よせた。そして汗が乾かわき、汚れのこびり付いた西南の顔を少し強く拭き始める。

「ほら動かないで！」

　ピシリと言う。

「あ、はい」

　その声に緊きん張ちようし、固まったように動きを止める西南。

「……息はしていいから」

「は、はい」

　西南は五年ほど昔に戻もどったような感覚を覚えた。

（やっぱり、霧恋さんに似にてる）

　ちょっとした仕草や口調や目の光。外見的なものではなく、内面的な部分がよく似ているのだ。

「すみません」

「謝あやまるのはこちらよ……あの時はごめんなさい」

　美希の手が止まり、表ひよう情じようが緩ゆるむ。上級生からお姉さんの顔になった。

「えっ、あの時？」

「入学式が終わって、移動の途と中ちゆうよ。じろじろ見ちゃって、ごめんなさいね」

「それだったら別に気にしていません。いつもの事ですし……」

「有名人だものね」

　美希はにっこりと微笑ほほえんだ。

「いい意味になったのは、アカデミーに来てからですけど」

「いい意味？　じゃあ地球では悪い意味の有名人だったの？」

「ええ、俺……」

　と、その時、

「西南、大丈夫か!?」

　割わり込こむタイミングを計っていたように、ケネスとラジャウが駆かけ寄って来た。心配げな表情をしてはいたが、明らかに意い識しきは美希の方にあった。

　それを感じ取ったのか、美希は彼らから逃げるように、立ち上がり距きよ離りを取った。

「あ、美希先せん輩ぱい、こんにちは。おれケネス・バール、西南のチームメイトです」

「僕ぼくはラジャウ・ガ・ワウラ、同じく西南君のチームメイトで～～す」

　舞ぶ台たいへ出てきた漫まん才ざい師しのように、美希に向かって存そん在ざい感をアピールする。

「そう、よろしくね」

　美希のにこやかだった表情が消え、お姉さんから再ふたたび上級生の顔となった。

「はい！」

　二人はそれに気付かず、嬉うれしそうに気をつけ、のポーズで一礼をする。

「西南、大だい丈じよう夫ぶか？　このケネス・バールが来たからには、もう大丈夫だ！」

「西南君、ラジャウ・ガ・ワウラもついています！」

　自らの名を連れん呼こしつつ、ケネスとラジャウは両りよう脇わきから西南を抱かかえる。

「ごめん」

「気にするな！　俺おれ達はチームなんだから。なあラジャウ・ガ・ワウラ君」

「そうですとも。ケネス・バール君」

　二人の様子を、少し呆あきれ気味に見ていた美希だったが、小さくため息をつき、

「そろそろ風が冷たくなってきたわ、これ以上身体からだが冷えるといけないから、早く寮りように連れて帰ってあげて」

「ケネス・バール、了りよう解かいです」

「ラジャウ・ガ・ワウラ、了解しました」

　ケネスとラジャウは同時に敬けい礼れいをする。

「よろしくお願いするわね、ケネス君、ラジャウ君」

　そう言うと踵きびすを返し、美希はもと来た方向へ足早に去って行く。

「よし！　名前を覚えられたぞ。ラジャウ・ガ・ワウラ君」

「うまく行きましたね。ケネス・バール君」

　二人は小さくガッツポーズをとると、西南を抱えて校こう舎しやへ向けて走り始めた。




「ククッ、青春だねぇ」

　雨音は西南達の様子を見て、感かん慨がい深げに腕うで組ぐみをして呟つぶやく。

「それに引き替かえ……」

　横目で霧恋を見る。

「…………」

　霧恋は無言で、美希を見て──いや、睨にらみ付けていた。

（敵てき意い？……とりあえずはまだ恋こい敵がたきというより母親的気分かな？　でも……）

　雨音はいままで西南に対する霧恋の反はん応のうを見てきて、一つの違い和わ感を感じていた。

　しかし……、

（まあいいか……私がどうこう言うべき事でもないだろうし、なんか言うとやぶ蛇へびになりそうなんだよなァ）

　雨音はそう直感し、これ以上、霧恋をからかうようなマネは避さけた。

「私はそろそろ帰るけど、霧恋はどうする？」

「えっ!?　ああそうね……私も引き揚あげるわ。カリキュラムスケジュールの最終決定はシステムが修しゆう復ふくされなきゃ組めないし……」

　そう言いながら、チラッと西南が倒たおれていた方を見る。

「あ!?」

「西南なら、チームメイトが連れて帰ったわよ」

　雨音は、西南がいない事に気付き少し慌あわてた様子の霧恋に、そう教えた。

「ところで西南の事はどうするんだ？　あのまま意味のない特訓をさせても……」

「ＧＰという仕事がどういうものか、もう一度、身をもって知るのにはいい機会だわ」

「あきらめるんじゃないか……って？」

　雨音の言葉に霧恋は無言で頷うなずいた。

「私個こ人じんとしては、ここにいて欲ほしい派はだけど……まあちゃんと話し合いをするべきだと思うわよ」

「何をいまさら……けっこう邪じや魔まをしてたように思うのは気のせいかしら？」

「言ったでしょ？　私はここにいて欲しいもの」

「西南君がこんな目に遭あうのも、半分は貴女あなたのせいでしょ」

　霧恋は控ひかえ室に戻もどろうとした雨音を、追いかけるように歩き出した。

「あのな、あのバカに関しては、私だって被ひ害がい者しやよ。だいたい文もん句くがあるならあのバカに直ちよく接せつ言うか、樹雷関係施し設せつで生体強化をすりゃいいじゃない」

「私は西南ちゃんのＧＰ入りには反対なの！」

「なあ霧恋、あんた本当に…………」

　雨音は何かを言いかけて止やめた。これ以上は言うべきではないと思ったからだ。

「本当に、何よ？　途と中ちゆうで止めないでよ」

「あっ……あ～～、あんた本当に昼抜ぬきで大丈夫？　まだちょっと早いけど、どこかで夕食でもどう？」

「？？　そ、そうね……そうしようかしら。じゃあ美守校長に報ほう告こくをして行くから、ちょっと待っててくれる？」

　そう言うと、小走りに雨音を追い抜いていった。




「授じゆ業ぎよう終しゆう了りよう。……結局、霧恋の奴やつ、何もしなかったな」

　西南を見み張はっていた火煉は、走り去る霧恋を見ながら呟つぶやいた。

「でも、ずっとあの場で見ていたでしょ」

　横にいた玉ぎよく蓮れんは、西南の移い動どう方向と、それを追いかけているＧＰ護ご衛えい部隊と刑けい事じ部隊員から送られてくる情じよう報ほうをチェックしながら答えた。

「それとも火煉が怒ど鳴なり込みたかった、とか？」

「…………まあ、ちょっとね。あいつの顔面に一発」

　拳こぶしを握にぎり、少し赤面しながら答える。

「でも代わりに、あの運転手がやってくれたしさ」

「そうね、少しは気が晴れたわ」

　珍めずらしく玉蓮も拳を握りながら答える。

「人の事、さんざんからかっておいて、あんたも西南様が気になるんじゃないか」

「私がやりたい事を、人がやっているのを見ると腹はらが立つわ」

　陰いん湿しつそうな表情で微笑ほほえむ。玉蓮の美び貌ぼうと相まって、それはとてつもない恐きよう怖ふ感を生み出していた。

「絶ぜつ対たい、人選ミスだ」

　全身に鳥とり肌はだが立つのを感じながら、ふと火煉は西南の顔を思い出す。と、まるで先程の悪お寒かんが噓うそのように静まった。

「？」

　不思議に感じつつ、玉蓮の顔を見る。不ふ快かい感が再ふたたび襲おそってくるが、やはり西南の顔を思い出すとピタリと治まる。

（ああ、なるほど……あの子の存そん在ざいって、精せい神しん的解げ毒どく作用があるんだ）

「……どうしたの？　気味悪いわよ」

　玉蓮はニヤついている火煉を、不思議そうに眺ながめた。

「あっ、いや……何でもない。それより玉蓮はそろそろ交代の時間でしょ。盗とう撮さつ任にん務むが無くなったから、ずいぶん楽になるわ」

「そうね。少し休んだら、買い物にでも行こうかしら？　せっかくアカデミーに来たんだから、いろいろと欲しい物もあるし」

「まあ、しばらくはここにいるんだし、お手当も付くし……言っておくけど、変なものを買うんじゃないぞ！」

「変なものって？」

「……変なものだ！」

　真っ赤になった火煉がそう言った時、翠簾から連れん絡らくが入り、

『交代の時間です』

　その直後、翠簾が転送されてきた。




　霧恋の報ほう告こくを受けた時、美守は理事長室でアイリと打ち合わせをしていた。

　巨きよ大だいな黒こく曜よう石せきの一枚まい岩のスペースでは、十人ほどの秘ひ書しよ達がアカデミー全体のシステム調整を行っていた。前日からの徹てつ夜やと緊きん張ちようを強しいられる膨ぼう大だいな作業が続いていたため、さすがの最強秘書軍ぐん団だんにも疲つかれが見えていた。

「そう、ご苦労様」

　通信を終えた美守は、霧恋の報告状じよう況きようをシステムプランに打ち込んで行く。それを見ながらアイリは、感かん嘆たんのため息をついた。

「さっすが、霧恋ちゃんは仕事が早いわねぇ」

「ＧＰアカデミーで主だったモノは、医い療りようシステムと一いつ般ぱんカリキュラムだけですわ」

　美守は安あん堵どの表情を浮うかべた。

「そちらも霧恋ちゃんにやってもらえれば、早いんでしょうけどねぇ……」

「仕方ありませんわ。今後の事もありますし、オペレーターには新しいシステムに早く慣なれてもらいませんと。それに……」

「瀬戸様に知られたくない事もあるしね。で、いつ頃ごろ復ふつ旧きゆう予定？」

「予定通りに行けば、明日には……イタズラ小こ僧ぞうさんが何もしなければ、ですが」

「してもらわなきゃ、面おも白しろくならないわ」

「そうですね。ところでアイリ様の方はどうなりましたか？　哲てつ学がく科ともなればデータの消失による損そん害がいは天文学的数字でしょう？」

「データなんかはどうでもいいのよ。それぞれのマスターが、自分なりのバックアップを残しているからね。それより問題はマスターガードがあっさりと破やぶられた事よ！」

　アイリの憮ぶ然ぜんとした表情がますますきつくなり、語気も荒あらくなる。

「銀ぎん河が最高の頭ず脳のうが造つくり出したガードシステムを一いつ瞬しゆんで、よ」

　そう言いながら、アイリは美守を恨うらめしそうに睨にらんだ。西南と同様に、九羅密家の『天然』には、鷲羽を始め、多くの人間が辛しん酸さん苦く渋じゆうを舐なめさせられてきたからだ。

「おかげで多くのメリットもあったのですから」

「西南君を調べたいって哲学科の連中を抑おさえるのに、一苦労よ」

　机つくえに突つっ伏ぷしていじけたように、のの字を書き始める。

「クスッ、西南君はそのアイリ様を抑えるのに一苦労しているみたいですが」

「私はいいのよ！　親しん戚せきみたいなもんだしィ」

　先ほどとは一転、アイリは自信満々の表情でふんぞり返った。

「まあ確たしかに、そう言っても差し支つかえはないと思いますが……」

　銀河中から何百億と人が集まってくるアカデミーで、孫の親友で、しかも一族の女じよ性せいが保ほ護ご者しや代理となっているのであれば、アイリの言葉も、あながち間ま違ちがいとは言えない。

（でもねえ……その資し格かくがあるかどうかは別なのだけど）

　西南が調停所に訴うつたえれば、確かく実じつにアイリは西南に近付く事はできなくなるだろう。

（もっとも、調停所にその判はん断だんをアイリに伝える度ど胸きようはないでしょうけど……）

「あの……アイリ様、美守様、おはようございます」

　と、怖おず怖ずと近付いてきたエルマは、遠えん慮りよ気味に話しかけてきた。

　昨夜の負い目があるのか、いつもの元気さはない。そのしょぼんと肩かたを落とした姿すがたは、親とはぐれた子犬のようである。

「あら、おはよう。もう放ほう免めんされたの？」

　アイリは素そっ気けなく、どこか突き放したような言い方をした。

「はい……すみません、ご迷めい惑わくをおかけしました」

　アイリの反はん応のうにエルマは更さらにうなだれた。

「他の人にも挨あい拶さつをしてらっしゃい」

「はい」

　アイリにそう言われ、トボトボと秘書長の横に立ち、

「この度たびはご迷惑をおかけして、申し訳わけありませんでした。もし何かお手伝いできる事があれば……」

「もう最終チェック段だん階かいだから、後でね」

　四十代のお局つぼね様風の主席秘書は、モニターの方を見たまま、アイリと同じように素っ気なく答えた。

「そうですか、すみません」

　深々と頭を下げ、次席秘書の所へ向かった。

「あの……この度はご迷惑をおかけして、申し訳ありませんでした」

「……………」

　次席秘書は、無言のまま作業に没ぼつ頭とうしていた。

　エルマはそれ以上何も話せず、一礼をして三席秘書の方へと向かった。だがエルマが通り過すぎたあと、次席秘書の肩が小こ刻きざみに揺ゆれ始めた。そしてそれは主席秘書も同じであった。

「この度はご迷惑をおかけして、申し訳ありませんでした」

「…………」

　次の秘書は軽く頷うなずいただけだった。

「アイリ様……すみませんでした」

　結局、十人の秘書に同じような応おう対たいをされ、すっかりしょげ返ったエルマは、アイリのもとへ戻もどると、消え入りそうな声で再さい度ど謝あやまった。

「くっ………………グアァァァァァァァァァァァァァァァ!!」

　潤うるんだ瞳ひとみで上目がちに見つめるエルマの姿に、我が慢まんできなくなったアイリは彼女をグッと抱きしめると、頭をくちゃくちゃに撫なで始めた。

「クッソォ～～～～～～～！　可愛かわいいじゃねえか、この卑ひ怯きよう者ものめがァ！」

　アイリの叫さけびをきっかけに、いままで我慢していた秘ひ書しよ達も、耐たえきれずに大だい爆ばく笑しようを始めた。全員が示しめし合わせ、エルマをからかっていたのだ。

「えっ？　えっ？」

　エルマは、秘書達の様子を抱きしめられたアイリの腕うでの隙すき間まから、あっけにとられて見ていた。

「もう、アイリ様、最初に笑うなんてずるいですよ。まあ、そうなるだろうって思ってましたけど」

　主席秘書は、笑いながら目に涙なみだを浮かべて言った。

「うるさいわね。このまん丸ウルウルの目で見られて我慢できるか！」

　アイリは、まだ涙ぐんでいるエルマの顔を、がっしりと摑つかんで秘書達の方へ向けた。

　それを見た秘書達は、また一いつ斉せいに笑い出した。
















「…………酷ひどいですぅ……」

　エルマはクシャクシャになった顔で、口をへの字にして言った。

「まあ、夕べから大変だったのは事実だからね。ちょっとくらい、意地悪してもいいでしょう、エルマちゃん」

　近付いてきた主席秘書は、エルマの顎あごの下を撫でながら言った。

「……ミィ」

「ホホホ。エルマさん、みんなにお茶でも淹いれてきてちょうだい。それで手を打ちましょう」

　美守の言葉と同時に、アイリは摑んでいたエルマの頭を放はなした。

「あ、はい！」

　アイリ達に一礼をすると、エルマは給きゆう湯とう室の方へ嬉うれしそうに走っていった。

「さあ、気分転てん換かんが出来た所で、お茶が来るまでに最終チェックを完かん了りようさせましょう」




　ケネスとラジャウに支ささえられ、何とか寮りようにたどり着いた西南は、自室のベッドにうつ伏ぶせに倒たおれこんだ。

「はあ……」

　固い地面に寝ねっ転がっていたため、柔やわらかいベッドがいつも以上に心地ここち良く感じた。うっかりするとすぐ筋きん肉にくが攣つりそうなので、出来るだけ身体からだから力を抜ぬく。

「もうすぐ大浴場が開きますから、少し我慢して下さい。そこならゆっくり手足を伸のばしてお湯に浸つかれますし、マッサージ浴よく槽そうもあります」

「ありがとう。ごめんね、迷めい惑わくかけて……」

「僕ぼくらはチームメイトなんですから。それに西南君といると飽あきませんしね」

「そうそう……って、いけね、時間だ」

　ケネスとラジャウの顔に、例のマークが浮かび始め、二人は部屋の隅すみに置いていた紙かみ袋ぶくろへ目をやった。

「どうする？　別に外出するってわけじゃないし」

「僕はこのままでも気にしませんよ。どうせ夕べの騒さわぎで、このマークを付けた人だらけでしょうし」

「そうだな」

　二人は西南の隣となりのベッドへ腰こしを下ろした。

「それにしてもよっぽど嫌きらわれたんだな。もともと西南は生体強化から始めなきゃならないのに、俺おれ達と同じ事をさせるんだから」

「……地球人が嫌いだ、って昨日会った時、言われた……」

　西南は最初に静竜と会った時の事を思い出していた。

「知り合いなのか？　以前、西南の悪運に巻まき込まれたとか？」

「……初対面だと思うけど」

「初対面ですか？」

　ケネスとラジャウは首をかしげる。

「まあ地球人全体が嫌いって事か……よほど嫌いやな事があったんだろうな。それにしてもそりゃ八つ当たりってやつじゃないか？」

「まあ個人的な思いはともかく、ＧＰや軍の教官てのは、どこもあんなものですよ。それにこういうものは肉体鍛たん錬れんよりも精せい神しん修しゆう養ようの意味合いの方が大きいですから」

「……きっと嫌な生徒なんだろうな……お前って」

　ケネスの言葉に西南は思わず苦く笑しようしてしまった。

（でも……）

　たとえ、理り不ふ尽じんとも思える訓練を課せられ、ボロボロになったとしても、ここは西南にとって居い心地ごこちが良かった。

「そういや、面おも白しろい人だったな、あの運転手のオッちゃん」

「そうですね。調べてみたんですが、あの運転手の人、けっこう偉えらい人らしいです」

　モニターを起動させ、天南グループ関連のＨＰへアクセスする。

「あっ、このオッちゃん！」

　映うつし出された顔写真の横には、彼のプロフィールが簡かん単たんに説明されていた。

「天南財ざい閥ばつ、私し設せつ警けい備び部ダン・シェイド……車両整備課主しゆ任にん？　役員になってるな」

「でも何でそんな人が運転手をやってるんだ？」

「さあ？　でもあの人の言葉を聞く限かぎり、天南先生が怪け我がしたのは、西南君の悪運のせいだけじゃなさそうですよね」

「ハハッ、そうだな。……オッ、そろそろ風ふ呂ろの開く時間だな、じゃあ行こうか」

　ケネスとラジャウは西南を両りよう脇わきから抱かかえると、大浴場へと向かった。




　水鏡のブリッジには、オペレーターや瀬戸の玉ぎよく座ざ以外に、皇おう家けの樹きをはさんだ反対側に瀬戸のプライベート空間がある。

　多目的用に造つくられた円形状じようのテラスを中心に小さな堀ほりと庭園、そこからちょっとした通路で繫つながった、幾いく重えもの格こう子し状のスリットで目め隠かくしされた三十坪つぼほどの家。

　この空間に入る事を許ゆるされた者は、瀬戸と特に近しい友人と家族のみであった。

　庭園に生け垣がきで巧たくみに隠された、超ちよう長距きよ離り転送ゲートから姿すがたを現あらわしたのは霧恋の母、月湖であった。

「水穂様、遅くなって申し訳わけありません」

　深く頭を垂たれる月湖は、霧恋の母、というより姉といった感じだった。ただその落ち着いた艶つやっぽさは霧恋よりはるかに、いや、水穂と比くらべても成せい熟じゆくした雰ふん囲い気きを持っていた。

「いいのよ。こちらが無理に呼よび出したんだから」

「月湖ちゃん、いらっしゃい。待ってたのよ」

　水穂との挨あい拶さつも済すまない内に、月湖の声を聞きつけた瀬戸が割わり込こんできた。

「ご無ぶ沙さ汰たしております。瀬戸様」

「堅かたっ苦くるしい挨拶は無し無し」

　瀬戸は嬉うれしそうに、月湖の手を摑つかんで、家の方へと引っ張ぱって行った。

　目隠しの仕切りを回り込むと、そこはもうリビングであった。家といってもほとんどリビング一室しかなく、しかもこの家、いやプライベート空間自体、内部に大きなうろの出来た巨きよ木ぼくをベースに造られていた。

　美しく磨みがき上げられた木の内部には樹雷特有の、照明や空調機き能のうを持った植物、壁かべや床ゆかにはビロードのような肌はだ触ざわりと多種多様な色合いを持つ、カーペット草や苔こけが植えられている。

「さあ、こちらに座すわって」

「いえ、しかし」

「いいからいいから、今日はお客様なんだから」

　恐きよう縮しゆくする月湖を強ごう引いんに、上かみ座ざに座らせると、木もく装そう簡かん易い調理ユニットでお茶を淹いれ、

「お茶請うけは何がいい？」

　と、どこに隠していたのやら、あちこちからお菓か子しを取り出し並ならべ始めた。

（瀬戸様……冬とう眠みん前に木の実を隠すリスみたい）

　月湖の前に並べられるお菓子を見ながら、水穂はため息をつく。月湖も目を丸くしてその様子を眺ながめていた。もっとも月湖の場合、無む造ぞう作さに並べられるお菓子が、普ふ通つうでは口にする事のできない超高級品ばかりだったからなのだが……。

「さあ始まり始まり♡」

　瀬戸は月湖の斜ななめ横に座ると、嬉しそうに拍はく手しゆを始めた。ほとんど女友達か近所のオバサンの寄より合いだ。

「やれやれ」

　はしゃぐ瀬戸を見ながら水穂はため息をついた。

「そうだ！　朝の事を西南君に謝あやまっておかなきゃ……」

　そう言いながら、ちらっと瀬戸と月湖の方を見る。

「ついでに今後の事も……ね」




「そろそろいいかしら？」

　自じ宅たくの居間で時計を睨にらみながら霧恋は呟つぶやいた。

「この時間なら夕食も済んでるし、消灯の時間まで余よ裕ゆうもあるし……本当は直ちよく接せつ会って話すべきなんでしょうけど……」

　ふと、掌てのひらに汗あせをかいているのに気付いた霧恋は、

「やだ……なにを緊きん張ちようしてるのかしら？　ただいつものように西南ちゃんに電話をかけるだけだっていうのに」

　慌あわててスカートで手を拭ふき、手を振ふって乾かわかす。

　霧恋は深く深しん呼こ吸きゆうをして、アカデミー寮りようへ電話をかけ始めた。




　アカデミーでの医い療りよう技ぎ術じゆつは、当たり前の事ではあるが、民間レベルですら地球などとは比くらべモノにならない。大浴場でジェル状じようのマッサージ浴を受けた西南は、多少の痛いたみは感じるものの、普通に起きあがって動けるようになっていた。十分な食しよく欲よくも回かい復ふくし、いつも通りの食事を済すませ、自分のベッドで一息ついていた。

「今日はもう、休んだらどうです？　幸い、まだカリキュラムは始まってませんから、課題もありませんしね」

「そうだね……じゃあ、そうしようか」

　そう言いかけた時、西南への電話通信が入った。

　ベッドにシークレットウォールを張はって、通信を受ける。

『こんばんは、西南君。今日はご苦労様』

　通信の相手は水穂だった。

「あっ、こんばんは」

『ごめんなさい、寝ねていたの？』

「いえ、食事が終わったので、ちょっと休んでいただけで……」

『初日から、かなり絞しぼられたみたいね』

「え、ええまあ……」

『あの先生……ちょっと地球人を嫌きらっているものね』

　水穂は少し考える仕草をし、

『……ねえ西南君。いろいろとお詫わびも兼かねてなんだけど……よかったら何とかしてあげましょうか？』

「何とかと申しますと？」

『生体強化を樹雷の施し設せつで行うとか、天南先生に異い動どうしていただくとか……ね』

「えっ!?」

　正直それは凄すごく魅み力りよく的な提てい案あんではあった……しかし。

「それは……」

『ん？』

　優やさしげな目で西南を見つめる水穂。

「！」

　彼女が霧恋にダブって見える。外見的なものではない、柾木家に連なる者の特とく徴ちようとも言うべきか──霧恋や月湖や村の人達、天地もそうだ。もう微かすかな記き憶おくしかない天地の母もそうであった。

　だがその目は優しさだけではない──自分を試ためしている目。

「いえ。大だい丈じよう夫ぶです」

『そう？』

　にっこり微笑ほほえむ西南の表ひよう情じように、水穂は思わず引き込まれそうになる。

　心配をしてくれる人、好意を持ってくれる人に対する喜びから来る、恐おそろしく無む邪じや気きな屈くつ託たくのない無む垢くな笑え顔がお。瀬戸がそしてあのウィドゥーが魅みせられたもの。

『ふうん……なぜ？』

　出来るだけ平静を保たもちながら話しかける。

「だってそうしないと、霧恋さんに認みとめてもらえないですから」

『!!』

　通信などではなく、その場にいたのであれば、間ま違ちがいなく抱だきしめて頰ほおずりしてしまった事だろう。

「それより……アイリさんをなんとかしていただけたら……」

『それは無理♡　絶ぜつ対たい無理。無理無理無理よ』

「そ、そんなに連れん呼こしなくても。でも、どうしてあんなに……なんですか？」

『お母さんね、昔から息子むすこを欲ほしがっててね、でもいまのところ生まれたのは、私を含ふくめて娘むすめばかりでしょ……天地ちゃんはネタの仕込みをしているうちに、瀬戸さまに許嫁いいなずけを決められちゃってたし、思いもかけないのがゾロゾロといて、もう手の届とどかない状じよう態たいだし、仕込んだネタは失敗して宇う宙ちゆうに連れ出せなかったしィ……』

「でも、俺は別にアイリさんの親しん戚せきってわけじゃ……あっ、じゃあ霧恋さんの弟の海かいなんかどうです？」

　どうにかアイリから逃のがれようと、西南はつい友人を売ってしまった。

『あの子は宇宙に上がる儀ぎ式しきがまだだし、お母さんの好みのタイプじゃないもの』

　しかしその目もく論ろ見みは、あっさり潰つぶれてしまったが、

「好みのタイプじゃないって…………じゃあ俺は好みのタイプなんですか？」

　信じられない、そういう表情だ。

（嬉うれしいんだか悲しいんだか……）

　好かれるのは嬉しいのだが、それがアイリというのが悲しい、という複ふく雑ざつな気分だ。

『クスッ。西南君、可愛かわいいもの』

「うっ！………」

　西南は真っ赤になってしまった。可愛いと言われた事もそうだが、水穂の言い方が途と轍てつもなく可愛らしかったからだ。

『その反はん応のうがいいのよね。お母さんがちょっかい出す気持ち、よく分かるわ』

「でも！　でもアイリさんのは、ちょっかいをかけるとかそういうレベルじゃ」

『お母さん、君と君の才さい能のうが可愛くて仕方がないのよ。だから大目に見てあげてちょうだい』

「それは本当に凄すごく嬉しいんです……でも」

『まあ野の良ら犬いぬに嚙かまれたと思えば、西南君だったら日にち常じよう茶さ飯はん事じでしょ』

「そう……なんですが……」

　娘から野良犬に譬たとえられる母親、というのも可哀かわい想そうな気はするが……。

「虎とらに嚙まれて巣す穴あなに引きずり込こまれる、って感じなんですが」

『アハハハ！　巧うまい譬えね』

「笑い事じゃありません。何とかして下さい！」

『それが不ふ可か能のうだから今朝、謝あやまったのよ』

「そ、そんなぁ」

『じゃあがんばってね♡』

「ちょっと、待って下さい！」

　手を伸のばそうとする西南の目の前で、プツッと水穂の通信は切れた。

「西南。なんか大変な事になってるぞ」

　力無く、へたり込んだ西南の肩かたを、ケネスが突つっついた。

「えっ？」

　振ふり向いた西南が見たものは、ケネスの後ろに背はい後ご霊れいのようにびっしり並ならんだ、通信待ちのモニターだった。

「全員、美希・シュタインベック嬢じよう、ファンクラブ代表だそうだ。ハッハッハ」

「…………」

　四面楚そ歌か──まさにそういう気分であった。




「だ、だめだわ……」

　そのころ霧恋も、ちょっとした絶ぜつ望ぼう状じよう態たいだった。

　西南に電話をした所、ちょっとした時間差で、西南への通信予約の件けん数すうが数千を超こえていたのだ。

「ぜ、全部受信してるの？　西南ちゃん、電話の受信カスタマイズをしていないのね。ダイレクト通話コードもわからない……というより、そんな設せつ定ていもしてるわけはないか……これじゃあ消灯までに話をするのは無理ね」

　霧恋はあきらめたように通信を切った。

「明日、直ちよく接せつ話をするしかないか……あっ、いけない！　西南ちゃんのご両親に入学の……」

　そこまで言って、霧恋は言葉を止めた。

「そうね……入学の報ほう告こくをしたって、西南ちゃんは地球に帰すんだし……あまり期待をさせるような事をするのも……」

　西南が地球へ帰る事になっても、西南の運の悪さという事で、あっさりと片かたは付く。それに送った報ほう奨しよう金きんの一部も、すでに問題は解かい決けつ済ずみ。あとの莫ばく大だいな残金に関しては、何か方法を考えればよい。

「とにかく西南ちゃんを説得するのが先決よ……………そういえばあの娘こ」

　夕方、西南を見ていた美希の事がなにげに思い出される。と、急に霧恋はモニターを起動させ、彼女のプロフィールを検けん索さくし始めた。

　ＧＰの生徒ともなれば、個こ人じん情じよう報ほうはかなり詳くわしい事まで調べられている。彼女のデータはすぐさま見つかった。

「美希・シュタインベック。家族は父親が一人だけか……他ほかに怪あやしい所はなさそうね。でも美守様に聞いた件もあるし……」

　入学式に倒たおれて運ばれた生徒、職しよく員いんのリストを確かく認にんするが、美希の名前は無かった。

「考えすぎ？　でも……」

　美希の顔写真を見ると、何かが引っかかるのだ。だがそれは怪しい、というより何やら不安な感じだった。

「もういいわ。西南ちゃんを帰せば関係ない事だもの。お風ふ呂ろに入って寝ねよう」

　霧恋は自分にそう言い聞かせると、立ち上がって浴場へと向かった。




　西南への通信を終え、

「いや～～ぁ、瀬戸様やお母さんの気持ちが分かるわ。あの西南君の困こまった顔」

　西南の困った顔を思い出し、水穂はクネクネと身み悶もだえをしていた。

「クスクス…………あっ」

　さんざん恥はずかしい一人芝しば居いをした後で、当直のオペレーターがいる事と、彼女が困ったように視し線せんを逸そらしている事に気付いた。

「……………」

「……………」

　ちょっと気まずい空気が流れたあと……、

「お疲れさま」

「あっ……水穂様、いらっしゃったんですか？　気付きませんでしたァ」

　遠回しの口止めと、了りよう承しようの会話が交かわされた。

「じゃあ後はお願いね。さて、向こうはどうなったかしら？」

　水穂は念ねん押おしをした後、何事もなかったかのようにオペレーター席を移い動どうさせると、瀬戸のプライベート空間へのゲートへ向かった。

　円形のガーデンテラスを横目に、小さな庭園を抜ぬけ、居きよ住じゆうスペースへ向かう。

　最さい低てい限げんの目め隠かくしの格こう子しと屋根があるだけの部屋は、中に入るまでもなく、二人の様子を窺うかがう事は可か能のうである。

（……月湖ちゃんの表情を見ている？）

　西南の記録映えい像ぞうを見て笑っている瀬戸の視し線せん──いや、意い識しきは画面ではなく月湖に向けられていた。

（月湖ちゃん？）

　西南を愛いとおしげに見る月湖の表情が、霧恋のそれと重なった。

　水穂はそっと、その場を離はなれ、外へ出た。

「瀬戸様……何があろうと西南君を手放さない気ね」

　大きくため息をつき、目の前にそびえる水鏡の樹きを見上げた。







「今日ばかりは、点てん呼こが有あり難がたかったですねぇ」

　ラジャウはパジャマに着き替がえながら、大きなため息をついた。

「そうだな」

　そう言いながらケネスは西南のベッドを見た。

　美希ファンクラブ員との緊きん急きゆうインタビュー中ちゆう継けいは点呼時間のおかげで、面めん倒どうな事になる前に打ち切る事が出来た。疲ひ労ろう困こん憊ぱいの西南は点呼を終えると気を失うように眠ねむりについたのだ。

「僕ぼくも疲つかれました。お休みなさい」

「ああ、お休み」

　そう言うと二人はそれぞれのベッドに横たわり、一分と経たたないうちに、静かな寝息を立て始めた。

　──深夜、暗く静まりかえった部屋の隅すみに、ケネスとラジャウが作った紙かみ袋ぶくろ製せいのマスクが重ねて置かれていた。

「……ピッ」

　小さな起動音と共に、下のマスクの目の部分に微かすかな光点が点灯した。

　入学式前日の夜、寮りよう脱だつ出しゆつのダミーとして使われた、哲てつ学がく士しアイリの工こう房ぼう最さい新しん鋭えいのＮＢが紙袋を被かぶせられたまま、忘わすれられていたのだった。

　まるで子こ供ども部屋に乱らん雑ざつに置かれた玩具おもちや、といった風に無む造ぞう作さかつ、その希少性せいからいえば考えられないくらいの無む防ぼう備びさである。

『ココ……ココガイイワ』

『デモ』

『イイノ。コレハ……ガ、キメタンダカラ、アナタガ、キニ………コトハナイワ』

　ＮＢからはささやくような音声が発せられた。

　どこか滑こつ稽けいな紙袋マスクとはいえ、暗い部屋で淡あわく光るさまは、けっこう恐おそろしげであった。しかし疲れ果てて眠っている西南達がそれに気付く事は無く、光と音声はすぐさま消え、部屋にはもとの静せい寂じやくが戻もどった。




「驚おどろいたねえ」

　薄うす暗ぐらい部屋でライレーザは大きく伸のびをしながら呟つぶやいた。

「いくらアイリ殿どのの工房作とはいえ、Ｓ級バイオコンピューターを、何十器と並列させてもガードを突とつ破ぱできないなんてねぇ」

　ライレーザの後ろには、大きな円柱形のユニットが並ならび、さながら大きな樽たるが並ぶ酒造とか味み噌そとかを造つくっている蔵くらのようであった。

「ネットが復ふつ旧きゆうして、ＮＢがＧＰアカデミー寮のシステムに繫つなげっぱなしだった、って知った時は、うまく行きそうな気がしたんだけどねぇ……」

　イスを回し、後方にあるユニットを眺ながめた。もしかして壊こわれているのでは？　とも思ってみたが、ユニット自体に異い常じようはなく、正常に作動している。

　集中が途と切ぎれ、身体からだを弛し緩かんさせると、途と端たんに睡すい魔まが襲おそってきた。

「ふわ……」

　大きなアクビを途中で嚙かみ殺し、勢いきおいよく立ち上がったライレーザは眠気を振ふり払はらうように、軽い体たい操そうを始めた。

　凝り固まった身体からだがほぐれるうち、再ふたたび明めい晰せきな思考が蘇よみがえってきた──いや、理り性せいが蘇ってきたというべきか……。

「……考えてみれば、ＮＢを使って覗のぞきをしようなんざ、あまり褒ほめられたもんじゃないねぇ。確たしかに雨音嬢じようちゃんの事は気になるけど……」

　と、再びイスに座すわってモニターへと向かった。

「あの坊ぼうやが特とく殊しゆな能のう力りよくを有していて、アイリ殿どのが絡からんでるとくれば、ただの補ほ助じよＮＢなんざ、あてがうはずもない…………という事は当然、坊やの情じよう報ほう収しゆう集しゆうを行って、それをどこかに送っているはず。もしかして本体は別に在あるのかもしれないし……」

　モニターを睨にらみながら、考えを口に出しながら、いままでの事をまとめてみる。

「ふう……まっ、どちらにしろ、正式な起動をさせてないＮＢをこれ以上調べても無意味ってものか」

　睡魔に負けたライレーザは、あるプログラムを起動させた。

『ワンワン！』

　ドーベルマンに似にた精せい悍かんな、いかにも軍用犬といったＣＧキャラが、お座りをしてライレーザを見ていた。

「まあ、この子に見み張はらせて、今日はおしまいだ」

　ＣＧ犬がネットへ向かうのを確かめると、イスのクッション部分を膨ふくらまし、簡かん易いベッドへと変形させた。そして靴くつを脱ぬぎ、そのままベッドへと倒たおれ込こんだ。

「もしダメなら……直ちよく接せつアイリ殿にお願いすればいいさ……」

　部屋が暗くなり、すぐさまライレーザは静かな寝ね息いきを立て始めた。







　　５「授じゆ業ぎようと教きよう師しと上級生・二日目」







　翌よく朝あさ、

「……ん……う～～～ん」

　顔に当たる朝日で目を覚ました西せい南なは、大きな伸のびをして起きあがった。

　ベッドから降おり、身体からだのあちこちを動かしてみる。

「……うわ……凄すごい」

　痛いたみもなく、昨日の疲ひ労ろうが噓うそのように体が軽い。

「調子良さそうですね」

　いつの間に目を覚ましたのか、ラジャウが声をかけてきた。

「うん、どこも痛くないし、昨日より調子が良いくらい」

「それはよかったですね。あっ、西南君にですよ」

　と、いち早くコール音を聞きつけたラジャウが言った。

「えっ？　あっ、本当だ」

　慌あわてて自分の机つくえに座すわると、シークレットウォールを張はった。

『おはよう西南ちゃん』

　モニターに映うつし出されたのは霧きり恋こだった。

「あっ、霧恋さん……おはようございます」

　いつも通りの優やさしげな笑え顔がおに、西南の表情も自然に綻ほころんだ。

『ねえ西南ちゃん、今日、学校が終わったら、話したい事があるの。授業が終わったらこの場所に来てちょうだい』

　と、ＧＰアカデミーの地図が現あらわれ、霧恋が指定した場所が表ひよう示じされた。

『じゃあ、待ってるわね』

「あ、あの………」

　最さい低てい限げんの内ない容ようで通話は切れてしまった。

（話って……当然、地球へ帰れって事なんだろうな）

　その事実を認にん識しきした途と端たん、急きゆう激げきに疲労が襲おそってきたように、身体に力が入らない。全すべての意い欲よくが霧む散さんするような感覚。それは地球を出てから十日足らずの間だが、西南が積み上げた、かけがえのない思い出や実じつ績せきが失われる事を意味していたからだ。

「ここにいる事と、霧恋さん……か」

　それは究極の選せん択たくであった。

「…………でも」

　西南はある決意をして立ち上がった。




　──ＧＰアカデミー・グラウンド

「システムの復ふつ旧きゆう作業が遅おくれている為ため……」

　前日と同じような経けい緯いで授業が始まった。昨日と違ちがうのは、包帯を巻まいて松まつ葉ば杖づえをついていた静せい竜りようが全ぜん快かいしている事だった。

「本日も基き礎そ訓練を行う！」

　元気いっぱい、嬉き々きとして叫さけぶ静竜は、全身から力があふれ、飛び跳はねんばかりであった。

「さて、優ゆう秀しゆうな君達に昨日の緩ゆる～～いメニューでは失礼だったと猛もう反はん省せいして、本日はもう五セットほど増ふやす事にした！」

　足取りも昨日とはうって変わって軽やかで、スキップをしながら、生徒達の間に入って来た。

「……少々きついとは思うが、優秀な君達なら、これくらいのメニューは難なんなくこなせるものと私は信じている！　優秀な君達なら……ね！」

　と、露ろ骨こつなまでに、その眼まな差ざしを西南に向けた。

（はあ……やっぱり）

　西南は心の中でため息をついた。だが西南の体調も万全だ。またぶっ倒たおれる事は確かく実じつだが、昨日の筋きん肉にく痛つうを抱かかえたままでないのは有あり難がたかった。

「フッフッフ」

　無言の西南に満足したのか、静竜は視し線せんを戻もどすと再ふたたび、生徒の列から離はなれた。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、西南君」

　ラジャウが小声で話しかける。

「えっ？」

　顔を上げた西南が見たものは、ケネスとラジャウがなにやら企たくらんでいる笑みだった。

　軽やかなスキップで、生徒達の列から出た静竜は、大げさなリアクションで生徒達の方を向き、音おん銃じゆうを高々と空に向けた。

「それではぁ、よ～～～～～ほほほぃ……」

　かけ声も飛び跳ねている。

　パン！

　グラウンドに響ひびき渡わたる音と同時に生徒達が走り出す。

「ハッハッハ、よしよし！　元気でよろしい！」

　静竜は走り出す生徒達を目で追い、満足げに頷うなずいた。

　しかしその視線を少し手前へ戻した時、

「……………………あれ？」

　生徒達の一いち団だんから遅れているはずの西南がいないのだ。

「そんなバカな！　あのスピードに付いていけるはずがないのに、なぜいない？」

　西南が立っていた場所や、逆ぎやく方向、空、さらには地面にもぐっていないかと、地面を突ついてみる。

「なぜだ!?…………まさか……あ！」

　一番あり得ない可か能のう性せい、静竜は走る生徒達の中に、西南の姿すがたを見つけた。

「そ、そんなバカな！」

　西南は他の生徒達に遅れる事なく、同じスピードで走っていたのだ。

「さては私に内ない緒しよで、どこぞの病院で生体強化を受けたのだな！　おのれ、この卑ひ怯きよう者ものめ！」

　自分の行こう為いを棚たなに上げ、静竜は盛せい大だいに歯は嚙がみして地じ団だん駄だ踏ふんで悔くやしがった。しかし、生徒達がグラウンドを一周して静竜の前を通った時だった。

「ん？　んんんんんんんんんんんん！」

　静竜はその時やっと、ラジャウとケネスが西南の両りよう脇わきを抱かかえて走っているのに気付いたのだ。

「こ、こら！　止まれ、止まれ!!」

　音銃を連れん射しやし、怒ど鳴なりながら生徒の列を追いかけ始めた。

「全員止まれぃ！」

　静竜の怒号で、列がピタッと止まる。

「山やま田だ西南！　貴き様さま、法の番人たるＧＰアカデミー生の身でありながら……」

　静竜が生徒達の列に割わって入ろうとした時、

「先生、我われ々われは山田西南のチームメイトとして、彼を緊きん急きゆう時の負ふ傷しよう者しやと想定して搬はん送そう訓練をしていました！」

　ケネスとラジャウは、西南を庇かばうように一歩前に出て、敬けい礼れいをしながら申しん告こくした。それを聞いた静竜の勢いきおいが、ピタッと止まり、

「…………なるほど、山田西南のチームメイトとしては、そういう事じ態たいが起こる可能性は高いのだな。うむ、そこまで考えが及およばなかったとは不覚であった」

　ちょっとしたこじつけではあったが、西南以外の生徒には悪印象を持っていない事もあって、静竜は怒いかりを忘わすれて考え込んだ。

「分かった、貴様達の仲間を思うその心、感動したぞ！　だがいまはまだ基き礎そ体力の向上目的の訓練だからな、まずは個こ々この能力を上げる事に専せん念ねんしろ！」

「はい！」

「よろしい。では全員整列、訓練を再さい開かいしろ！」

　静竜の号令で、生徒達は再び走り出した。




「アハハハ、残念。良い考えだったけど、もう少しうまくやらなきゃね」

　いつもの場所で、雨あま音ねは西南達の様子を面おも白しろそうに眺ながめていた。

「それにしても、いると思ったのに霧恋の奴やつ、どこに……もしかして！」

　ふと昨日、美み希きが西南を見ていた場所へ目をやる。案の定じようそこには美希と霧恋が対たい峙じしていた。

（……こっちの方が面白そうだな）

　雨音は、二人に気付かれないよう、反対側の階かい段だんを降おりて行く。

（二人とも勘かんは良さそうだからな）
















　嬉うれしそうに、刑けい事じ課仕じ込こみの隠行術で校こう舎しやの裏うら手てを進み、木の陰かげから二人の様子を窺うかがった。

「あなた、美希・シュタインベックさんね」

「ええそうです、正まさ木き霧恋先生。何かご用でしょうか？」

「！」

　霧恋は美希が自分の名を知っていた事に少し驚おどろいた。急に講こう師しとなり、しかもいまだ授じゆ業ぎようを行っていないのにである。

「ＧＰアカデミーの事じ務む局きよくで西南君の事を調べたら、彼の保ほ護ご者しやが先生でしたから」

　しれっと答える美希。

　その様子を見ながら雨音は笑いを堪こらえていた。

（圧おされてるな、霧恋。それにしても……）

「西南君にどういう興きよう味みを持っているのか、詮せん索さくする気はないんだけれど……中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちで近付くのは危き険けんだわ。あの子の不運というのは普ふ通つうじゃないのよ」

　霧恋は冷静に、あくまで教師らしく、美希への忠ちゆう告こくという口調だ。

「そうですか。ご忠告ありがとうございます」

　美希はペコリと一礼すると、意外にもあっさりと引き下がった。そしてそのまま雨音が隠かくれている木の横を通り過すぎ、どこかへと立ち去った。

「ふう」

　雨音は、大きくため息をつきながら、隠れていた茂しげみから立ち上がると、美希の後ろ姿すがたを見送った。

「やれやれ気付かれてたか」

「雨音、いたの!?」

「こりゃあ霧恋の負け……いや、霧恋の方が余よ裕ゆうが無かったって事かな？」

「失礼ね。いきなり出てきて変な評ひよう論ろんをぶってるんじゃないわよ！　だいたい覗のぞきなんて趣しゆ味みが悪いわよ…………って、なによ、急に人の顔を見て」

　雨音は霧恋の顔をじっと見つめ、そして美希の顔を思い出す。

「似にてるんだわ、霧恋とあの娘こ」

「ハアッ？」

「霧恋達が対峙してる時さ、なんだか合わせ鏡でも見てるみたいでね。もちろん容よう姿し的には違ちがうんだけど……」

「もう、バカ言ってないで、控ひかえ室に行くわよ！」

　霧恋はムッとした表ひよう情じようで近くの階段を乱らん暴ぼうに登っていった。




　三時間後、西南はグラウンドに倒たおれ込んでいた。

「我われらＧＰの仕事は法を犯おかす者の取り締しまりだ、しかしそれは人々の生活を守るための方法の一つでしかない……」

　静竜は昨日と同様に、倒れている西南の横で、延えん々えんと演えん説ぜつを行っていた。

「そう、我らの任にん務むは善ぜん良りようなる人々が、自由で安全な日にち常じよう生活を送れるようにするためのものなのだ！　それは決して自分のためのものではない」

　弁べん舌ぜつが乗ってくるうち、静竜の身み振ぶり手振りは次し第だいに大きくなり、それに伴ともなって、広い空間を必要としだした。次第に静竜は西南から遠ざかり、それは他の生徒達の走行路にまではみ出し始めていた。

「何やってるんだ、あのバカ」

　静竜がいるために進路の変へん更こうを余よ儀ぎなくされた生徒達は、静竜を迂う回かいするように走っていた。

「なあ、あいつ邪じや魔まだと思わないか？」

　先頭を走るエルロイが言うと、

「邪魔！」「邪魔！」「邪魔！」「邪魔！」「邪魔！」「邪魔！」「邪魔！」「邪魔！」「邪魔！」「邪魔！」「邪魔！」「邪魔！」「邪魔！」「邪魔！」「邪魔！」「邪魔！」「邪魔！」「邪魔！」「邪魔！」「邪魔！」「邪魔！」「邪魔！」「邪魔！」「邪魔！」

　次々に、後続の生徒達が答える。

「全員一いつ致ちにより邪魔と決定！」

「じゃあ行きますか」

「了りよう解かい！」

　と、生徒達はスピードを上げた。

「時には自らを犠ぎ牲せいにし、市民を守らなければならない！　時にはそれでも理り解かいを得られない事もある！　大おお勢ぜいの者達に足あし蹴げにされる事とてあるのだ！」

　自じ己こ陶とう酔すい状じよう態たいで弁舌をふるう静竜の後ろからは、津つ波なみのような勢いきおいで生徒達が走ってきた。

「ぎゃん！」

　あっ、という間に静竜は土つち埃ぼこりの中に消えた。

　生徒達が走り去った後には、足あし跡あとだらけの静竜が地面にめり込んでいた。

「おい、何か聞こえたか？」

「いや、俺おれにはなにも」

「ではもう一回いきますか？」

「おいおい先生に言われたのは昨日の倍だぞ」

「いけね、そうだったな」

　この後、授じゆ業ぎようが終しゆう了りようするまで、生徒達の走りは止まる事はなかった。

「いやあ、ケネス君。あの運転手のオッちゃんの気持ちが分かりましたよ」

「ハッハッハ、そうだなラジャウ君」




（……やれやれ、何もする事がないって、苦く痛つうだなァ）

　控え室で教育指し導どう書しよを読んでいた雨音は、立ち上がって凝こった全身をほぐすように軽く運動を始めた。

「結局、カリキュラムのシステムも修しゆう復ふくが終わってなかったし、いっその事、女子生徒の基き礎そ訓練にでも参加すれば…………ん？」

　と、廊ろう下か側の窓まどの方に目をやると、霧恋がグラウンドの方を凝ぎよう視ししている。

「……熱心だねえ」

　雨音は部屋を出て、霧恋の隣となりへ立った。

　グラウンドでは西南がヨロヨロになりながらも、必死で腕うで立たて伏ふせを行っていた。

「なあ、いつまであんな無意味な事をやらせるつもりなんだ？」

　雨音はちょっと苛いら立だったような口調で言った。

「今日、話をする事になっているわ」

「そう。ならいいんだけど…………あれ、そういやあのバカは？」

　雨音は西南の横で演説をぶっているはずの、静竜が居いない事に気付いた。そして少し離はなれた所で地面に倒れている静竜を見つけた。

「何やってるんだ？」

　そう呟つぶやいた時、一周してきた生徒の一いち団だんが、静竜の上を通つう過かしていったのだ。

「プッ！　そ、そうか……クックック」

　事情を理り解かいした雨音の大爆ばく笑しように合わせたように、

　──ゴ～～ン、ゴ～～ン。

　午前中のカリキュラム修しゆう了りようの鐘かねが鳴り響ひびいた。

　グラウンドでは生徒が定位置に整列し、ケネスとラジャウがグッタリしている西南を抱かかえ上げ、列の中へ入って行った。

　迎むかえに来た運転手は、ボロ雑ぞう巾きんのようになった静竜をつかみ上げ、ズルズルと引きずって、乱らん暴ぼうに車へ放り込んで走り去った。

「……で霧恋、昼食はどうする？　外へ食べに行くか、出前を取るか……」

「そうね……『ナーシス』なんかどう？　もしかすると雨音にはちょっと合わないかもしれないけど」

「アイリ様の店だろ？　ＯＫ」

　雨音と霧恋は解散を始める生徒達を確かく認にんすると、階かい段だんの方へ向かって歩き出した。だが霧恋達が居なくなるのを見計らったように、グラウンドへ一台の医い療りよう車が入ってきたのだった。







　アイリの店『ナーシス』は、ＧＰアカデミーに隣りん接せつした海辺にあった。

　そこは実験暴走により出来た、直径約五十キロの巨きよ大だいなクレーターに海水が入り込み、真円の湾わんになっている場所だった。その偉い容ようとクレーター中央に施し設せつされた鷲羽わしゆう記念館を見ようという、多くの観光客で賑にぎわう場所でもあった。

　クレーターの内面壁へきは、約数百メートルの断だん崖がいとなっていて、ここには観光客目当てに多くの商店やレストラン、宿しゆく泊はく施設が、まるで海鳥の巣のように、外壁をくり抜ぬいて建けん造ぞうされていた。初期に造られた低い階かい層そうには、ＧＰアカデミーや、その他近隣施設の職しよく員いん達で賑わう、一種穴あな場ば的な店が多く、『ナーシス』もそこにあった。

『ナーシス』は観光客相手の店とは違ちがい、地球の定食屋といった感じの一いつ般ぱん的総そう菜ざいを出す店であった。雨音と霧恋は、店の入り口に近い客席に座すわり、注文した料理が来るのを待っていた。

「ねえ、少しおかしくない？」

　霧恋はガラスのコップに付いた水すい滴てきを見つめながら、呟つぶやくように言った。

「なにが？」

「こんなにコンピューターメンテに時間がかかるなんて、おかしくない？」

「そうだな、西南の生体強化もなかなかできないしな」

「じゅ、授業のスケジュールの心配をしてるのよ」

　霧恋は拳こぶしで軽く机つくえを叩たたき、反はん論ろんする。

「やあやあ、これはこれはお嬢じよう様方、ご機き嫌げん麗うるわしゅう」

　と、そこへ入り口の暖簾のれんをパッと手で払はらい、颯さつ爽そうと入ってきた静竜は、さも当然という風に雨音の隣となりにどっかと座った。

「相変わらず綺き麗れいだね、雨……ガッ!!」

「……で、なんでアンタが隣に座る？」

　と、雨音は肩かたに回そうとしていた静竜の手に、容よう赦しやなくフォークを突つき立て、冷ややかな目で一いち瞥べつした。

「君の隣に座らずして、どこへ座れと言うのだ？」

「メシが不ま味ずくなる。失うせろ！」

「ハッハッハだろうね。こんな庶しよ民みんの店ではろくな物は出ないだろうからね。ならばもっと相応ふさわしい店に移うつろう……ンガッ!!」

　今度は静竜の頭に二本、フォークが突き刺ささった。投げたのはカウンター厨ちゆう房ぼうにいるアイリだった。

「嫌いやならとっとと出てお行き」

　ものすごい不ふ機き嫌げんそうな顔でそう言うと、仕事に戻もどった。

（それにしても……）

　どんな鈍どん感かんな人間であろうと一目で分かる、雨音のとてつもない嫌けん悪おの気を、意にも介かいさず静竜は平然と座っている。

（さすが能のう天てん気きの天才。雨音が過か剰じよう反はん応のうするのも納なつ得とくね。傍はた目めには美男美女のお似に合あいのカップルなんだけど……）

　ため息をつきつつ、霧恋は無言でドツキ漫まん才ざいを眺ながめていた。

「そうそう、アイリ様の言う通り。とっとと出て行け」

「つれない事、言わなくてもいいじゃないか。私達は幼おさななじみなんだから」

「そうね。あんたが私のスカートめくろうとして、ペットのガルガに追っかけられて、おっきいの漏もらして泣きながら坂から転げて海に転落、三時間後に刺し網あみ漁に引っかかって見つかった、あの時以来だものね」

　ついには、周りからクスクスと失しつ笑しようが聞こえてくる。

「そ……そろそろ、おいとまするよ。ちょっと疲つかれているものだからね」

　さすがの静竜も少しは恥はずかしいのだろう、慌あわてて立ち上がる。

「疲れるほど、仕事していないだろ」

「一人、手のかかる生徒がいてねぇ。ええと、確たしかぁ……。あ、そうそう！　山田西南とか言ったかな？　おお！　そういえば正木先生は彼のお知り合いでしたな」

「西南君が天てん南なん先生にずいぶん、ご迷めい惑わくをおかけしているみたいですね」

　話題をふられ、霧恋もさすがに困こん惑わく気味であった。一いち応おう、儀ぎ礼れい的に会話を返す。

「いやいや、彼もがんばってますよ。まあ私のやり方について来る事が出来れば、彼も優ゆう秀しゆうなＧＰ隊員になれる事でしょうな。ハッハッハッハ」

「ついて来させる気なんてないだろう。西南はまだ生体強化を受けてないのにさ」

「彼なら出来ると私は信じている！　いや、生徒の可か能のう性せいを信じ、引き出してやるのが教きよう師しというものなのじゃあないか!?」

「それで引き出されなかったら？」

「その時は……辞やめた方が彼のためだわ」

　それは霧恋自身に言い聞かせているようだった。

「そう、その通りです！　いや、ご理り解かいいただけて嬉うれしいですよ」

　手て慣なれた風に、さっと霧恋の手を握にぎり、きりっとした目で彼女を見つめた。傍はたから見ればちょっとしたドラマの一場面だが、その手と頭にはフォークを刺したままだった。

　──チャリン。

　静竜の頭と手のフォークが、ナノマシンの修しゆう復ふく活動によって押おし出され、絶ぜつ妙みような間合いで机つくえの上に落ちる。

「プッ！」

　その間ま抜ぬけさに、思わず雨音と霧恋は噴ふき出してしまった。だが静竜は全く意に介さずに、霧恋の手を握ったままだった。

「クックック。でもコンピューターが復ふつ旧きゆうすれば、すぐにでも生体強化を受けられるし、そうなれば、あの程てい度どのカリキュラムはすぐこなせるようになるさ。そういえば生体強化の担たん当とう官、あんたがやるんだって？」

「今年は一人だけだしな。私も担当官として、少しでも早く彼が生体強化を受けられる事を願っているのだが……まだもう少し、システム修復に時間がかかるらしい」

「へえ」

　言葉とは裏うら腹はらに、嬉しそうに言う静竜を雨音は訝いぶかしげな目で見た。

「……あっと、急用を思い出した。それでは、私はこれで失礼するよ」

　静竜は慌てて霧恋の手を離はなして席を立つと、そのまま足早に去っていった。

（何を企たくらんでるんだか……まっ、だいたい予想はつくけど）

「はい、お待たせ」

　訝しげに見送っている雨音の前に、アイリが割わり込こむように料理を運んできた。静竜に突つき刺したフォークを廃はい棄きダストに放り込むと、新しいフォークを置き、次々と料理を並ならべ始める。

「美お味いしそう。嫌いやな奴やつもいなくなったし、気持ちよく楽しめるわ」

「さあ霧恋ちゃんも考え込んでないで。ご飯は楽しく食べなくちゃね」

　と、アイリはうつむいて考え込んでいる霧恋の肩かたを叩たたいた。

「えっ……あ、はい」




　ＧＰアカデミーのグラウンドでは、生徒達が見守る中、乗り入れてきた中型救きゆう護ご車の後部から、銀色のメディカルカプセルがゆっくりとせり出してきた。だが生徒達が注目している理由は、車の横で指し示じを出している女生徒、美希・シュタインベックにあった。

「ＯＫよ、じゃあ、お願いね」

　美希は降おりてきたカプセルのスイッチを押し、蓋ふたを開いた。

「はい！」

　ケネスとラジャウは西南の足と手を持って、カプセルの中へ入れた。

「うわ！　なっ、何？」

　水に濡ぬれる感かん触しよくに驚おどろいた西南は体を起こそうとするが、あまりの疲ひ労ろうのせいか、体に力が入らない。

「ほら寝ねてろって」

　カプセルの蓋が閉とじられ、顔だけが穴あなから出ている状じよう態たいだ。

「ケネス、何……これ？」

「棺かん桶おけ」

　ケネスは嬉しそうにとんでもない事を言った。

「かっ、棺桶!?」

「メディカルカプセルよ。中に入っているのは超ちよう回復を促進する溶よう液えき」

　美希は西南の汗あせと泥どろで汚よごれた顔を拭ふきながら苦く笑しようした。

「喜べ西南！　美希先輩が直じき々じきに用意して下さったのだ！」

「そうです！」

　二人は美希に擦すり寄よるように両側に立ち、美希はさっと、それをかわすように車の方へ向かった。

「君達は教室へ戻もどりなさい。西南君は次の授じゆ業ぎようには、直ちよく接せつここへ送ってもらうから」

「は～～～い」

「じゃあ西南君……お休み」

　カプセルが救護車へと収しゆう納のうされ、閉へい塞そく感に不安を感じながらも、西南は溶液の心地ここち良さにいつしか眠ねむりに入った。




「西南様の生体反はん応のうが消えた？」

　別の位置から西南を監かん視ししているＧＰ護ご衛えい部隊員からの報ほう告こくを受け、珀はく蓮れんは素す早ばやく確かく認にん作業を行った。

「こちらでも生体反応は消えているわね」

　素早くセンサーからの情じよう報ほうを、モニターでチェックした玉ぎよく蓮れんが言った。

「こちらも同様ね。もしかして、あのケースがシールドしているのかしら？」

「それとも西南様に注入されたチェイサーが異い物ぶつとして排はい除じよされたか……ね」

　二人が見る先には、ケースが完全に収納され、それを確認した美希がなかなか解かい散さんしない生徒達を追い払はらうように移い動どうさせている姿すがたがあった。

「あの車は医い療りよう部の物に間ま違ちがいはないようね。ケースは……」

「医療部に新しく入った最新型。かなりの高機き能のうみたいね」

　先回りして答える玉蓮。

「運転はオートのようだけれど、行路設せつ定ていは分かる？」

「提てい出しゆつされているものは……第９９３８医療室への移送よ」

「医療車を追うわよ。万が一のため、玉蓮は蓮花に戻って上空から追つい跡せき支し援えんを」

　そう言うと、珀蓮はようやく動き出した医療車を追い始めた。だが五分も走ると、車は予定通り、第９９３８医療室へ到とう着ちやくした。

　ここは海へと下る丘きゆう陵りようを利用した、階かい段だん状じようの建物で、その最上階部分に停車した医療車の下部から出てきたメディカルカプセルは、搬はん送そう用エレベーターで下の医療室へと運ばれていった。

『監視システムにアクセスしたわ』

　玉蓮から医療室内の映えい像ぞうが送られてくる。

　エレベーターから降おりてきたカプセルが、病室の中に設せつ置ちされ、計器類のランプが赤から作動確認の青へと変わった。

　音もなく病室のベランダに降り立った珀蓮は、明るい病室をのぞき込んだ。

「異い常じようはないようね」

　珀蓮は一通り確認すると、小さく安あん堵どのため息をついた。




　ＧＰアカデミーコンピューター制せい御ぎよルームには、モニター光を受けて、霧恋とコンピューター技ぎ師しの人ひと影かげが浮うかび上がっていた。

「ＧＰアカデミーのカリキュラムは、全ＧＰから送られてくるデータを基もとに作成されますので、ここのデータは極ごく秘ひ扱あつかいになってしまうんですよ。ですから、お手伝い頂いただくわけにはいかないんですよ」

「……そうですか」

　霧恋は落らく胆たんしたようにため息をついた。

「それに医療システムはともかく……生体強化といったものは緊きん急きゆうではないので、どうしても後回しになってしまうんですよ」

「そうですよね……あっ、でも」

「でも？」

「あっ……いえ、何でもありません」

　医療システムならば、機き密みつ扱いではない。その部分の修しゆう復ふくにならば霧恋にも手伝う事が出来る。しかし自分が、西南のアカデミー残ざん留りゆうに反対している事を思い出したのだ。

（私……何でこんな所に来たのかしら？）

「なんだかんだ言って、西南が心配なんだな」

　突とつ如じよ、霧恋の自問自答に答える声がした。

「誰だれ!?」

　慌あわてて振ふり向く先には、ドアにもたれ掛かかった雨音が、イタズラをした子こ供どもを見つけた母親のようにニヤついていた。

「あ、雨音！　あなた、なぜここに？」

「霧恋と同じだよ」

　そう言うと、霧恋達の方へと近付いてくる。

「雨音、私は別に……」

「……で？　あと、どれくらいかかるんだ？」

　気まずそうにしている霧恋を無む視しし、技師に話しかけた。

「……あっ……授じゆ業ぎようのカリキュラムシステムは明日にでも……しかし生体強化システムの方はもう少しかかりますね」

　まっすぐ見つめる雨音の視線を避さけるように、技師はモニターに向かって話す。

「ふう～～ん」

　その様子を見た雨音は、すぐさま技師の噓うそを見み抜ぬいた。そして技師が意い識しきしている方向に誰かが潜ひそんでいる事も気付いていた。

「…………まっ、いっか。じゃあ、出来るだけ早くお願いね。生徒が心配で苛いらついてる誰かさんのためにもね」

「雨音！」

「ほら、邪じや魔ましちゃ、それだけ作業が遅おそくなるよ」

　雨音は不満げな霧恋の腕うでを強ごう引いんに引っ張ぱり、出口に向かった。

「じゃあ、よろしくね」

「ちょっと！」

　気さくに手を振ふり、コンピュータールームを出て行こうとする雨音の手を、霧恋は慌あわてて振ふり解ほどいた。

「お騒さわがせして申し訳わけありませんでした。ではよろしくお願いします」

　技師に礼をすると、霧恋は急いで雨音の後を追った。

　ドアが閉しまり、どれくらい技師は息を止めてただろうか。二人が帰って来ない事を確かく信しんした技師は、大きく息を吐はきだした。額ひたいにびっしりかいた汗あせを拭ぬぐい、

「いいんですか？　こんな勝手な事をして……私ゃ知りませんよ」

　とドアの方を見たまま、独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。

「何を言う！　生体強化には非ひ常じような危き険けんが伴ともなうのだぞ？」

　と、技師の後方、別の端たん末まつの陰かげから静竜は姿すがたを現あらわした。

「可愛かわいい生徒のため、万全を期して、その安全性せいをチェックするのが本当の教きよう師しと言うものじゃないか？」

　静竜は技師に近付くと、イスの背せもたれに片かた肘ひじを突つき、自分の言葉に陶とう酔すいしているように目を閉とじた。だがその時、

『それはなかなかよい心がけですね』

　ここにいるはずのない、第三者の声が部屋に響ひびいた。

「あ……あああ！」

　その方向を見た技師は、そこに一番会いたくない人の姿を見た。

「フッ……私のような優やさしい教師にめぐり会えて奴やつは幸運だ。出来の悪い生徒のため、念には念を入れて、さらに念を入れて、さらにさらに念を入れてチェックしているのだからな」

　しかし静竜は全く気付きもせず、自らのセリフに酔よっていた。

「あ、あああの、あの」

　震ふるえる声で技師が静竜をつついても……、

「遊んでないで、さっさと作業を続けるのだ！」

　と、目を閉じ、椅い子すにヒジを載のせたまま、技師の手を邪じや魔まなハエでも追い払はらうかのように叩たたいた。

「静竜さん……静竜さん！」

「なんだ、うるさいぞ………いったいどうした？」

　と、ここでようやく静竜は技師の方を見た。

「……なにをやってる？　よそ見などしてないでさっさと作業を……って、何を指さしているのだ？」

　静竜が面めん倒どうくさそうに技師の指さす方を向くと……。

「素す晴ばらしいですわ、天南先生。そこまで生徒の事を思っていらっしゃるなんて」

　先ほど静竜が隠かくれていたのとは反対方向の端末のイスに、美み守かみが微笑ほほえみながら座すわっていたのだった。

「………ハ……ハハッ………ハッハッハ。そんな事、教師として当然です！」

　表ひよう情じようは笑えみのまま固まり、鏡に囲まれたガマの如ごとく脂あぶら汗あせを流しながらも、静竜はそう言い切った。

「ホホホホ。とはいえ貴方あなたの職しよく務むとは関係ない事なのに、大変でしょう？」

「いやいやこれ位、生徒のためを思えば、なんでもない事ですよ」

「普ふ通つうなかなか出来る事ではありませんわ」

「まあ天南家の者としては、ごく当たり前の事をしているだけですよ」

「さぞや親おや御ごさんの教育が良かったのでしょうねぇ。ご立りつ派ぱなご両親をお持ちになって、うらやましいですわ」

「はっはっは。父も母も美守様にそう仰おつしやって頂いただいた事を知れば、喜びますよ」

「貴方のような教師に教えられて、生徒達も幸せですわ」

「あ～～～はっはっは！　そうでしょう、そうでしょう」

　噓うそをさらなる噓で塗ぬり固めるというか、静竜はあまりの緊きん張ちようのため、会話が止まらなくなってしまった。しかもそれがどこまで続くのかと、面おも白しろがった美守がその均きん衡こうを維い持じしているからタチが悪い。

（ど、怒ど鳴なられた方がまだマシだ……た、たすけて）

　極きよく度どの緊張が支し配はいする中、まともな神しん経けいの技師は声にならない悲鳴を上げていた。




　コンピュータールームを出た二人は、無言のまま雨音を先頭に、控ひかえ室のある校こう舎しやまで戻もどって来た。

「…………ん？」

　階かい段だんを上がろうと、ふとグラウンドの方へ視し線せんを向けた雨音は、グラウンドで思い思いに話をしている生徒達に気付いた。

「もう授じゆ業ぎようは始まってるよな？」

「ええ、そのはずよ」

　霧恋の言葉を聞くやいなや、雨音は生徒達の方に走り出した。

「君達、担たん当とうの教きよう師しはどうしたの？」

　雨音が声をかけると、生徒達にどよめきが走った。

「雨音・カウナックさんだ！」

　雨音ファンクラブのフィングが最初に声を上げた。

「先生の服、着てるぞ！」

　カリキュラムが始まっていないため、雨音が臨りん時じ講こう師しとなった事は、まだ正式に発表されていない。

　そのため特に新入生達は、突然雨音を見て舞まい上がってしまった。

「あっ」

　雨音が自分の迂う闊かつさに気付き、勢いきおいを止めた時、その隙すきをついてフィングが駆かけ寄よって来た。

「ぼ、僕ぼくあなたのファンなんです！」

　フィングをきっかけに、ファンと野や次じ馬うまと化した生徒達は次々と雨音に向かって、押おし寄せてきた。

「やばっ！」

　雨音は囲まれる前に、もと来た方へ逃にげ出した。

「もう、何やってるの？」

　雨音を庇かばうように、霧恋は生徒達の前に出た。

「ちょっとあなた達！」

　だが……、

「あっ、正木霧恋さんだ！」

　今度は霧恋ファンクラブ会員のエルロイが叫さけんだ。

　先日行われた、西南のインタビュー中ちゆう継けいがきっかけで、さらに多くのファンが付いた霧恋へ、生徒達が突とつ進しんする。

「はっ？」

　事情を知らない霧恋は呆ぼう然ぜんとなり、その一いつ瞬しゆんの隙をつかれ、殺さつ到とうした生徒達に囲まれてしまったのだ。

「き、霧恋さん。僕、貴女あなたが軍のパレード中継に映うつったのを見て、いいなって思ったんです！」

「僕は入国審しん査さの時に！」

「俺おれは、ＧＰの中央局の案内にいたとき……」

「西南とはどういう関係なんですか？」

　殺到した生徒は口々に、そう叫びながら、サインをねだり始めた。

「ちょ、ちょっと……雨音！」

　霧恋は雨音に助けを求めようとしたが、彼女の姿すがたはどこにもなかった。

　結局、その生徒群ぐんから彼女達を助けたのは、意外にも静竜であった。

「貴き様さまら、何をしている！　授じゆ業ぎようは始まってるぞ、全員グラウンドに集合しろ！」

　突とつ如じよ聞こえてきた不ふ機き嫌げんそうな静竜の怒ど号ごうに、生徒達は大型魚の突進を受けた小魚の群むれのように、パッと散った後、再ふたたびグラウンドに集合整列した。

「……助かった……」

　生徒達から解かい放ほうされた霧恋は、その場にへたり込こんでしまう。その霧恋に手を差し伸のべたのは雨音だった。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「雨音！　一人で逃にげるなんて酷ひどいわ」

　乱らん暴ぼうに雨音の手を摑つかんで立ち上がる。

「あの場合しょうがないだろ？　だいたい、あのバカを呼よんできたのは私なんだけど」

「そ、そう……ありがとう。助かったわ」

　凄すごく嫌いやそうな顔をする雨音に、霧恋は気まずそうに答えた。

「ああ、それより生徒の中に西南が居いないぞ」

「えっ……そういえば」

　西南がいれば、霧恋を助けようとするはず。霧恋も瞬間的にそれに気付き、生徒達の方を見た。

「全員……おい、山田西南はどうした！」

　美守に悪わる巧だくみがバレ、そのイライラを西南に八つ当たりをして解かい消しようしようと考えていた静竜も、すぐさま西南がいない事に気付いた。

「おのれ、逃げたな！」

「西南君は逃げたりしません！」

　声を荒あらげたのは霧恋だった。

「!?」

　それを静竜と雨音、そして生徒達は驚おどろいたように見つめた。

「西南君は、逃げるような事はしません！」

「正木先生、お言葉ですが、げんにここに山田はいないのですよ」

　静竜は詰つめ寄よってくる霧恋の迫はく力りよくに、少したじろいでいた。そんな二人に、ケネスとラジャウが恐おそる恐る話しかけてきた。

「あの……西南は午前の授業が終わった時、救きゆう護ご車で運ばれていきました」

「美希先せん輩ぱいが回かい復ふく用のメディカルカプセルを手配してくれたんです」

「なにィ!!」「なんですって！」

　静竜と霧恋は同時に、ケネスとラジャウに詰め寄った。

「それは本当か？」

「はい。午後の授業にはここに連れて来るって聞いたんですが……」

「おのれ山田西南！　そんな姑こ息そくなマネを！」

　ラジャウの言葉に、拳こぶしを握にぎり怒おこり出す静竜とは対照的に、霧恋は脱だつ兎との如ごとく校こう舎しやに向けて走り出した。

「静竜、あんたは授業を続けて。山田君は私と霧恋で様子を見てくるから」

　急に走り出した霧恋の意図を感じ取った雨音は、静竜にそう言うと彼女の後を追いかけようと走り出した。

「待て！　奴やつの引いん導どうは私が渡わたす！」

「授業を放り出して？　美守様にバレたら厄やつ介かいだろ」

「うっ！…………全員整列！」

　静竜は悔くやしそうに生徒達の方へ戻もどっていった。




　他の人間に聞かれない所まで移い動どうすると、霧恋は西南の護ご衛えいをしているはずの珀蓮達を呼び出した。

『珀蓮！　火か煉れん、玉蓮でも翠すい簾れんでもいいわ！　誰だれか居いないの!?』

『どうしたの霧恋？』

　すぐさま珀蓮が応おう答とうしてきた。

『西南ちゃんはそこにいるの？』

『ええ、メディカルカプセルに入ったままだけど』

『すぐ確かく認にんして！』

「！」

　霧恋のせっぱ詰まった声に、何かを感じたのであろう、珀蓮と玉蓮はベランダ入り口のロックを解かい除じよして室内へ入った。

「……これは！」

　開けたカプセルには、西南の姿はなく、代かわりに擬ぎ装そう用の義ぎ体たいが入れられていた。

「そんな、いつの間に!?」

「珀蓮、西南ちゃんは!?」

　愕がく然ぜんとなっている珀蓮の所へ、血相を変えた霧恋が走り込んできた。

「ごめん……霧恋」

　うなだれる珀蓮を押しのけ、霧恋はケースの中を確認した。

「そんな！……クッ！」

　嚙かみしめた霧恋の唇くちびるから血が滲にじむ。叫さけびだしたい気持ちを抑おさえ、直すぐさま気持ちを立て直した霧恋は、珀蓮達に指し示じを出し始めた。

「美守様に連れん絡らくを！　美希・シュタインベックの行方ゆくえと救護車の記録をチェック、グラウンドからここまでの移い動どう経けい路ろチェックを。それから……雨音を呼よんできて」




　蓮花は珀蓮達が使っている、小型の宇う宙ちゆう船せんであった。

　そのブリッジでは霧恋と珀蓮、そして雨音が、西南の行動記録をチェックしていた。

「美希・シュタインベックは行方不明、救護車やカプセルに改かい造ぞうされた跡あとはないし、移動の行路記録に不ふ審しんな点はなし。移動経路にも不審な点はなし。一番怪あやしい救護室へのエレベーターも細工された跡はなし……」

　次々と入ってくる報ほう告こくは全すべて空から振ぶりだった。

「外部へ出た車両等も、追つい跡せき調ちよう査さして貰もらっているけど……」

　事が発覚して三十分、西南の足取りは全くつかめなかった。

「いつもこうだわ……」

　ポツリと霧恋が呟つぶやき始める。

「私が西南ちゃんのしたいようにさせてあげよう、って……そう思う度たびに……」

「ごめんなさい、霧恋。私が……」

　霧恋以上に、悲ひ痛つうな表ひよう情じようをした珀蓮がうなだれる。

「二人とも、いまはそれを議ぎ論ろんする時じゃないでしょ」

　西南の行動記録を見つめたまま、雨音は淡たん々たんと言った。

「そうね。その通りだわ……でも！」

　正論ではあるが、どこか冷たく言い放つ雨音に、霧恋は表情を歪ゆがませた。だが雨音は意にも介かいさず、霧恋の言葉を遮さえぎるように話し始める。

「それより霧恋……グラウンドから医い療りよう室へ移動する間には、この記録を見る限かぎり、何も不自然な所はないけどさ……」

　雨音はグラウンドで生徒達を追い払はらっている美希を映うつし出す。そしてその映えい像ぞうは救護車の下部、地面と接せつ地ちしている部分へとズームアップして行った。

「これがどうかしたの？」

「なあ、これって土つち煙けむりだよな」

　雨音が指さす先には、救護車が接地したわずかな隙すき間まから、うっすらとした土煙が立っている映像が映し出されていた。

「あっ！」

　霧恋と珀蓮が同時に声を上げた。と、次の瞬しゆん間かん、我先にと蓮花の転送装そう置ちへと走り出したのだ。




「クッソォ～～。なぜ、なぜ私が！　貴き様さまら遅おそいぞ、たらたら走ってないで、もっとスピードアップしろ!!」

　静竜はグラウンド中央に立ち、苛いら立だたしげに叫んでいた。

「そ、そういやラジャウ、ＧＰや軍の教官てのは、どこもああだって言ったよな？」

　苦しげな表情を浮うかべ、ケネスは隣となりのラジャウに言った。

「あれは単なる八つ当たりです」

「やっぱり」

　ケネスだけでなく、生徒全員がラジャウの言葉に頷うなずきつつ、不満げな表情を隠かくしもせず走っていた。

「クッソォ～～。またあの運転手のオッちゃんに撥はねられないかなァ～～」

　ケネスがそう叫んだ時だった。小さな地鳴りがグラウンドに響ひびいた。

「ん、なんだ？」

　静竜が地面の異い常じように気付き、下を見た瞬しゆん間かん、

　ドン！

「グワォ！」

　静竜の足あし下もとの地面から爆ばく発はつが起こり、ブロック状じようの岩や土と共に、静竜は上空高く吹ふき飛ばされたのだった。

　生徒達は飛んでいく静竜を拍はく手しゆと共に見送った。そして蓮花から転送してきた雨音達も拍手をしていた。




　──静竜花火が射うち上がった三十分程ほど前。

「……………」

　意い識しきを取り戻もどした西南がまず感じたのは、重力であった。

　眠ねむる前に感じていた心地ここちのよい浮ふ遊ゆう感は無く、首に感じる痛いたみは、バスで座すわったまま眠りこけた時のそれに似にていた。しかも少々不ふ快かいな拘こう束そく感もある。

「目が覚めたかね？」

「！」

　聞き覚えのない声への警けい戒かい感で、西南の意識は一瞬にして覚かく醒せいし、身体からだの感覚を全すべて取り戻した。

　目のみで素す早ばやく周囲を見回す。

　真っ暗な部屋に、かすかな計器類の明かりのみが見え、光の照り返しと機械の振しん動どう音の反はん響きようを考えると、それなりの広さはあるようだ。そしてほのかな明かりに照らし出された自分の身体はイスに拘束され、目の前には白衣を着た中年男だん性せいが立っていた。

　細身でぼさぼさの髪かみ、小さな丸眼鏡めがねをかけた神しん経けい質しつそうな、いかにも科学者という感じの男だった。

「ふむ……覚醒から状じよう況きようの把は握あくまでが早いな」

　男は唸うなるようにつぶやいた。

「発はつ汗かん、心音、脈みやく拍はく等々正常。もう少し動どう揺ようが見られると思ったが……けっこう冷静なんだね」

「はあ……まあ、何日か前にも似たような目に遭あいましたし」

　既き視し感──いや、この場合ははっきり明めい確かくなので、既視だ。エルマ達の人間狩がりにあった時の状況そのままである。

「ふむ。あれは凄すごい騒さわぎだったねぇ」

　男は神経質そうに見えたが、口調はどこかのんびりした感じだった。

「もしかして……美希先せん輩ぱいの関係者の方ですか？」

「ごめんなさい」

　と、西南の後ろから声がした。

　気まずそうな表ひよう情じようで、西南から距きよ離りを取るように、遠回りに前へと出てきた。

「自じ己こ紹しよう介かいが遅おくれたね。私は美希の父、博ひろ司し・マナダだ。よろしく」

「マナダ？　美希先輩と……ぐっ！」

　ここまで言った時、急に美希が西南の口を塞ふさぐ。

「ややこしい事になるから、名みよう字じの事は話題にしないで」

　凄い形ぎよう相そうで睨にらむ美希は、小声でささやいた。

「ん、どうした美希？」

「なんでもないの。ちょっとこうなった状じよう況きようについて謝あやまってただけだから」

「そうか？　まあ、そうだね。無む理り矢や理り来てもらったんだからね」

　どこかのんびりした口調は人の良さを感じさせたが、している事は拉ら致ち監かん禁きんだ。

「……やっぱりこういう状況という事は、実験材料にされるわけですか？」

「そう、君の力の解かい析せきができれば、私は哲てつ学がく科へ入れるのだ！」

　グイッと拳こぶしを握にぎり、西南に顔を近付けて力説する。

「哲学科？」

「知らないのかね？」

　信じられないといった表情だ。

「そういえば、友達に聞いた覚えが……変な人の集まりだとか」

「……まあ、いつの世も天才とは理解されぬものなのだ」

　首を振ふり否ひ定ていする父の横で、美希は力いっぱい肯こう定ていしていた。

（苦労してるんだな、美希先輩……でもそういう厄やつ介かい事ごとを抱かかえ込こんで苦労しつつ、結局世話好きな所も霧恋さんと似にてるな）

「と、いうわけで、早さつ速そく実験にはいるとしよう。『時は金なり』というからなァ」

　博司はすぐ横にあった、古めかしいハンドル式の巨きよ大だいなスイッチを握った。

「えっ、ちょっと、待って下さい！　まだ心の準じゆん備びが！」

「ではスイッチオン！」

　西南の叫さけびを無視し、博司はガッチャンという音と共にスイッチを下へ降おろした。派は手でなスパークがそこかしこで起こり始める。

「ハァ～～～ハッハッ！　さあ、君の神しん秘ぴの力を我わが前に！」
















「み、美希先輩！」

　美希に助けを求めたが、美希は『ごめん』という感じで手を合わせただけだった。

「!?」

　ふと西南はその光景を以前どこかで見たような気がした。何かを確たしかめるかのように再ふたたび美希を見た西南は、同じく不思議そうに西南を見る美希と目が合った。

（？？）

　不思議な感覚に捕とらわれたその時、機械の一つが爆ばく発はつを起こした。

「な、なんだ、どうした!?　うわっ！」

　博司がその機械に近付こうとした途と端たん、次々に誘ゆう爆ばくを引き起こし始めた。

　爆発によるエネルギーはシールドによって防ふせがれたものの、シールドは不安定に揺ゆらめいていた。

「いけない！」

　美希は西南の拘こう束そくを解とき、出口の方を指さすと、呆ぼう然ぜんとしている父親の白衣を引っ張ぱって出口へと向かった。

「わ、私の研究が！　長年の資し料りようが！」

「それより命の方が大事よ！」

　怒ど鳴なる美希の顔は、なぜかすごく嬉うれしそうだった。




　校長室に呼よび出された美希と西南は、まだスス汚よごれたままであった。

「なるほど、グラウンドの地下にねえ……まあアカデミーには放ほう棄きされた怪あやしげな施し設せつがいくらでもありますからねぇ、ホホホ」

　困こまったような呆あきれたような、複ふく雑ざつな表ひよう情じようで美守は笑った。

　自分のお膝ひざ元もとの地下に、怪しげな施設を知らないにうちに造つくられていたのだ。さすがの美守も少々ショックを受けていた。

「ご迷めい惑わくをおかけして申し訳わけありません。処しよ分ぶんは如い何か様ようにも」

　深々と一礼をする美希の顔は、美守とは対照的に晴れ晴れとしていた。

「そうね。では今日より一ヶ月の謹きん慎しんを命じます」

「わかりました……あの、父はどうなりますか？」

　美希もさすがに父親の事は気になるのか、自分の処置の時とはうって変わって、心配げな表情だった。

「とりあえずは崩ほう落らくしたグラウンドの修しゆう理りかしらね。当分は何も考えられない位、こき使ってあげましょう」

　それは、刑けい事じ事じ件けんにはしないという事と、現場の整理に給料が派は生せいするという事だった。

「ありがとうございます」

「？？？」

　西南はそのやり取りを不思議そうに眺ながめていた。

「美希さんについては以上ですが、西南君」

「は、はい！」

　西南は慌あわてて気を付けの体たい勢せいをとる。

「いろいろと災さい難なん続きでしたけど、システム修しゆう復ふくの目め処どがたちましたから、明日、生体強化を行います。よろしいですね？」

「えっ……、あ、はい！」




「西南君、ありがとう」

　校長室を出てすぐ、美希は深々と頭を下げて礼を言った。

「えっ？」

「研究資料も機材も全部燃もえて無くなったから、これでさすがにお父さんもあきらめてくれるわ」

「でも……いいんですか？」

「君が気にする必要はないのよ。私はこういう状じよう況きようになる事を期待して、君の拉ら致ちの手伝いをしたんですもの。だから怒おこっていいのよ」

　美希が研究室から逃にげ出す時に嬉うれしそうだったのは、父親に研究をあきらめてもらいたかったからであった。

「俺おれはいつもの事ですから。それより美希先せん輩ぱいのお父さんが気の毒で……」

「ありがとう。でも哲てつ学がく科生の助手にもなれないんじゃ、とても正せい規き学生なんて無理だもの。それに……」

「それに？」

「これで哲学科に入るなんて無む謀ぼうな考えを捨すててくれれば、お母さんだって帰ってきてくれるわ」

「そ、そうですか……でもやっぱりちょっと気の毒なような……」

「あら、君は我わが家の家庭崩ほう壊かいの方がいいっていうの？」

　ムッとした表情で顔を近づけてくる。

「ま、まさか！　そんな事は……」

「フフッ。でもちょっとだけうまく行って欲ほしい、って気持ちもあったのよ」

「うっ……すみません」

「あっ、まって……ちょっと違ちがうわね。お父さんのためというわけじゃないの」

　そう言うと美希は少し西南から離はなれ、西南を頭からつま先まで見つめた。

「機械が爆ばく発はつする前に……あの時の光景を以前どこかで見たような気がして……」

「えっ？」

「もしかして……君も？」

　西南の反はん応のうを探さぐるように尋たずねる。

「ええ、まあ……」

「ふむ……もしかしてシード計画の影えい響きようかもね」

「シード計画？」

「私もお父さんから聞きかじっただけだから、あまり詳くわしくはないんだけれど。ほぼ銀ぎん河が全ぜん域いきに勢せい力りよく範はん囲いを持っていた大先史文明と呼よばれた滅めつ亡ぼうした……実じつ際さいは小さな文明圏けんに分ぶん裂れつ衰すい退たいしただけらしいんだけれど、それの衰退期に、自分達の遺い伝でん子しや文明や記き憶おく概がい念ねんといったものを残そうと、銀河中の生せい存ぞん可か能のう惑わく星せいに向けて惑星改かい造ぞう用生体宇う宙ちゆう船せんを、それこそ数兆単位でばらまいたらしいの」

「凄すごい事しますね。じゃあこれって、その記憶かも知れないって事ですか？」

「そうかも、という程てい度どだけれどね。まあ中には前世の記憶だって言う連中も……」

　そこまで言うと、美希は口ごもった。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。前世なんてあり得ないのに、フフッ」

　すぐさま、首を横に振ふって笑い出す。

「そうなんですか？」

「気のせい、って事。それよりこの事は忘わすれましょう。またこんな事を言ってて、お父さんが興きよう味みを持ったら大変よ」

「そ、そうですね」

「それに西南君だってクラスメイト達への言い訳わけを、消灯寸すん前ぜんまでするのも大変でしょうしね」

　美希はイタズラっぽくウインクをした。

「もしかして……インタビュー、見たんですか？」

「私のチームメイトが面おも白しろがってね。さあ、私は寮りように戻もどらなきゃ、じゃあまたね」

　美希は軽く手を振ると、渡わたり通路の突つき当たりを、西南とは反対方向へと早足で歩いて行った。

　美希の後ろ姿すがたを見送った後、振り向いて歩き出す西南の前方に、ケネスとラジャウが立っていた。




「そうですか……明日」

　校長室で美守からシステムの修しゆう復ふくが終しゆう了りようした旨むねを聞いた霧恋は、複ふく雑ざつな心しん境きようだった。

（明日、西南ちゃんの生体強化が……）

　先ほど起こった西南拉致事じ件けんは、危き険けんな背はい景けいはなかったものの、霧恋の不安を刺し激げきしたのは確たしかであった。だがいま、校長室の窓まどから眼がん下かに見える、西南が無事であった事を喜び合うクラスメイト達の姿は、地球では見た事のない……いや、考えることすらできない光景であった。

（西南ちゃん……嬉うれしそう）

　西南の危機に対する不安を、その光景は凌りよう駕がしてしまった。

「皆さん揃そろったようね」

　と、美守のその言葉に振り返った霧恋は、雨音や珀蓮達、西南の護ご衛えいを担たん当とうしていた者達が居いるのにようやく気付いた。

　霧恋は慌あわてて、全員が整列する列に入っていった。

「今回の事件は、大事に至いたる事なく済すんだとはいえ、明らかなる失しつ態たいです。しかし今回に限かぎり私の判はん断だんにより、アイリ様、瀬戸様には報ほう告こく致いたしません」

　美守の言葉を聞いた、全員が安あん堵どのため息を洩もらした。だがそれは美希と博司を救きゆう済さいする目的であって、彼女達のためのものではなかった。

「あくまで演えん習しゆうという名目で処しよ理りいたしますので、事後処理は我われ々われだけで行います。なお今回の事件によるシステムへの影えい響きようが少々見られますが、明日からのカリキュラム復ふつ帰きは決定されていますので、今日中に修復、及および記録の書き換かえをお願いします」

「は、はい」

　美守の目が自分に向けられている事に気付いた霧恋は、小さく頷うなずいた。

「では各おの々おの作業に取り掛かかって下さい」

　美守の言葉が終わると、床ゆかが開き、その下に多くの端たん末まつデスクが設せつ置ちされた司令室が現あらわれた。各自一いつ斉せいに各々の持ち場について作業を始めた。

「もし今日中に、西南君とお話をするのなら、いまから行ってらっしゃい」

「………美守様。西南君に今日は行けなくなった事を伝えて下さいませんか？」

「いいの、それで？」

「少し……気持ちを整理したいんです」

　少し考えていた霧恋だったが、美守にそう言うと、空いている端末へと向かった。

「わかったわ」

　美守はそれ以上何も言わず、自席へと向かった。




　霧恋達の作業は三時間ほどで終了した。霧恋が新システムに慣なれていた事もあり、アカデミーの全システムはあっけなく修復されたのだった。

　雨音からの夕食の誘さそいを断ことわり、そのまま帰宅した霧恋は、淡たん々たんと残り物を使った簡かん単たんな食事を済ませた。その間、霧恋は西南の事をいっさい考えないようにしていた。

　お気に入りの熱い緑茶を淹いれ、それを飲みながら、心が落ち着くのを待っていた。

（いよいよ明日か）

　霧恋は、西南が地球から宇宙に上がって今日までの、慌ただしかった日々を、本のページをめくるように一つずつ、思い起こしていった。

　数百の海かい賊ぞくに追いかけられ、数千の犯はん罪ざい者しやや、西南を利用しようとする者達に追いかけられる……。

　命の危き険けんにさらされる度合いも、地球にいた時とは比くらべものにならない。しかもＧＰ隊員になるのであれば、その確かく率りつはさらに増ますのだ。

　だが地球に帰って欲ほしいと思いながらも、静竜の理り不ふ尽じんともいえるしごきに耐たえ、おそらく西南にとっては、宝たから物もののような人間関係を構こう成せいしつつある姿すがたが、霧恋の決意を揺ゆるがせている。

「お風ふ呂ろに入って考えよう」

　お気に入りの広い浴室で、思いっきり身体からだを伸のばせば、冷静に気持ちの整理がつくと考えたのだ。

「ふう………」

　締しめ付ける服を脱ぬぎ、生まれたままの姿でお湯に漂ただようと、母親のお腹なかの中にいるような安心感と解放感がある。緊きん張ちようしていた身体が弛し緩かんすると共に、袋ふくろ小こう路じに入り込こんだ思考も解かい放ほうされてきた。

「西南ちゃんがいくら運が悪いといっても、アレは異い常じようすぎるわ」

　多くの海賊と、犯罪者を引き寄よせる。地球にいた頃ころとは比べものにならない、その異常な数字。

「確たしかに、西南ちゃんが生まれてから、地球に近付く海賊が急に増ふえたけど……だったらもっと多くなるはずよ」

　──西南ちゃんが地球にいた時と、宇宙に出た時の違ちがいは……。

「移い動どうした距きよ離り！　そうよ……西南ちゃんは生まれてこの方、ほとんどあの町から出た事がないわ。一番遠いのが、海水浴くらいだもの………」

　西南が寮りようから脱だつ走そうした時も、西南のいた町と海水浴場までより、遥はるかに長い距離を移動しているのだ。

「小学校の遠足も、社会科見学も、修しゆう学がく旅行も…………」

　そこまで考えて、霧恋は憂ゆう鬱うつになった。

「……そうか、ほとんどが豪ごう雨うや事じ件けん事じ故こ、病気で中止になって……」

　結局、学校側も度たび重かさなる障しよう害がいに、西南を同行させる努力を、すぐさま放ほう棄きしてしまったのだ。そして西南自身、自分が人の迷めい惑わくになる、という意味が分かるようになると、自分からも、そういった学校催さい事じを休むようになった。

　だが海かいや霧恋が、西南と一いつ緒しよに休もうとすると、決まって明るい笑え顔がおでこう言うのだ…………。

『俺の代わりに見てきて』

　いつしか霧恋の目からは涙なみだがあふれていた。

　と、その時、通信のコール音が風呂場に響ひびいた。

「！」

　急いで、お湯に潜もぐって泣き顔を洗あらい、大きく深しん呼こ吸きゆうをした。

「はい、どなた？」

『私よ、霧恋。元気してる？』

　聞き覚えのある音声が浴室に響いた。

「なんだ、お母さんか……」

　映えい像ぞうをＯＮにすると、霧恋の目の前に月湖の顔が映うつし出される。

「何の用？」

　霧恋は、どこか突つき放したような言い方をした。

『あら、ずいぶんご機き嫌げんナナメのようね』

「どうせ西南ちゃんの事でしょ？」

『まあ、そういう事……』

「だったら水穂様から聞いて知ってるでしょ？」

　月湖の言葉を苛いら立だたしげに遮さえぎる。

『クスッ、相変わらずのようね』

「笑い事じゃないわ！　本当に危あぶないところだったのよ！　今日だって……」

　そう口にしようとして慌あわてて言葉を飲み込んだ。今日の事件はあくまで訓練という名目だったからだ。

『拉ら致ち監かん禁きんされたんでしょ』

「知ってるの!?」

『水穂様からね』

　当たり前、と言わんばかりの顔だ。

（そうか……美守様は『報ほう告こくしない』と仰おつしやっただけで、別に『隠かくす』と仰ったわけじゃないものね）

　ならば瀬戸に知られるのも当然である。

『博司君も困こまった人よねえ』

「…………博司、君？」

『ええ、昔の知り合いよ』

　月湖はあっけらかんと答えた。

　月湖自身があまり自分の話をしない事もあり、霧恋は母の過か去こについて、ほとんど何も知らなかった。

『でも娘むすめさんがいたとはねえ……それ以前に結けつ婚こんしてたなんて知らなかったけど……』

「お母さんの昔の知り合いの、家族構こう成せいなんかどうでもいいわよ！　問題はそういうトラブルに巻まき込まれたって事よ」

『ちょっとしたイタズラ程てい度どでしょ？　アカデミーじゃ、よくある事よ』

「あくまでも今回は、よ！　いつもそうだとは限かぎらないわ」

『だからこそ破は格かくの護ご衛えいが付いているんでしょう？　瀬戸様の部下やアイリ様や美守様もいらっしゃるし。それに鷲羽様も何やら考えてらっしゃるって、天てん地ちちゃんが……』

「どうして！」

　霧恋は悲ひ痛つうな表ひよう情じようで叫さけんだ。

　事情をよく知っている母親なら、自分の味方になってくれると思っていた霧恋は、追いつめられたような気がした。

「……どうしてみんな、西南ちゃんを危き険けんな目に遭あわせようとするの？　西南ちゃんの才さい能のうは命を削けずっているのと同じなのに……」

『霧恋……』

「あの事じ件けんがあって……海かい賊ぞくや違い法ほう採さい集しゆう者しやが地球へ来る率りつが高いって知って……西南ちゃんを本当に守るのなら、もっと広い視し点てんからって……。だいたい今度の事で、地球へ飛ひ来らいする海賊の数が増ふえたのは、西南ちゃんが原げん因いんだって証しよう明めいされたようなものでしょ！」

『別に私は西南ちゃんを宇う宙ちゆうにいさせろ、って言うつもりはないわよ』

　悲痛な表情の娘とは対照的な、あっさりとした言い方だった。

「えっ？」

『それに私としては、未来の旦だん那な様が帰って来てくれるのは大歓かん迎げいだしね』

「………………………………………………………………はっ？」

　母親の思いもしない答えに、霧恋は啞あ然ぜんと月湖の顔を見つめた。いままでの勢いきおいも何もかも完全に霧む散さんしてしまった。

『聞こえなかった？　私の未来の旦那様♡』

「き、聞こえた、聞こえたわよ！　けど……意味が分からない」

　お湯にのぼせたかのように、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

『あら、霧恋は西南ちゃんの未来について考えた事はないの？　もちろん地球に帰ってきた時という条じよう件けんでよ』

「……未来？」

『以前、今日きよう子こさんに聞いたんだけど……西南ちゃん、あちこちの高校から敬けい遠えんされてたんですってね』

　ゆっくりと言い聞かすような語り口に、ようやく霧恋の思考も回かい復ふくした。

「え、ええ、それは私も聞いた事があるわ。でも高校進学だったら、前に天地ちゃんが通ってた所があるじゃない」

『かなり距きよ離りがあるから、通学は大変でしょうね……本人もその通学路上の人達も』

「うっ！　まあ……そうね」

『高校通学に関しては、信のぶ幸ゆきさんが引き受けて下さる、という話もあるからいいんだけれど……で次に大学は？　なおさら無理よねェ。西南ちゃんの事を知らない大学が見つかったとして、近場じゃ無理でしょうから、どこかに部屋を借りて一人暮ぐらし？　それとも寮りよう生活？　そんな事が可か能のうだと思う？』

「で、でも通信制せいの大学だってあるし……」

『じゃあ就しゆう職しよくは？　高校や大学からは敬遠されると言っても、しょせん生徒はお客様。授じゆ業ぎよう料を払はらう立場だから何とかなるかも知れないけれど』

「あう、あう」

　──そう、会社の損そん失しつになるような人間を雇やとうわけがない。

「おそらく実家の商店を継つぐのも無理でしょうね」

「でも……お金なら十分あるわよ。生活には困こまらないわ！」

『住むところは？　実家？　もちろん西南ちゃんの報ほう奨しよう金なら、家族全員で遊んで暮らしていけるでしょうけれど、記き憶おくを消したあと、その事をどう説明するの？』

「うっ！　そ、それは……これから考えようと思って……」

『でもそんな事をさせていいのかしら？』

「…………」

　次々とたたみ込まれ、さすがに霧恋も黙だまり込んでしまった。

『知ってる？　いま山田商店、もの凄すごい好景気よ。お店だけじゃなくて、敷しき地ち一いつ杯ぱいに青空市いちのような事もして、お客さんで一杯だもの』

「それって……まさか……西南ちゃんがいなくなったせい？」

『そう考えるのが妥だ当とうでしょうね。もちろん早い段だん階かいでそれだけの規き模ぼに出来たのは、霧恋が送った報奨金を、仕入れに充あてられたから、なんだけどね』

「でも、だからといって、このまま宇宙にいさせるわけにはいかないわ！」

『そうなると西南ちゃんが、正木の村で暮らす可能性せいは高いと思わない？』

「あっ！」

　西南に迷めい惑わくしている地元近きん隣りんの人々にとっては、厄やつ介かい払ばらいをするには絶ぜつ好こうの場所だ。正木の村人は西南を快こころよく受け入れてくれる上に、実家の経けい済ざいが安定するとなれば、これ以上の条じよう件けんはあり得ない。

『正木の村で暮らすんだったら、当然、うちでしょう？　海はどうせ儀ぎ式しきが終わって事実を知ったら宇う宙ちゆうへ行くでしょうし。あの子が出て行ったら、私と西南ちゃんの二人っきりよ』

「お、お母さん……でも、そこはほら、村には適てき当とうな空き家とかあるし……」

『フフッ。ねえ霧恋……西南ちゃんを可愛かわいいと思っているのはあなただけじゃないわ。私だってあなたと同じ年月……いえ、あなたが宇宙へ行った後も、ずっと西南ちゃんの事を見て来たのよ』

　つまり月湖がそういう方向へ意図的にもって行く、という事だ。ならばいままでの推すい論ろんはかなり確定的となる。

「お、お、おか……おか……。あの、ダイさん……いえ、海のお父さんとは……」

『霧恋がいなくなって……西南ちゃんたら、時々私もドキッとするような大人びた表情をするようになってね……』

「無む視ししないで！　海のお父さんがいるでしょ！」

『うるさいわね。もともとあいつとは結けつ婚こんしてたわけじゃないし。確たしかにあいつは海の父親だけど、私の夫ってわけじゃないわ。それに海が宇宙に行ったら、あまりうちに来る理由はないでしょ』

　ジト目で冷たく言い放つ。

　海の父親の話題になると、月湖はいつもこういう反はん応のうをする。

　昔、月湖と海の父親との間に何があったのか霧恋は知らない。月湖自身、その事を話したがらないし、海の父親がその事を話そうとすると、月湖に半殺しの目に遭あわされ、追い出されるのだ。

（遊びに来る度たびに同じ事を繰くり返すのは、見事というか学習能力が欠けつ如じよしてるというか……まあ確かに、お母さんの性せい格かくからすれば、過か去こにダイさんと恋こい人びと関係にあったなんて信じられないけど……）

　海の軽けい薄はくスチャラカな性格は父親譲ゆずりだ。霧恋も海のそういった部分には、少し苛いら立だつ事もある。だが海の父親はその比ひではないから、月湖と合わないのは当然だろう。

「……だからって、西南ちゃんとお母さんが？」

『あら？　あと十年もすれば……私達お似合いのカップルになると思わない？』

「…………」

　月湖も正木の人間である以上、普ふ通つうの地球人よりはるかに長生きをする。十年後も……いや、百年後も同じ容よう貌ぼうのままである可能性は高い。だったら……。

「そ、そうね。西南ちゃんが地球に帰れば……そうなってもおかしくないわね」

　視線をそらした霧恋は、ちょっと拗すねたように言った。

『で、そうなったら……』
















「そうなったら？」

『当然、私の素す性じようは教える事になるわよね』

「……まさか！」

『そうなれば、私は西南ちゃんのしたいようにさせてあげるつもりよ♡』

　西南のしたいように──つまり結局、宇宙へ行くという事だ。

「冗じよう談だんじゃないわよ！　お母さんは、また西南ちゃんを危き険けんにさらすつもりなの!?」

『ねえ霧恋。いまはあなたが西南ちゃんの保ほ護ご観察者だけれど、地球に戻もどればそうじゃなくなるわ。大人になった西南ちゃんがどういう選せん択たくをしても、それは私と西南ちゃんの考える問題よ』

「でも！」

『健すこやかなる時も病やめる時も……一いつ緒しよに生き、一緒に死ぬ……その覚かく悟ごはあるわ。私は私なりのやり方で、西南ちゃんを守ってみせる。西南ちゃんも西南ちゃんのやり方で私を守ってくれるでしょうね』

「…………」

　霧恋はそれ以上何も言えなくなってしまった。

　まだ霧恋が自分の素性を知らなかった幼おさない頃ころ、西南を守ろうと決めた霧恋には、月湖が語った将しよう来らいが、自分と西南の未来として、おぼろげながらではあるが見えていた。

　だが宇宙へ上がる事は、西南との直ちよく接せつ的な接点を断たつ事。霧恋は宇宙へ上がる決心をした時、その未来を心の奥おく底そこに沈しずめたのだった。

　しかし西南が宇宙へ来た事により、断たれた接点は再ふたたび結ばれたのである。

（私だって……でも、ダメよ！）

　霧恋はその思いを必死で否ひ定ていした。

（それはあくまで私の自じ己こ満足であって、西南ちゃんの身の安全を保ほ障しようするものではないもの）

『そうね……霧恋がそれを考えなかったのは仕方がない事だわ』

「お、お母さん!?」

　自分の心が見み透すかされた霧恋は、飛び上がらんばかりに驚おどろいた。

『まだ霧恋は若わかいんだから……。だからあなたが悩なやむ必要なんてないのよ。あなたはあなたの幸せを考えればいいの』

「何を言ってるの？　私は自分のためじゃなくて、西南ちゃんの事を考えたからこそ、その事を！」

『そう……ね。……とにかく、これからどうするかはまだ霧恋に決定権けんがあるわ。バトンはまだ霧恋が持っているんだから、ね』

　そこまで言うと通信は切れてしまった。

（いま西南ちゃんを地球に帰しても、帰さなくても同じだなんて）

　ちょっとのぼせ気味の頭を冷やそうと、頭から冷たい水をかけ、冷茶を一杯ぱい飲むと再び浴よく槽そうへ入り手足を思いっきり伸のばす。

「そうだわ！　西南ちゃん自身が、地球にいる事が一番安全だって思えばいいのよ。その後、もしお母さんとそういう関係になったとしても、本人が地球にいたいと思えば無む理り強じいなんかしないもの」

　そう結けつ論ろんが出た時、霧恋はまるでこの世に一人っきりになったような孤こ独どく感と、奇き妙みような解放感を感じていた。







「ア、アイリ様、大変です！」

　珍めずらしく血相を変えたエルマが理事長室に駆かけ込こんできた。

「ああ、エルマ。ちょうどよかったわ、いま呼よぼうと思っていたんだけど……」

　よほど急いでいたのであろう、アイリの所まで来ると、エルマはへたり込むように床ゆかにペタンとしゃがみ込み、息を荒あらげていた。

「どうしたの？」

「あ、あ………あの」

「無理しない。ほら深しん呼こ吸きゆうして」

　アイリの言葉に、何度か深く深呼吸をしたエルマは、ようやく落ち着いたのか、ヨロヨロと立ち上がり、

「アイリ様、大変です！　西南君のパーソナルが、あのアイドルＡＩと一緒にいなくなってます！」

「なんですってぇ！」

　さすがのアイリもエルマが血相を変えた理由を理り解かいした。

「ウイルス駆く除じよが終わった、って連れん絡らくを受けたので、あのアイドルＡＩ『キルシュ』を親のもとに帰そうとしたんですが……」

　そう言うと、エルマは一つのモニターを起動させた。そこには深しん窓そう令れい嬢じようの部屋、といった感じのＣＧが映うつし出され、机つくえの上に何やら手紙のようなモノが置かれていた。

「…………捜さがさないで下さい？」

　その手紙には、そう書かれていた。

「どうやらネットシステムが修しゆう復ふくされたあと、家出したらしいんです」

「家出というより……駆け落ちね。親のもとに帰った可か能のう性せいは？」

「確かく認にんしましたが、帰ってはいないようです。ただ、いまのところシステム障しよう害がいが起こったという報ほう告こくはありません」

「そう……確たしか、あのＡＩはアストラルのあるオリジナルデータだったはずよね？」

「はい。てっきり西南君のパーソナルが、どこからか連れてきたコピーだと思ったんですが……移い動どうした痕こん跡せきも全部消去されてますし、データ検けん索さくしてもあちこちにデコイがばらまかれてて追跡は……」

「この文面からすると……キルシェが主しゆ導どうのような印象ね」

「はあ……」

「やるわね、西南君……のパーソナル」

「そんなのんきな……それより早く捜さないと！　高こう層そう域いきのデータ検索の許きよ可かをいただければ……」

「止やめときましょ」

「はっ？」

「システムに影えい響きようがあるのならともかく、いまのところ問題がないのなら、放っておいてもいいんじゃない？　キルシェはアストラルを持つＡＩなんだし、生まれて二十年以上経たっている成人なんだから、彼女の意い志しに任まかせましょう」

「……よろしいんですか？」

「無理に連れ戻もどして、彼女を拉ら致ちしたのが西南君のパーソナルで、その原げん因いんをつくったのがエルマ達だって、バレるのは困こまりものでしょ？　だったら彼女の気持ちを考こう慮りよして、しばらく静観していた、っていう事にしておきましょう」

　見事な責せき任にん回かい避ひぶりだ。

「そう、ですね」

「とりあえず西南君のパーソナルについてはそういう事で……それより西南君本体の方について、あなたにお願い……いえ、命令かな？」

「……命令、ですか？」

「今回の事じ件けんの責任、という事よ」

　アイリはエルマの方を見て、ニンマリと笑った。







　　６「教きよう師しと姉と、恋こい人びとと？」







　翌よく朝あさ、西せい南なは普ふ段だんより早く目が覚めた。

　今日が待ちに待った、生体強化を行う日だからではなく、霧きり恋こと決着をつけなければならない日だったからだ。

　昨日、美み守かみから伝言を受けた時、霧恋に何があったのかは教えられなかったが、美み希きとの事件が関係しているであろう事は予想できた。

　その後、霧恋からの連れん絡らくはなく、具体的な日時を約束したわけではなかったが、西南には予感めいたものがあった。

（やっぱり俺おれの方から言わなくちゃ）

　これまで西南は霧恋の言う事に対して異いを唱える事はなかった。それは彼女がいつも西南のためを思ってくれていたのが分かったからだし、悲しいかな、他に選せん択たく肢しが無かったからだ。

　だがここには西南にとって手の届とどかない夢ゆめが現げん実じつのものとしてある。たとえそれが命を落とす危き険けんを大増ぞう殖しよくさせるものであろうとも、だ。

（いつもだったら、夢が無くて命を落とす危険だけ、だったもんなァ）

　そう考えると、何か妙みように可お笑かしかった。

「布ふ団とんの中でなに笑ってんだ？」

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　いつの間にか西南のベッドの横に、ケネスとラジャウが立ち覗のぞき込んでいた。

「昨日の後こう遺い症しようでも出たんですかね？」

「なんでもないよ。ちょっと考え事をしてたから」

　慌あわてて上半身を起こす。

「ムッ、さては昨日の美希先せん輩ぱいの事だな！」

　そう言うと、ケネスはいきなり西南にヘッドロックをかけた。

「さあ、白はく状じようしろ！」

　少し乱らん暴ぼうに頭を揺ゆする。

「ち、違ちがう、違うって」

「二人とも朝っぱらから元気ですね。それより朝食は何にします？」

　と、ごくありふれた友人達との戯たわむれも、西南にとっては宝たから物ものであった。

　たわいない会話、いつも通りの食事。通学途と中ちゆうで柴しば猪いのししに追いかけられる事も、それ以外の諸もろ々もろの災さい難なんも、アカデミーでは全すべてが楽しいのだ。

（決着をつけなきゃな）

　そう考えていた時、

『１９３号室、ケネス・バール、ラジャウ・ガ・ワウラ両名、寮りよう官かん室へ来るように』

　急にモニターが起動し、教官がそう一方的に告げた。

「二人だけって、なんでしょうね？」

「さあな。行ってみりゃ分かるさ。それより西南は、先に学校に行っていいぞ」

　ケネスは立ち上がりながら、言った。

「えっ、でも」

「今日、生体強化をするんだったら、いろいろ準じゆん備びもあるんだろ？　話が終わったら追いかけるからさ」

　ケネスはラジャウを伴ともなって部屋を出て行った。

　だが結局、ケネス達が西南に追いつく事はなく、ＧＰアカデミーに着いた西南は、霧恋の居いる控ひかえ室へと直ちよく接せつ向かった。

「おはようございます」

　西南の予感の通り、霧恋は控え室前の廊ろう下かで、先日まで西南が訓練をしていたグラウンドを眺ながめていた。

「おはよう、西南君。ねえ、ちょっと海の方へ行かない？」

　霧恋の言葉に、西南は小さく頷うなずいた。




「気合い入ってるな、西南様」

「霧恋もね」

　緊きん張ちようをしているのは何も当事者だけではない。珀はく蓮れん達四人もそうであった。

「でも気が重いわね。西南様を護ご衛えいしなきゃならないのは解わかるけど……」

「そうね。ここから先は部外者が割わり込むのは無ぶ粋すいだわ」

　西南と霧恋の話し合いを、仕事とはいえ覗のぞき見るようなマネは、気が引けるのだ。とはいえ、珀蓮達は西南の護衛をしなければならない。ましてや昨日のような失しつ態たいを繰くり返すわけにはいかないのだ。

「……あっ、監かん視し用のナノプローブの様子がおかしいわ」

　それまで黙だまっていた翠すい簾れんがいきなりナノプローブのコントロールを停止した。

「監視用カメラも影えい響きようを受けてるようね」

　それに合わせるように珀蓮も、カメラのスイッチを切ったのだった。

　──水み鏡かがみのブリッジ

「瀬せ戸と様、護衛の珀蓮達からの映えい像ぞうと音声に異い常じようが発生したようです。原げん因いんは不明、使えるのは望遠による映像のみです」

　オペレーターの報ほう告こくを受け、水みな穂ほは小さくため息をついて瀬戸を見た。

「いかがなさいます？」

　珀蓮達の噓うそをすぐさま見み抜ぬいた水穂は、困こまったような顔をした。

「故こ障しようでしょ？　まあアカデミーでは、よくある事よ」

「よろしいので？」

「可愛かわいい噓じゃない。それに杓しやく子し定じよう規ぎな娘こ達じゃ、西南殿どのに張はり付けた意味がないわ」

　瀬戸は満足そうに微笑ほほえんだ。




「うわぁっ……！」

　と感かん嘆たんの声を上げながら西南は、岸がん壁ぺきの柵さくのところまで駆かけ寄よった。霧恋は少し遅おくれて西南に並ならぶように、歩み寄った。

　眼がん下かには波しぶきを上げ、光を反はん射しやしている海が青く輝かがやいていた。

「綺き麗れいな海だなぁ……」

「地球にいたとき、私と西南ちゃんと海かいの三人で、よく海に行ったわね」

「そうですね。クラゲに刺さされたり、溺おぼれかけたり、割われたガラス瓶びんで足切ったり……」

　と、西南は手を置いていた柵から数歩退さがる。木でできた柵はそれなりにしっかりしてそうには見えたが、念には念を──である。

「くすっ」

　昔を思い出したのか、そんな西南を見て微笑んでいる霧恋は、少し真顔になり視線を落とした。

「……西南ちゃん……」

「はい？」

「あんなに大変な訓練を受けて……それでもまだ、ＧＰになりたいと思ってる……？」

「え……？　えっと……まあ、そうですね。訓練は大変ですけど、もうすぐ生体強化も受けられますし……」

　霧恋は、西南のその言葉に少し悲しそうに微笑んだ。

「ねえ知ってるの？　ＧＰの生体強化を受けたら……もう以前のように地球で暮らす事は出来なくなるのよ」

「え……？」

　西南にとってそれは少し意外な言葉だった。

「生体強化にもいろいろあってね、ＧＰのは準じゆん戦せん闘とう用……人間の身体構こう成せいを、場所によっては根本から変化させるの。当然、それは地球の医い療りよう技ぎ術じゆつならすぐに分かる事よ。だから地球では医者にかかる事は出来ないわ」

「うっ……なるほど」

　西南にとって医者とは、家と学校の次に馴な染じみの場所である。医者にかかる事が出来ないという事は、地球に戻もどれないも同然である。

「西南ちゃんが病院と無む縁えんなんて考えられないでしょ。まずあり得ない事だけど……」

　霧恋の手に、ギュッと力が入った。

「最悪、機き密みつ保ほ持じのために、助かる傷きずでも消去処しよ理りされる場合もあるわ！」

「えっ……!?」

　西南は呆ぼう然ぜんと、ただ霧恋を見つめた。

「で……でも、まずあり得ない事なら……」

「それがあるのが西南ちゃんでしょ！」

「そ、それは」

　全くその通りなので、反はん論ろんできない。

（確たしかに、何らかの事じ故こで病院に運ばれた時、他に事じ情じようを知る人間がいなくて、俺一人だったとしたら……）

　西南の悪運なら、マスコミに知られ、国家的組そ織しきに知られ、下へ手たをすれば地球中が大騒さわぎになる可か能のう性せいは高い。

「西南ちゃんのご家族は純粋な地球人だから、もう以前のようには会えないわ。もうあの家はあなたにとって、別の世界になってしまうの」

「！」

　西南がＧＰに入るという事は、地球人ではなくなるという事だった。

（そりゃあ、家族と別れるのは悲しいけど……でも）

　地球にいた頃ころから、西南はずっと自分の将しよう来らいについて考えてきた。

　自分がいる事で家族に迷めい惑わくをかけている事を、心苦しく思ってきた西南にとって、子こ供どもなりに考えた、ほとんどの結論が、家族と離はなれて暮らす事だった。極論はどこかの山やま奥おくや無人島で自給自足の一人暮らしである。おそらく霧恋達と出会わなければ、死がその極論だった事だろう。

　家族からの独どく立りつは唐とう突とつではあったが、意外な事ではないのだ。そしていまの西南にとって家に帰るという事は、夢ゆめを捨すてる事である。家族との別れの悲しみより、未来への希望の方が、少年にとっては重要だった。

（それに……）

　地球に帰るという事は、霧恋との接せつ点てんが無くなってしまうという事だ。

「脅おどかすような事を言ってごめんなさい。もちろん、生体強化をしても元の身体からだに戻る事は可能よ。そうなれば地球に帰る事もできるし、普ふ通つうに生活もできるわ。でもＧＰでいる限かぎりは、いま話した通りよ」

「はい」

「……話が逸それちゃったわね」

　動どう揺ようのない返事に、霧恋は少し驚おどろき、戦せん略りやくを変えた。

「私、西南ちゃんが宇う宙ちゆうに出たって聞いて、急いで追いかけたの。瀬戸様の所で凄すごい数の海かい賊ぞく艦かんを見て、背せ筋すじが寒くなったわ。『よく助かったものだ』って。それから西南ちゃんは知ってる？　西南ちゃんが寮りようを脱だつ走そうした夜の大騒ぎ……」

「えっ？　ええ……ニュースで」

「あの事じ件けんのほとんどが、西南ちゃんを追いかけていた連中が引き起こした事なのよ」

「俺の!?」

「半分以上は、エルマのような遊び半分の連中だった。けどね、本当に危き険けんな犯はん罪ざい者しやもいっぱい居いたのよ」

「それは……みんなに迷惑をかけるって事ですか？」

　西南は翌よく日じつのニュースを思い出した。

　さすがに自分の不運が他人に迷惑をかけるのは、気が引ける。

「Ａ級Ｂ級犯罪者が『濡ぬれ手で粟あわ』の大たい漁りよう状じよう態たいだったから、アイリ様や美守様は喜んでらしたけど……」

「だったら別に問題は……」

「私は西南ちゃんの身の危険の事を言ってるの！　どんな評ひよう価かも命と引き替かえになんか出来ないわ。西南ちゃんがここにいるという事は、そういう仕事をするという事なのよ」

　霧恋の剣けん幕まくに、西南は黙だまり込こんだ。だが西南にとって命の危険という言葉は、あまり現げん実じつ感がなかった。海賊の集しゆう団だんであろうと小さな落石だろうと、西南の命を奪うばうには十分だからだ。

「それでもＧＰになりたい？　それでも、西南ちゃんはここにいたい？」

「…………」

　──霧恋は自分の思いを知っているのであろうか？

　もちろん告白した事などはないし、いまの霧恋にとって、自分は弟と同じなのだとわかっている。

「いまなら、まだ間に合うわ。地球に帰って、西南ちゃん……」

「…………」

　霧恋の言葉は西南には残ざん酷こくなものだった。それは西南の思いを拒きよ否ひしているも同然だったからだ。

（俺おれが霧恋さんと釣つり合わない事は、わかってる……でも）

　西南は大人になろうとしている。守られる側から守る側になりたいのだ。

　霧恋の言葉は、その機会すらも与あたえない、と言っているのと同じである。

　だが西南は冷静な自分を不思議に思っていた。以前ならきっと苛いら立だちを込め、自分の思いを一方的にぶつけていたかもしれない。しかも最悪のタイミングで……だ。しかしいまの西南には、霧恋への想おもいが全すべてではなくなっていた。

「……あの……」

　西南は霧恋から視し線せんを逸そらすようにうつむいた。さすがに面と向かって言うのは躊躇ためらわれたからだ。

「すいません、霧恋さん……俺は、それでもＧＰになりたいんです……」

「どうして!?」

　悲しげな、すがりつくような眼まな差ざし……。

「いや、だってほら、父さんや母さんも喜んでくれてるみたいですし、仕送りもしなくちゃいけませんし」

　西南は霧恋の表ひよう情じように戸と惑まどい、それを誤ご魔ま化かすように照れ笑いを浮うかべたまま、頭を搔かきながら答えた。しかし……、

「ふざけないで、西南ちゃん！」

　その霧恋の荒あらい語気が西南に一つのきっかけを与えた。ゆっくりと手を下ろして真剣な表情を霧恋に向けた。

「俺、宇宙にいたいんです。これを逃のがしたら、きっともうこんなチャンスはない……宇宙船に乗って色んな所に行って、色んな物を見てみたいんです！」

「でも危険なのよ、もしかしたら死んじゃうかも……」

「地球にいたって！」

　霧恋の言葉は西南の強い口調で遮さえぎられた。

「地球にいたって、俺の運の悪いのは変わらない！　だったら……どうせ同じなら、宇う宙ちゆうにいたい」

「何を言ってるの？　同じなんかじゃ……！」

　西南の真しん摯しな眼差しに気け圧おされ、霧恋の声はその勢いきおいを失っていた。

「それに……」

　この時、西南は少し視線を外した。意図的ではない、反はん射しや的なものだ。

「俺の運の悪さを……必要だって言ってくれたの、瀬戸様が初めてだったんです……だから約束は守りたいんです」

「!!」

　霧恋は驚きよう愕がくの表情のまま、凍こおり付いたように動けなくなった。

　西南の言葉は、霧恋にとって全すべてを崩ほう壊かいさせるに等しいものであった。事実、西南に面と向かって言われたら、それは決定的なものだっただろう。

　──俺の運の悪さを……必要だって言ってくれたの、瀬戸様が初めてだったんです……だから約束は守りたいんです──

　西南の言葉が霧恋の頭の中で繰くり返される。

（クッ！）

　爪つめが掌てのひらにくい込み、血が滲にじむくらい強く握にぎりしめられる拳こぶし。それは瀬戸に対する激はげしい嫉しつ妬と……いや、憎ぞう悪おといってもよかった。いまここに瀬戸がいれば、彼女でさえ怯ひるむであろう強烈な意い志し──決死などという生やさしいものではない、一点に集約された核かく爆ばく発はつ──それほどの威い圧あつ感を持っていた。だがすぐにそれは他者ではなく自分へと向けられた。

　瀬戸への憎悪はいわばガス抜ぬきだ。

　──それが最初に自分へと向けられていたとすれば。

　──西南に面と向かって、その言葉を投げ掛かけられていたのであれば……。

　あるいはショック死すらしかねないほど、霧恋にとって強きよう烈れつなものだったのである。

　霧恋はいま、やっとの思いで立っていた。

『あなたはまだ若わかいんだから』

　母、月つき湖この言葉を思い出す。

　月湖は知っていたのだ。

　瀬戸やアイリも気付いていた。

　そう……彼女は逃にげ出したのだ。

　──西南から。

　──西南の持つ運の悪さに耐たえかねて。

（私は体ていのいい理由を見つけて、西南ちゃんから逃げ出したのだ）

　もちろんそれを非ひ難なんする人間も、その権けん利りを持った人間もいない。間ま違ちがいなく西南の事を一番心配していたのは霧恋なのだ。

『だからあなたが悩なやむ必要なんてないのよ。あなたはあなたの幸せを考えればいいの』

　そう月湖は言ってくれたのだ。

　だがその当の本人が、その事を一番許ゆるせないのである。

（私……なんて事を）

　恥はずかしくて、情なさけなくて、自分の言動がいかに西南を傷きず付つけてきたか──そんな堂々巡めぐりの思考結界、いや牢ろう獄ごくを破やぶったのは、霧恋のブレスレットのコール音だった。

『アハハハ！　霧恋、聞いてよあのバカ、美み兎と跳と様とトイレ掃そう除じだって。そうそう、アイリ様が、理事長室へ来るようにって。じゃあ急いでね』

　モニターウインドゥの雨あま音ねは一方的に喋しやべって消えた。だがこの時ばかりは雨音のあっけらかんとした無む神しん経けいさに感かん謝しやした。

　同時に西南にも、ラジャウから連れん絡らくが入っていた。

『西南君。第89保ほ健けん室へ行くように、って連絡が入りましたよ』

「うん、ありがとう」

　気まずい雰ふん囲い気きから逃げる口実が出来た西南は、ホッと息をついた。

「あっ、あの……」

　西南はうつむいている霧恋に声をかける。その声にハッと顔を上げる霧恋。

「……すいません……俺……行きます」

　と、西南は頭を下げ踵きびすを返して駆かけ出した。

「…………」

　その後ろ姿すがたを霧恋は無言で見つめた。

　もう霧恋が西南にかけられる言葉はなかった。霧恋の鳥かごは壊こわれ、小鳥は飛び去っていったのだ。

「………」

　その場にへたり込みそうになったその時、

「あ、あの……霧恋さん」

　と、走り去りかけた西南が立ち止まった。

「えっ？」

「あ、あの霧恋さん……第89保健室ってどう行けば……」

　西南は頼たよりなさげな顔で霧恋を見上げた。

「……？」

「すみません、よく考えたら、場所、知らなくって……」

　西南が意い識しきしていたかは定かではない。ただそれは霧恋との関係を修しゆう復ふくするための申し出である事は確たしかだ。

（まだ……頼りにされている？）

　そして霧恋は気付いた。彼女の鳥かごから逃にげ出した小鳥は、まだ空を飛ぶ術すべをよく知らないのだ。

　──だったら……。

　霧恋の思考は一つの、新たな道みち筋すじを見み出いだした。

「分からない場所があるのだったら、ここにアクセスして……」

　そう言いかけた霧恋は、言葉を止め、西南の手をとった。

「行きましょう」

「えっ……!?」

　と、霧恋はきょとんとしている西南の腕うでを引いて歩き始めた。

「行きましょう。こっちよ」

　そう！　バトンはまだ霧恋が持っているのだ。




　水鏡のブリッジでは、霧恋達の様子を見ていたオペレーター達が、ハンカチで目め頭がしらを押おさえていた。

「丸く収おさまったようですね」

　水穂は安あん堵どしたように、瀬戸の方を見た。

　ソファーに深くもたれ掛かかった瀬戸は、何か考え事をしてるようだった。

「何か気になる事でも？」

「まあ、とりあえずは一歩前進、ってところね。これからいろいろあるでしょうけど」

「そうですね。でも月湖ちゃんにはちょっと気の毒でしたね」

「あら、まだわかんないわよ」

「はいはい……あれ？」

　ふと水穂は、監かん視しカメラの映えい像ぞうが、固定になっている事に気付いた。

「ほら、こっち」

　瀬戸はすぐ目の前のモニターを水穂の方へ向けた。そこには涙なみだで顔をクチャクチャにした珀蓮達がいた。

「しょうがない娘こ達ね…………!?」

　苦く笑しようした水穂だったが、すぐさま瀬戸の視し線せんの意図に気付いた。

「私が言うんですか？」

「そうだわ！　月湖ちゃんに報ほう告こくしなくっちゃ♡」

　瀬戸はそそくさと席を立ち、プライベートルームへの転送ゲートに駆かけていった。

「もう！…………ハア。いいわよ、どうせいつも悪者は私なんだから」

　水穂はあきらめたように大きくため息をつき、

「珀蓮、火か煉れん、玉ぎよく蓮れん、翠簾。ボサッとしてないで、さっさと西南君を追いなさい！」

　余よ韻いんに浸ひたる珀蓮達を怒ど鳴なったのだ。




　ＧＰアカデミーの第１４９９２男子トイレ内で、掃そう除じ夫ふ姿すがたの静せい竜りようはデッキブラシを持って立っていた。

「この私が……こんな格かつ好こうをしてトイレ掃除とは……ただ生徒のためを思えばこその行動だったのに、何な故ぜにその真意を分かって貰もらえないのだ……」

　憂ゆう鬱うつそうにデッキブラシにもたれ掛かり、人生を哲てつ学がくしている静竜に、個こ室しつから美兎跳が顔を出して声をかけた。

「ほら、静竜ちゃん。早くしないとダメですよ」

　まるで子こ供どもに言い聞かせるような口調だ。

「は～～～い！」

　と、美兎跳の口調に釣られたのか、静竜は子供のように無邪気な満面の笑えみでブラシをかけ始めた。




「あっ、西南君」

　第89保ほ健けん室の前で、白衣を着たエルマが西南に手を振ふって近ちか寄よってくる。

「霧恋さん、ご苦労様。じゃあしばらく西南君を借りるわね」

　エルマは西南の腕を取ると、そのまま引きずるように部屋へ連れて行った。

「ちょ、ちょっとエルマ！」

「ほらアイリ様がお待ちですから、急いで下さい」

　霧恋に顔を近付け、にっこりと微笑ほほえむと、そのままドアを閉しめてしまった。

「もう……」

　霧恋は反はん射しや的にドアを開けようと、スイッチへ手を伸のばすが、すぐに手を止めた。

　少し躊ちゆう躇ちよした霧恋だったが、あきらめたようにその場から立ち去った。

「あのエルマさん、俺、ここに行けって言われたんですが、ここでいったい……」

「西南君は生体強化は初めてだし、何も知らないでしょう？　だからちょっとしたカウンセリング代わりのレクチャーをね。さあ、ここに座すわって」

　そう言うと、エルマは西南を丸イスに座らせた。

「生体強化とは……」

　と、指し棒ぼうを持ったエルマが西南の前に立つと、人間の神しん経けい解かい剖ぼう図ずや生体強化のシステム説明図が壁かべに映うつし出された。

（宇う宙ちゆうに来ても保健室は保健室なんだなぁ）

　わけの分からない感心をしながら辺りを見回す。

「こら、西南君。よそ見しちゃダメよ」

「あっ、すみません」

「専せん門もん的な事は説明を始めると長くなるから、簡かん単たんに要約すると生体強化というのは、体組そ織しきをナノマシンによって、別組織に再さい構こう成せいする事によって体力や運動能のう力りよく、持久力、回かい復ふく力を飛ひ躍やく的に向上させ、さらに細さい胞ぼうの再生回数を増ふやす事によって肉体的な寿じゆ命みようの延えん長ちようを行う事なの。分かった？」

「はあ……なんとなく……」

　──ずいぶん要約したな──とは思ったが、エルマの言う通り、詳くわしく説明されても理り解かいできるとは思えなかったし、興きよう味みもなかったため、西南はそれ以上何も言わなかった。それに西南にはもっと重要な疑ぎ問もんがあった。

「あなたの生体強化のオペレーターは私が行う事になってるから、よろしくね」

「あの……この生体強化って……その、失敗すると死んじゃうとかって……そういう事は……」

「アハハハ、大だい丈じよう夫ぶよ！　大昔ならいざ知らず、いまどき生体強化に失敗したなんて、聞いた事ないもの」

「でも……制せい服ふくの時なんかも…」

　不運が日にち常じよう化している西南の不安は解消されなかった。

「ふむ……わかったわ。もし何かあったら、私が責せき任にんをとって一生、君の面めん倒どうをみてあげる」

　と、エルマは出会った時のように頰ほおずりする。

「えっ……は、はあ……でも、もし何かって……ない方が有あり難がたいんですけど」

　西南は猫ねこにじゃれつかれているような、そんなくすぐったい感かん触しよくに苦笑しながら言った。

「クスッ。この前とった西南君のパーソナルデータで、何重にもシミュレーション済ずみだから、問題はないわ。西南君の確かく率りつの偏かたよりも考こう慮りよ済みだし、お姉さんを信じなさい♡」

「はい、わかりました」

「でもいちおう念のため、健康診しん断だんをしておきましょう」

　とんっ、とエルマは西南の膝ひざに腰こしを下ろして、服を脱ぬがし始めた。




「話し合いは着いたようね」

　どこか晴れやかな表ひよう情じようの霧恋を見て、アイリは開口一番そう言った。

「はい。ご心配をおかけして申し訳わけありませんでした」

「よろしい。さて、あなた方に来てもらったのは他ほかでもないわ。山やま田だ西南君の生体強化にあたって、本来、担たん当とうであったはずの天てん南なん先生に別の任にん務むが入ってしまって……」

「トイレ掃そう除じですね」

　雨音の声は嬉うれしそうだ。

「それも美兎跳様と一いつ緒しよ。うまくすれば……」

「ちょっと……雨音」

　そのあまりに露ろ骨こつな笑えみに、霧恋がたしなめる。

「これで当分帰ってこられないな。クックック」

「雨音……人の不幸を笑うなんて」

「自じ業ごう自じ得とくだよ。悪さをしてそれがバレたんだからね」

「悪さ？」

「昨日、私達がコンピュータールームにいたときに、潜ひそんでいたんだよ。技ぎ師しの様子もおかしかったしね」

「じゃあ!?」

　確かく認にんをしようとアイリの方を見る。

「……まあ、そういう事ね。そこで、あなた達のどちらかに担当をお願いしようかと思ったんだけど。どうかしら？」

「どちらかが、と言われましても……」

　霧恋は少し言いよどんだ。それはあくまで、西南の面倒は霧恋が見るのが普ふ通つうだからだった。しかし霧恋の中で、西南の立ち位置は弟では無くなりつつあった。その気き恥はずかしさが即そく答とう出来なかった理由でもある。

「なんだ、やりたくないの？　じゃあ、あたしが」

　そんな霧恋の心の機き微びを、雨音はあっさりと踏ふみつぶすように言った。

「ダメよ！」

「なんで？」

「えっ……!?　な、なんでって……」

　含ふくみも何もない、あっけらかんとした問いに、逆ぎやくに霧恋は口ごもってしまった。そのやりとりを見ていたアイリは、嬉しそうに身を乗り出し、

「ふむ……それじゃしょうがないわね。あたしがやりましょうか」

　アイリの表情はスケベオヤジ丸出しであった。

「それは絶ぜつ対たいダメ！」

　霧恋と雨音、そして近くにいた主席秘ひ書しよも叫さけびのような声をあげた。

「入学式の通学路での事が、問題になってるんです！　いい加か減げんにしないと、訴うつたえられますよ！」

「……フンっだ！」

　ムッとした表情で横を向いたアイリは、さっさと行け、とばかり霧恋達を追い払はらうように手を振ふった。

「失礼します」

　一礼をして、歩き出す霧恋達は、転送ゲートを通って、西南が居る第89保ほ健けん室へと向かった。

「やれやれ、しょうがない人だよな、アイリ理事長も」

「ったく……」

　と、第89保健室のドアのスイッチを押おした霧恋が見たものは……。

「あ、あら……早かったんですね」

　上半身裸はだかの西南のズボンを、引きずり下おろそうとしてるエルマだった。

「……何をしているの、エルマ」

　霧恋は全く表情を変えずにそう言った。しかしその目は、子こ虎とらにちょっかいをかけている狐きつねを見つけた母虎、そんな感じの目だった。

「け、健康診断」

　霧恋の眼がん力りきに、金かな縛しばり状じよう態たいになったエルマは、そう言うのがやっとだった。




　第１４９８８男子トイレで、静竜は親の敵かたきのように床ゆかをデッキブラシで磨みがいていた。その時、遠くから校内放送が耳に入ってきた。

『ＧＰアカデミー初しよ任にん科の山田西南君と、生体強化担たん当とう官の雨音・カウナック先生、正まさ木き霧恋先生は調整室まで至し急きゆう移い動どうして下さい。繰くり返します……』

『ってこら！　霧恋、雨音にエルマァ、あんた達そんな所でイチャついてないで、とっとと移動しろ！』

『ア、アイリ様、横から怒ど鳴ならないで下さいっ』

　何やらもみ合うような音がし、放送は途と絶だえた。

「……なにっ!?　雨音が担当だと!?」

　一いつ瞬しゆんのうちに静竜の頭には、妄もう想そうという名の18禁きん結界が創つくり出されていた。

　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　　『静竜妄想劇げき場じよう』

　ピンク一色の、一見してラブホテルと分かる内ない装そうの一室で、バスローブ姿すがたの西南は、ベッドに腰こし掛かけている雨音の前に立っていた。

「見て下さい、雨音さん……！　これが……生体強化したボクです！」

　西南はバスローブを脱ぬぎ捨すて、誇ほこらしげに裸を見せた。

「まあ！　素す敵てきよ、西南君！」

　雨音の視し線せんは西南の逞たくましいある一点に集中していた。

「雨音さん……！」

　雨音に向かってダイブする西南。

「ああ西南君！」

　そのまま二人の影かげは一つとなり……。


終わり。　　　　



　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおのれぇ!!」

　静竜は脳のう震しん盪とうを起こしそうな勢いきおいでブルブルと頭を振ふると、自ら創り上げた妄想結界をうち砕くだいた。

「ゆ、許ゆるさん！　許さんぞぉ～～～！」

　静竜はそのまま、便器を洗あらうふりをしながら、入り口の方へ向かった。

「美兎跳様。大変残念ではありますが火急の任にん務むが入ってしまいました！　と、いう事で私はこれにて失礼！」

　便器に向かって早口で、言い訳わけ気味の独どく白はくを言うと、外に向かって駆かけ出して行く。

　……が、静竜渾こん身しんの爆ばく裂れつダッシュも、あっさりと美兎跳に首根っこを押さえられてしまった。

「あら静竜ちゃん、まだ途と中ちゆうよ」

　まるで釈しや迦かの掌てのひらの孫そん悟ご空くうといった感じだ。

「ちゃんと磨かなきゃ、便器さんが可哀かわい想そうよ」

　ズルズルと、美兎跳は静竜の襟えり首くびを摑つかんで軽々と引きずっていった。




　霧恋達は、教きよう師しや生徒達の失しつ笑しようが漏もれる中、顔を伏ふせ、恥はずかしそうに廊ろう下かを移い動どうしていた。

「ったく、なんで私までこんな目に」

「エルマのせいよ」

「私はただ、西南君の健康診しん断だんをしようとして……」

「だからって、なぜ西南君の服をエルマが脱がさなきゃならないの！」

　思わず霧恋は声を荒あらげ、注目度はさらに上がった。

「バカ、声がでかい！」

　雨音は霧恋とエルマを引きずるように生体強化調整室に駆け込こんだ。

　殺さつ菌きん室を通り抜ぬけ、厳げん重じゆうにドアをロックし、ようやくひと心地ごこちついた。

「あ～～恥ずかしかったぁ。霧恋ったら、いきなり大声を出すんだもんな」

「ごめん……でも」

　そう言いながらも、霧恋はエルマをちらっと見る。

「まあまあ、それより西南君の生体強化を始めないと、またアイリ様に八つ当たりをされてしまいますよ」

「誤ご魔ま化かさないで！」

「やれやれ……ん、どうした、西南？」

　先ほどの続きを始めた二人から、距きよ離りを置こうと移動した雨音は、不思議そうに自分を見る西南の視し線せんに気付いた。

「あの……聞こうと思ってたんですけど、霧恋さんも雨音さんも、なぜＧＰアカデミーにいるんですか？　確たしか雨音さんは刑けい事じだと聞いたんですが……」

「知りたい？」

「はあ……一いち応おう」

「それはね…………あんたのせいよ、あんたの！」

　と雨音は表ひよう情じようを豹ひよう変へんさせ、西南を指差した。

「お、俺おれの？」

「そう！　あんたが天てん地ち君の家にいるから、てっきり天地君の親しん戚せきか何かだと思ったら全然違ちがって、でも本人が来たいって言ってんだからいいかなぁ、なんて思ってたら『不注意です』なんて言われてムリヤリ教師をやらされる事になって」

「……ハ、ハア……？？」

「一級刑事に昇しよう格かく間近だったのよ。それを～～～っっ…………!!」

　歯は嚙がみして悔くやしがる雨音は、テンションが上がりきったのか、急に風船がしぼむように身体からだから力が抜ぬけ、西南の肩かたに寄りかかるように両手を置いた。

「それは雨音さんの不注意ですよね」

「そうそう」

　向こうで言い合いをしていたはずの霧恋とエルマが、二人揃そろって雨音の横に立ってツッコミを入れた。

「クッ……まあいいわ。この憤ふん懣まんやる方ない思いを、君にぶつけて解かい消しようするから」

「それはもしかして八つ当たりって言うんじゃ……」

　ゆっくりと逃にげようとする西南の両肩に置かれた雨音の手が、がっしりと獲え物ものを摑つかむ猛もう禽きん類るいの爪つめのように食い込んだ。

「さっさと生体強化を始めようか。お楽しみはその後なんだしィ」

「は、はい？」

「さ、それじゃあ早速、服を脱ぬいで」

　そう言うと、雨音はごく自然に、西南の上着のチャックを下ろし始めた。

「ちょっと、何をしてるの！」

　顔を紅こう潮ちようさせた霧恋が、雨音と西南の間に割わって入ってきた。

「何って……見た通り」

「見た通りって……」

　あっけらかんと言う雨音に、啞あ然ぜんとなる霧恋。

「……あ、あなたといいエルマといい、何を考えてるの！」

「裸はだかにならないと生体強化できないっしょ」

「裸にならないと健康診断もできません」

「そ、それはそうなんだけど……」

　二人にたたみ込まれ、霧恋は肝かん心じんの問題に気付かないままだった。

「じゃあ、どいて」

「だっ、だめよ！」

「そこまで言うなら、別に霧恋が脱がしてもいいけど」

「えっ!?　いや、それは……」

　真っ赤になってうつむく霧恋の口が嬉うれしそうだ。

「しょうがない……じゃあ、エルマ、お願い」

「よろこんで♡」

「それもダメェ！」

「ったく……私もダメ、あんたもダメ、エルマもダメじゃ先に進まないっしょ？」

「だって」

「わかった。それじゃ、当事者に決めてもらおうじゃない」

　霧恋を横に強ごう引いんに押おしやって、にんまりと西南を見つめ、

「さあ二に択たくだ。あたしとエルマ、どっちに脱がして欲ほしい？」

「それ二択じゃない！」

「霧恋はいやなんでしょ。じゃあ二択じゃん！」

「そうそう」

　エルマも霧恋を押さえつけながら嬉しそうに頷うなずく。

「さあ西南君、どっちにする？」

「えっと…………自分で脱ぎます」

　三人の漫まん才ざいを呆ぼう然ぜんと見ていた西南は、雨音達が意図的に隠かくそうとしていた、最後の一択を口にした。

「チッ」

　雨音とエルマは残念そうに舌した打うちをした。

「チッ、じゃないわよ！　さあ、さっさと用意をして」

　霧恋は雨音とエルマの襟えり首くびを摑んで、オペレーター席へ引きずっていった。
















「なあ、聞いたか？　西南の生体強化担たん当とうが、静竜から雨音先生と正木先生に替かわったそうだぞ」

　コンテナ校こう舎しやの学生控ひかえ室で、数十人のクラスメイト達が、ケネス達のブースに集まっていた。

「という事は、いま西南は雨音先生や正木先生の前で……」

「あのな、逆ぎやくなら嬉しいけど……」

　ケネスはエルロイの言葉に呆あきれたように、顔をしかめた。

「ふん！　正木先生と一いつ緒しよにいられるなら、見られるのだってかまわない！　正木先生、俺を見てくれ～～！」

「それより問題はその後だろ、その後！　なあケネス、西南はこっちに知り合いとかいるのか？」

　エルロイを蹴け飛とばし、フィングがケネスに詰つめ寄よった。

「西南の家族は地球だからな」

　チラッとラジャウを見る。それを受け、補ほ足そくするようにラジャウは話し始めた。

「地球は初期文明段だん階かいなので本来、西南君は宇う宙ちゆうに上がる事ができません。ただ西南君だけは、特例措そ置ちという事でここにいる事を許ゆるされていますから……たぶん一時的に地球に戻もどるとか、家族がこちらに来るという事は考えられませんね」

「じゃあ、まさか!?」

　エルロイの言葉に、クラスメイト達の動どう揺ようが波のように広がった。

「西南君は第一段階からですから、まあ普ふ通つうで考えれば、担当が日にち常じよう訓練を行うと考えられますね」

「今朝俺達が寮りよう官かんに呼よび出されたのは、その事でさぁ……しばらく西南は寮に戻らないって、言われたんだ」

「という事は、やっぱり雨音先生か正木先生と！」

「いや待て、この場合、雨音先生より、正木先生の方が確かく率りつは高いぞ。なにせ昔からの知り合いなんだからな」

　いつの間にか凄すごい人数に増ふえたギャラリー達が、西南が来た日と同じ、一大討とう論ろん会を繰くり広げ始めた。

　そんな中、冷静なままのケネスとラジャウは、二人で目配せをし、意味ありげに微笑ほほえんでいた。

（……怪あやしい）

　そんな二人をデビットはジッと見つめていた。




　無む菌きん室内にある円柱形の調整槽そうの中で、全ぜん裸らの西南は恥はずかしそうに、体をもじもじさせながら股こ間かんを隠かくしていた。

「山田西南に告ぐ、無む駄だな抵てい抗こうは止めて、手をどけなさい♡」

　雨音は犯はん人にんに語りかけるように、西南の様子を面おも白しろそうに眺ながめていた。

「どうせ始まっちゃえば、丸見えなのにねぇ♡」

「あなた達、邪じや魔まするなら出て行って！」

　霧恋は、雨音とエルマを凄すごい形相で睨にらんだ。

「もう、西南君の緊きん張ちようをやわらげようとしてるだけなのにぃ」

「そうです」

「セクハラで懲ちよう戒かい免めん職しよくになったら、一級刑けい事じどころじゃないわよ。エルマの場合はアイリ様に何をされるか……」

　霧恋の言葉に、二人は慌あわててモニターに向かい、最終チェックを行い始めた。

「ったく、何を考えてるんだか…………ねえ西南君。これから生体強化を始めるけど、気を楽にして。寝ねて起きたら終わっているから」

　霧恋は優やさしく、落ち着かせるように西南に言い聞かせ、自分の席に座すわった。

「準じゆん備びはいい？」

「最終チェック異い常じようなし、オールグリーン」

　雨音の言葉を受け、霧恋は素す早ばやくパネルを操そう作さする。

「了りよう解かい。生体強化プラン・ロード」

　と、それに呼こ応おうするように、無菌室がより明るくなり、部屋全体から低い地鳴りのような音がし始める。

「ナノアンカー作動確かく認にん。調整被ひ験けん者しやの身体からだを固定しました」

（!!）

　西南の身体が重力を感じなくなり、浮ふ遊ゆう感を覚えた。

「催さい眠みん誘ゆう導どうを開始します」

　と、西南は強きよう烈れつな眠ねむ気けを覚え、うつらうつらとし始める。

「催眠誘導、確認しました。意い識しきレベル低下。80、70、55、40……」

「調整液えきの注入を開始します」

　西南の意識が完全に無くなった次の瞬しゆん間かん、調整槽の中が透とう明めいのナノマシンの液体で満たされ、調整槽の西南は、まるで水槽の中の水みず藻ものようにゆっくりと揺ゆれ始めた。




「うおおおおおおおおおおおおおおお！」

　第１４９２２男子トイレで静竜は、凄すさまじい勢いきおいで掃そう除じをしていた。結局美兎跳から逃にげるに逃げられず、素す直なおに終わらせのが一番の早道と結けつ論ろん付けたからだ。

「待ってろよォ～～～！　山田西南ァ！」

「がんばってるわねぇ静竜ちゃん。この次で終わりだからね」

「は～～～～～い！」

　美兎跳の言葉を聞いた静竜のスピードがさらに倍化した。

「フハ、フハ、フハハハハハハハ～～～～～～～～ァァァ!!」







　　７「新しん居きよ」







　意識が戻もどった西せい南なが、初めて目にしたのは、真っ白な天てん井じようだった。

（……俺おれ、また何かやっちゃったかな？）

　西南のいままでの人生の中で、白い天井は病院関係しかない。そう考えていた時、西南の視し界かいに誰だれかが入ってきた。

　西南を覗のぞき込こんでいる顔は、少し逆ぎやつ光こう気味で、はっきりと誰かは認にん識しきできなかったものの、それでも尋じん常じようではない美び貌ぼうは認識できた。

（……女め神がみ？　ここ、天国なのかな？……でもこの感じ……前にどこかで……）

「目が覚めた？」

　その声に、西南の意識は一いつ瞬しゆんにして覚かく醒せいした。

「！……雨あま音ねさん！」

「先生って呼よびなさい」

　先生、という言葉に、西南は反はん射しや的に上半身を起こした。

「す、すみません。寝ねてました！」

「はあ？…………クッ、キャ～～～ハハハハ」

　雨音はその容よう姿しにそぐわない豪ごう快かいさで笑い始めた。

「クックック。ここは教室じゃないわよ、西南君」

「えっ？……………そうか……俺、生体強化を……あれ？」

　西南は辺りを見回し、ここが生体強化室ではない事に気付いた。

「……どこだ、ここ？」

　そこは床ゆかも天井も六角形のブロックで構こう成せいされた球形の部屋だった。そして西南は手や座すわっているお尻しりの感かん触しよくから、床が弾だん力りよくのある柔やわらかい素そ材ざいでできている事にも気付いた。

「生体強化が終わったから移い動どうしたのよ。どう気分は？」

「はあ……そうですね、特に変わったところはないようですけど……」

　身体からだにはピッタリとした、スーツが着せられていた。

　起きあがって手足を動かしてみるが、別にどこかが変わったという様子はない。だが西南は身体の事よりも、ちょっと重要な事に気付いたのだ。

「あっ！」

「ん、どうしたの？　どこか痛いたい？」

　声をあげた西南を心配し、雨音が近付いてくる。

「別に痛いとか、異常があるってわけじゃありません……ただ……」

「ただ？」

「あの……この服って、誰が……」

　チラッと横目で雨音を見る。

「プッ！……クックック」

「いえ、別にもういいです。気にしませんから」

　急に恥はずかしくなった西南は、慌あわてて雨音から距きよ離りを置こうとした。だがそれを追いかけるように雨音は、西南の肩かたに肘ひじを載のせ寄よりかかってくる。

「ふ～～ん。ねえ誰だったら嬉うれしい？」

「…………それにしても、生体強化って結けつ構こう簡かん単たんに出来るんですね。霧恋さん……正木先生が言っていたように、目を覚ましたら終わってるんだから……ハハハハ」

　西南は雨音から視し線せんを逸そらしつつ、話題も逸らした。

「そうね。でもまだ生体強化の第一段だん階かいにすぎないし、面おも白しろく……いえ大変なのはこれからだしね」

　ちょっと露ろ骨こつかとも思ったが、意外にも雨音はすんなりと引き下がり、さっさと西南から離はなれてしまった。

「？」

　雨音があまりにもあっさりと引き下がったので、逆ぎやくに嫌いやな感じを覚えたが、さりとて下手な事を言えばヤブヘビになる可か能のう性せいは高い。

（まあ、いいか。黙だまってよう）

　西南がそう考えていた時、雨音は手首にはめたブレスレットを操そう作さし、

「じゃあ、ちょっと歩いてごらんなさい」

　そう言いながら、さらに西南から距離を置いた。

「？　あ、はい」

　雨音に言われたように、軽く一歩踏ふみ出したその時であった。

「うわっわ!?」

　西南の体は弾はじかれるように斜ななめ上に跳とんだのだ。

　力など入れてはいない、ただいつも通りに歩こうとしただけで、それこそ走り幅はば跳とびでもするかのように跳んだのだ。

「うわっ!?」

　前へ跳ちよう躍やくした西南は、着地する瞬間、勢いきおいを止めようと咄とつ嗟さに足を前に出し、踏ふん張ばろうとした。しかし体たい勢せいが前方にのめるような形であったため、西南の身体は上へと跳はね上がった。一回転して床ゆかにぶつかりそうになり、衝しよう撃げきを和やわらげようと手を出しただけで、今度は斜め前方に跳んでしまう。

「うわわわわぁ～～～！」

　それこそ跳ね回るスーパーボールのように、西南の身体は部屋中を跳び回った。

「よっと」

　飛んできた西南の身体を、雨音は軽々とキャッチした。だが西南の手足はバタバタと動いたままだった。それはゼンマイ仕じ掛かけの玩具おもちやを持ち上げた時、自重という負荷の無くなった可動部分が急に早く動き出すのに似にていた。

「ほら、深しん呼こ吸きゆうをして、力を抜ぬいて」

「は、はい」

　大きく深呼吸をする度たび、西南の動きは次し第だいに収おさまって来た。

「部屋の中は衝撃吸きゆう収しゆう剤ざいで覆おおわれてるから、別に怪け我がしてないでしょ？」

「は、はい……でも、どうなってるんです？」

「立てる？」

　雨音は西南の問いには答えず、赤ん坊ぼうを立たせる時のように、両手で西南の脇わきの部分を支ささえてゆっくりと西南を床に立たせた。

　しかし立つという行こう為いも当然、筋きん肉にくを使う。足に体重がかかり、それを支えようと力を入れた瞬しゆん間かん、

「うわっ！」

　西南は再ふたたび部屋中を転げ始めた。

「のあ～っ!!」

「ア～ッハハハハハ！」

　縦じゆう横おう無む尽じんに変なポーズで転げ回る西南を、雨音は爆ばく笑しようしながら見ていた。

「わ、笑ってないで助けて下さい！」

「……しょうがない、これぐらいで勘かん弁べんしてやるか」

　と、雨音がブレスレットを操作すると、西南はしぼんだ風船のように床へ転がった。

「スーツに負ふ荷かをかけたわ。これで普ふ通つうに動けるはずよ」

「この服になにをしたんです!?」

　西南はそこに寝ねころんだまま叫さけんだ。

「そんな怖こわい顔しない。スーツに負荷をかけたって言ったでしょ。さっきはその負荷をゼロにしただけ」

「負荷を……ゼロ？」

「立ってごらんなさい。今度は大だい丈じよう夫ぶだから」

「…………本当に？」

　訝いぶかしげに雨音を見る西南だったが、彼女の表ひよう情じように邪じや気きがない事を感じ、ゆっくりと確かく認にんするように腹ふつ筋きんに力を入れ、上半身を起こした。

　いつも通りの感かん触しよくに、西南は一気に立ち上がった。

「どう？　生体強化した感想は」

「えっ!?」

　と、西南は驚おどろいて自分の体を眺ながめたが、肉体の外観に変化はない。だが先程あちこちを跳とび回ったのも夢ゆめではない。

「筋力がいままでの何倍にも高められているから、歩くだけでもさっきみたいに飛びあがっちゃうのよ」

「……すごい」

　先ほどの感覚を思い出し、西南は自分の身体からだを見た……が、

「あっ……でも、あんなのコントロールできませんよ」

　西南は不安げな表情で雨音を見た。

「言ったでしょ？　大変なのはこれからだって」

「はあ……やっぱり、何事もそう甘あまくはないって事なんですね」

「フフッ、私の訓練は厳きびしいわよ！　ついてこられるかしら？」

　雨音は西南を元気づけるように、微笑ほほえんだ。

「がんばります！」

　西南は直立不動で答えた。

「よろしい。ところで西南君……」

「はい」

「私の事、好き？」

「…………はっ？」




　その時、静せい竜りようは茫ぼう然ぜん自失状じよう態たいで床を拭ふいていた。

「なぜだ……なぜ私はこんなところにいるのだ……」

　そこは先ほど静竜がいたはずのＧＰアカデミーのトイレとは、明らかに雰ふん囲い気きの違ちがう場所だからである。

（……臭くさいという点では同じだが……）

　静竜は、ゆっくりと辺りを見回す。

　薄うす暗ぐらい室内……というよりどこかの船のブリッジといった方がピッタリの場所、ガラの悪い男達、周りに女をはべらせた厳いかつい顔の、まるで海かい賊ぞくの頭かしらって感じの男がえらそうにふんぞり返っている。

「ふむ……なるほどな。ここは海賊艦かんのブリッジのセットだな」

　受け入れがたい状じよう況きようを、彼なりの解かい釈しやくで、何とか自分自身を納なつ得とくさせようとする。

「ＧＰアカデミーの新たなカリキュラムというわけか。ハッハッハ」

　早い話が現げん実じつ逃とう避ひである。

「兄ちゃん。そろそろ現実を受け入れろや」

　と、海賊の頭風の男が、飲んでいた酒さか瓶びんを静竜に投げつけた。

　ゴン。

　その瓶が見事に静竜の頭にヒットした。だが静竜は微び動どうだにせず立っていた。

「お掃そう除じ、お掃除ランランラン！」

　と、その静竜の目の前を、美兎跳がこの異い常じよう事態を気にするでもなくモップで床を拭きながら通り過すぎた。

「気のせいだ気のせい！」

　静竜は慌あわてて美兎跳を視し界かいから外す。

　美兎跳を認にん識しきしてしまえば、ここに居いる事が現実だと認みとめる事になる。

「お掃除、お掃除ランランラン！」

　慌てて、顔を逸そらす。

「お掃除、お掃除ランランラン！」

　慌てて、顔を逸らす。

「お掃除、お掃除ランランラン！」

　慌てて、顔を逸らす。

　だが視界に入る美兎跳から顔を背そむける事に夢む中ちゆうになっていた静竜は、いつしか彼女の気配が感じられなくなった事に気付いた。

「……ふう……よかった」

「何がよかっただ、このバカが」

　と、海賊の頭は呆あきれ顔で呟つぶやいた。

「バカとはなんだ！　きさま達、海賊風ふ情ぜいにバカ呼よばわりされるいわれはない！」

　振ふり返った静竜は、先さき程ほどまでくすんで臭かったブリッジ内が、ピカピカ輝かがやいているのに気付いた。

「おお！」

　そのビフォー＆アフターに目を瞠みはる。しかもむさかった海賊達も小こ綺ぎ麗れいになっていたのである。

「感心している場合か？　ったく、よくいやがるんだ……美兎跳さんに巻まき込こまれて、それを認めたくないばっかりに現実逃避したあげく置いて行かれるバカがな」

「ハッハッハ！　なかなか堂どうに入った芝しば居いだな。さすがわがＧＰの……」

　いまだ現実を認められない静竜に、そこにいた全員が首を横に振る。

「…………ここ、ＧＰじゃないの？」

　静竜の問いに、全員が首を縦たてに振った。

「………………」

　静竜はゆっくりと辺りを見回した……が、

　──いない。

　美兎跳がどこにもいない。

　ブリッジ。イスの陰かげ、パネルの陰、ありとあらゆる人が隠かくれられそうな場所。

　──いない──いない。

　ゴミ箱の中、天てん井じよう、伝声管の中、ありとあらゆる人が隠れる事ができない場所。

　──いない──いない──いない──いない──いない──いない。

　艦内中を駆かけずり回り、分かった事といえば艦内中が、隈くま無なく綺麗に掃除、ついでに洗せん濯たくもだが──されている事だけだった。

　──いない…………。

　だが美兎跳は忽こつ然ぜんと姿すがたを消していた。

「……そ、そんな……うそだ……」

「現実、現実」

　海かい賊ぞくの頭かしらに寄よりかかっているケバイ女……いや、美兎跳のおかげで、ナチュラルメイクになった、なかなか愛あい嬌きようのある女がケラケラ笑いながら言う。

「美兎跳さんにはいろいろと世話になってるからな。たとえお前が『樹じゆ雷らいの鬼おに姫ひめ』であろうと、無事に定期便のあるステーションなり惑わく星せいに連れて行ってやる」

「そ、そうか…………………………フッ、フフフ、フハハハハ。私は少々高こう貴きな生まれだからな。まあ贅ぜい沢たくを言うつもりはないが、食事と寝ねる場所は一流でなくてはならんぞ」

　あっという間に立ち直ったのか、いまだに状況を理解できていないのか、静竜は高笑いの後、そう言った。

「いいだろう。少々割わり高だかにはなるがな」

「ハッハッハ！　心配するなちゃんとここに……」

　自信満々にそう言いながら、静竜は懐ふところから何やら取り出そうとする。

「ただしローンとカードの類たぐいは使えんからな」

「な、なに？」

　静竜の懐からは、セレブの証あかし、上じよう限げん無しのクリスタルカードが覗のぞいていた。

「金があるなら客だ。ないなら……」

「ないなら？」

　静竜は海賊の頭の方に顔を向けたまま、あちこちのポケットを必死でまさぐった。

「あった！　それもこの大きさは高こう額がくコイン！」

　静竜は、触さわり慣なれたコインの感かん触しよくに気付き、それを取り出した。が、静竜は開いた手を見た瞬しゆん間かん、固まってしまった。

　不思議そうに静竜の手の中を覗き込んだ女は、そのコインに子こ供ども銀行という文字を見つけた。それは静竜が掃そう除じ中に拾ひろったゲーム用のコインだった。

「……ないなら？」

「しっかり働きな」

　そう言いながら女は、サッと静竜から離はなれた。音もなく静竜の足あし下もとに穴あなが開く。

「う、うそォ～～～～～～！！！」

　静竜は叫さけびと共に深い穴の中に消えていった。




　放課後の教員移い動どう用の地下通路を、スタスタと歩いていく雨音の後ろを、西南が追いかけていた。

「あ、あの、雨音先生。どういう事なんですか？」

「さっき言った通りよ。生体強化後の訓練のため、しばらくキミは私の家で一いつ緒しよに暮くらすの。どうせ一緒にいるなら、嫌きらいな人より、好きな人とがいいでしょ？」

「あの、ですからどうして雨音先生なんですか？」

　ピタ、と雨音の足が止まる。振ふり向いた肩かた越ごしに西南を見つめる雨音。

「……イヤなの？」

　無む表ひよう情じようのまま西南に顔を近付ける。

「！」

　息が止まるほどの衝しよう撃げき。雨音の無表情の顔は、感情という共感できる温あたたかな部分が排はい除じよされている分、その美しさという意味では凄すさまじいインパクトを持っていた。それにどんなに見み慣なれたとはいえ、雨音の顔のアップは衝撃的だ。

「あの……嫌いやではありません、けど……」

「だったら、いいじゃない」

　結局、雨音に面と向かって意見を言えなくなった西南は、小さく頷うなずいた。

「まあ、もっともこれは決定事じ項こうだから、嫌って言ってもダメだけれどね」

　舌したをペロッと出し、再ふたたび歩き出した。

「け、決定ですか？」

「君のルームメイトには、今朝方通知が行ってるはずよ」

「あっ……そういえば、今朝、出がけにケネスとラジャウが……」

　ふたりが寮りよう官かんに呼よび出された事を思い出す。

（学校が決めた事ならしょうがないか……でも雨音先生って、たしかカウナックっていう超ちよう有名な服ふく飾しよく関係のブランドメーカーっていう話だから、当然、家には使用人とかいっぱいいるんだろうな）

　そう考えると気分は楽になった。

（そりゃそうだな。学校が教きよう師しと生徒を一つ屋根の下、なんて許ゆるすはずないものな。だいたいせっかく霧恋さんと元通りになったのに、また変にギクシャクするのは勘かん弁べんしてほしいものなァ……）

「ところで先生の家には、どれくらいの人がいるんです？」

「ん？　私一人よ」

「はっ？」

　西南は思わず立ち止まってしまった。

「ＧＰアカデミーの近くに、いい新しん築ちくアパートの物ぶつ件けんがあったからね、買ったのよ」

（アパート？）

　西南の貧ひん困こんなイメージでは、アパートの定てい義ぎはせいぜい六畳じよう二ふた間ま程てい度どであった。

「ちょっと待って下さい！　じゃあ、俺おれと先生の二人っきりって事ですか？」

「ん？」

　雨音は振り返り、驚おどろいたように西南を見た。そしてちょっと意地悪そうな表情で、

「そうなる……かもね」

「そ、それはちょっとまずいですよ！」

　西南が声を荒あらげた時、

「何がまずいの？」

　横道から出てきた霧恋が声をかけた。

「えっ！　き、霧恋さん！」

「ここでは先生と呼よびなさい」

　霧恋はピシャリと言う。

「は、はい」

「凄すごい汗あせね。どこか調子が悪いとかあるの？」

「いや、ちょっとはしゃぎすぎてね。身体からだの方は問題はないわ」

　雨音は、西南と霧恋の間に割わり込むようにして言う。そして小声で西南にささやいた。

「言っておくけど、他の連中には私と同どう居きよするのは内ない緒しよよ」

「…………」

　学校側の決定事項を覆くつがえせない以上、霧恋には誤ご魔ま化かし通すしかない──そう西南は覚かく悟ごを決めた。

「本当に大だい丈じよう夫ぶ？」

「だ……大丈夫です。ちょっと身体がビックリしちゃって」

「分かるわ。劇げき的てきですものね」

　自分の時を思い出したのであろう、目を閉とじ感かん慨がい深げに頷うなずいた。

「それより霧恋、まだ仕事があるんだろ？」

　このまま長話になっては、西南の緊きん張ちよう感が持たない、と判はん断だんした雨音は、西南に助け船を出した。

「あっ、いけない。じゃあ、あとはお願いね」

　そう言うと霧恋は小走りに去っていった。

「よし！　じゃあこっちも行きましょう♡」

　未練の残る思いで、霧恋を見送る西南を引きずるように、雨音は歩き出した。

（ア、アカデミーの連中って、何を考え…………あっ！）

　その時、西南はアカデミーの理事長がアイリだという事を思い出した。




　くたびれた様子で、私し室しつに戻もどってきたライレーザは、靴くつを脱ぬいで放り出すと、イスに深々と座すわった。

「シャワーくらい浴びようかねぇ」

　手を伸のばして、コンピューターを起動させ、私信がないかを確かく認にんする。

　凄い数のメールやメモがスクロールして行く中、自動的に重要事項のみがピックアップされ、次々と新しいウインドゥが開いて行く。それを見ながら服を脱ぎ、イスへと放り投げて行く。

　水着のようなアンダースーツだけになったライレーザは、部屋の隅すみにあるシャワーカプセルへ入って行った。透とう明めいな筒つつ状じようの中は、一いつ瞬しゆんにして液えき体たい状のナノマシンで充じゆう塡てんされ、ライレーザの皮ひ膚ふが波打つように細かく揺ゆれ始めた。

　入浴中も整理されていくメールを見つめ、ピックアップされたものを、カプセルの中から次々と処しよ理りしていった。

「さて、少し仮か眠みんでも……」

　入浴を終え、メール処理も終えたライレーザは、アンダースーツのままイスにあぐらをかいて座った。

「……そうか、ＮＢはどうなったかねぇ」

　そう呟つぶやきながら、張はり付けておいたプログラム犬を呼よび出した。しかし……。

「……………………」

　彼女の目の前には、見た事もない首輪を付け、『ボージョリー』というネームプレートが貼はられた犬小屋の前で、千ち切ぎれんばかりに尻尾しつぽを振ふっているＣＧ犬の姿すがたがあった。

「な、なにが……起こったの？」

　啞あ然ぜんとなるライレーザは、犬小屋の向こうに花か壇だんがある事に気付いた。

　画面を広げると、そこには小さな家と、その後ろには森が広がり、小鳥の鳴き声が聞こえていた。

「ＡＩ用の高画が質しつＣＧ、のようだねぇ……ん？」

　柵さくの前に郵ゆう便びんポストが設せつ置ちされ、そこにはこの家の住人の名前が書かれていた。

「……山田？　山田西南か？…………トラップ、なのかねぇ」

　一瞬、躊ちゆう躇ちよしたライレーザだったが、恐おそる恐る呼び鈴りんのスイッチを押おした。

「はい、どちら様？」

（ん？　どこかで聞いたような声だねぇ）

　そう思った次の瞬間、ドアを開けて出てきたのは……、

「あ、あんたは……」

　そこにはエプロンを着け、若わか奥おく様さま風のＡＩアイドル嬢じよう『キルシェ』がいた。

「こんにちは、何かご用ですか？」

　それは毎朝ＴＶで見る笑え顔がお以上に輝かがやいていた。




　雨音のエアカーは、生徒達が騒さわぎ出さないよう、寮りようの資し材ざい搬はん入にゆう口ぐちに駐ちゆう車しやされていた。

「ありがとう、わざわざごめんね……」

　ケネスとラジャウから荷物を受け取った西南は、トランクに入れながら言った。

「これくらいどうって事ないさ」

「そうです。西南君が寮に顔を見せたら大変ですしね。それより……」

　ケネスとラジャウは、エアカーに寄よりかかって、微笑ほほえましげに様子を見ていた雨音の方へ近付き、

「あの、雨音先生……西南の事なんですが」

「二人で話し合ったんです。僕ぼく達はチームメイトですし……」

「だから？」

　雨音はキョトンとした顔で答える。

「……ですから、西南はまだオムツをつけたばかりですし、やっぱり俺達が一いつ緒しよに行って面めん倒どうを見ないと」

「そうです。雨音先生も、お忙いそがしい身でしょうし……」

　二人は、すがりつくように力説した。

（やれやれ）

　少し離はなれたところで見ていた西南は、ケネス達が何を言いたいのか気付き、目を閉とじてため息をついた。

「なあ、西南。お前もその方が気楽だろう？」

「僕達はチームメイトですものね」

　二人は雨音への直じき訴そが難むずかしいと感じるや、作戦を変え満面の笑みで西南を見つめた。

「えっ？　ま、まあ……でも」

　西南にとって数少ない友達。断ことわり辛づらいが、さりとて付いて来られたら、雨音と二人っきりというのがバレてしまう。

「遠えん慮りよするなって」

「そうそう、僕達は友達なんですから」

「二人とも、そんなに西南くんの事が心配なの？　友達思いなのね」

　雨音はそう言いながら、ケネス達の見えない位置の手で、西南に車に乗るように合図を送った。

「そう、そうなんです！　だから、ぜひ俺達もお供ともを！」

　脈みやくあり、とばかりケネスは身を乗り出した。

「ありがとう。でもあなた達も自分のカリキュラムがあるでしょう？」

「それは先生の個こ人じん授じゆ業ぎようで……」

　だが雨音は軽くその言葉をかわし、

「気持ちだけもらっておくわ。西南君が生体調整を済すませて戻もどってきたら、また面倒を見てあげてちょうだい」

　ニコニコ笑顔のまま、エアカーのドアを開け乗り込こんだ。

「あ、それじゃ遅おそい……」

「じゃあ、また授業でね」

　音もなくスッと浮うかび、横移い動どうをしてケネス達から離れたエアカーは、凄すごいスピードで走り去った。

「そ、そんなァ！」

　その場に呆ぼう然ぜんと立ちつくすケネスとラジャウの後ろから、デビット達が姿すがたを現あらわした。

「フフフ……こんな事だろうと思っていたよ」

　デビットは勝ち誇ほこったように、いつものテンションの低い声で言った。

「お、おまえら！」

「僕が気付かなかったとでも思うの……」

　と、言いかけたデビットを押しのけるようにフィングはケネス達に詰つめ寄よった。

「ケネス。抜ぬけ駆がけしようなんてずるいぞ！　しかも雨音先生とあんなに近くで話をしやがって」

　雨音ファンであるフィングの顔は怒いかりに引きつっていた。

「まあケネス達の考えなんて、この程てい度どさ」

　反対に霧恋が担たん当とう官ではないと知ったエルロイは冷静だった。

「ぼ、僕が見抜いたんだぞ！」

　見せ場を奪うばわれたデビットは、二人の壁かべの後ろで弱々しく怒ど鳴なっていたが、急に大人しくなり、

「チェイサー外そうかな……」

　と、ポツリと呟いた。

「よし！　デビット、言ってやれ！」

「そうそう、お前の素す晴ばらしい策さく略りやくをな」

　エルロイとフィングは水戸黄門の助さん角さんのように、デビットの後ろに控ひかえた。

「……策略？」

「そう。学校の許ゆるしがなければ、西南君と一緒に行くなんて無理な話さ。……でもね、行った先さえ分かれば、お見み舞まいに行く事はできるんだよ……友達としてね」

「なるほど！」

　驚おどろくケネスとラジャウを見て、デビットは満まん悦えつ至し極ごくであった。

「よし、じゃあ早速、行き先を追跡しようぜ！」

「うん。了りよう解かいだ」

　デビットはブレスレットから一つのモニターを起動させた。

「雨音先生の車に取り付けたチェイサーは、僕が手に入れた軍用の物なんだ」

　自じ慢まんげに操そう作さするデビットの手が止まる。

「あれ？」

「なんだ、どうした？」

「あれ、あれ、あれ？」

「だからどうしたんだ！」

　全員が、嫌いやな予感を抱かかえつつ、デビットの言葉を待った。

「……………反はん応のうが……ないよぉ」

　デビットはガクガク震ふるえながら、涙なみだぐんでいた。

「……まあ、こんな事だろうと思っていたよ」

「カウナック家所有の超ちよう高級車ですからね、ガードは超一級品なんでしょう」

　デビットを中心として形成されていた円えん陣じんは、サッと移動し、別の所で組まれた。

「一ひと筋すじ縄なわではいかないようだからな、各自情じよう報ほうを集めて、西南が向かった先の特定に全力をあげよう」

「情報の隠いん蔽ぺいや抜け駆けをしないよう、定期的に集まって情報交こう換かんをしようぜ」

「いいだろう。フッフッフ……西南、一人だけいい思いをしようなんて、甘あまいぞ。フハハハハハ～～～～」

　まるで悪の組そ織しきのように、全員が暗黒面の馬ば鹿か笑いを始めた。

「こら～～～！　搬はん入にゆうの邪じや魔まだ。用が済すんだらさっさと出ろ！」

　寮りよう官かんの怒ど号ごうに、ケネス達は慌あわてて逃にげ出した。




　アカデミー寮の裏うら門もんを抜け、雨音のエアカーは長いトンネルを走っていた。

「チェイサーが五十か……なかなかいいお友達ね。あのセリフが全部本心だったら、本当にいい子達なんだけどねぇ」

「やっぱり……分かっちゃいましたか」

「あはっ、当たり前でしょ。これでも刑けい事じやってたんだから。……もっとも、あれだけミエミエの顔していたら、誰だれだって分かるけどね」

　トンネルを抜けると、陽光眩まぶしい海岸沿ぞいの道路だった。眩しさに顔をしかめる西南の横で、雨音はスッとサングラスをかけた。

「……でも、俺おれだってケネス達と同じです。……どうなっても知りませんよ」

　憮ぶ然ぜんとした表情で愚ぐ痴ちる西南を、雨音はサングラスの横から、見み透すかすような眼まな差ざしを注いだ。

「やれるもんなら、やってみ。何か出来るんだったら、大したものよ」

「…………」

　子こ供ども扱あつかいされた西南は、言葉に詰つまり視し線せんを外した。顔を赤らめ唇くちびるを嚙かみしめる。だが別に雨音は西南を子供扱いしたわけではなかった。それどころか西南の理り性せいは、他ほかの人より並なみはずれて高い事を、雨音は感じていた。

「生体強化直後は、何も特別な事をする必要はないわ。日にち常じよう生活そのものが一番の訓練になるの。家族がいればいいんだけど、西南君の場合はそうはいかないでしょう？　つまり教官と一いつ緒しよにいるのがベストってわけ」

「日常生活なら、寮でも構かまわないんじゃないですか？」

「ルームメイトに世話をさせるつもり？　迷めい惑わくをかけるだけよ、オムツつけた君がいちゃあね」

「オムツ？」

　雨音の手が、ポンと西南のスーツを叩たたく。

「これの事。満足に歩く事もできない君は、手のかかる赤ちゃんと同じよ。本当、私を襲おそうくらいの事ができるようにならなきゃね」

　馬鹿にされたように感じ、西南は不満げな目で雨音を見た。

「……あ、雨音先生、俺のせいで一級刑けい事じになり損そこねたって、文もん句く言ってたじゃないですか。なのに……なんで……」

「オムツをつけてピョコピョコ跳はねてるキミのカッコ見たから、もう十分。それに、これからいろいろ面おも白しろくなりそうだし……」

　サングラス越ごしに見える雨音の目が、ニッコリと微笑ほほえむ……しかし、その表情は一気に厳きびしいものになる。

「それに虫むし除よけにもなるしね」

「は？」

　雨音の視線が、バックミラーに向けられているのに気づいた西南は、ゆっくりと振ふり向いた。

　スピードを上げ、雨音のエアカーに併へい走そうするエアカーには、静竜が乗っていた。

「天南先生!?」

「やぁ、雨音。しばらくぶりだね」

　雨音は無表情のまま、静竜を無視するように前方を見たままだ。

「寂さびしい想おもいをさせてすまなかった。いやぁ、私も色々多た忙ぼうでね。いまも美兎跳様との極ごく秘ひ任にん務むから帰ってきたばかりなんだよ、はっはっは。いや、映画化にでもできそうな大冒ぼう険けんだったけど、雨音が寂しがるといけないのでね、急いで帰ってきたんだ」

（どうせ針しん小しよう棒ぼう大だい、自じ画が自じ賛さんの与よ太た話だろうが）

　ハンドルを握にぎる雨音の手に血管が浮うき上がる。

　海かい賊ぞくに捕つかまった静竜を助けたのは、彼の持っていたクリスタルカードだった。

　ＶＩＰの持つクリスタルカードには、本人の位置を特定する機き能のうもあり、それによって偶ぐう然ぜん近くを航こう行こうしていた、天南家の私し設せつ軍に保ほ護ごされたのだ。その後は近くの天南家所有の大型ステーションにある重役用、超ちよう長距きよ離り転送装そう置ちによってアカデミーへと戻もどってきたのであった。

「……おや？　誰かと思えばそこにいるのは…………ああ、そうそう。覚えているよ。とても熱心で、基き礎そ練のメニューでもやたらと時間をかける山田西南君だったねェ」

　たったいま、気付いたとばかり、静竜は嫌いや味みっぽく西南に笑いかけた。

「そんなものに乗っていていいのかね？　地道に歩行訓練から始めねば、いつまで経たってもオムツは外れないぞ？　なあ、雨音」

「そうそう西南君、今日は君の歓かん迎げい会を開くから、何か食べたい物はある？」

　静竜に聞こえるように、雨音は西南に話しかけた。

「私は君の監かん督とく官なんだから、しっかり面めん倒どう見てあげる」

「……や、やはり！」

　静竜は激はげしく取り乱みだし、エアカーから身を乗り出してきた。

「ダ、ダメだ雨音！　こんな原始衝しよう動どうの塊かたまりと同どう居きよなぞ、この私が絶ぜつ対たいに許ゆるさん！」

「……ねえ、西南ァ。当分、一緒に暮くらすんだから、いろいろと知り合わないとねぇ」

　雨音はこめかみに怒いかりの青あお筋すじを立てながら、それでもにこやかな表ひよう情じようを崩くずさず甘あまえた声で西南に話しかけた。

「ややややや、山田西南！　きっ、貴様、生徒という立場を悪用して、女教きよう師しに個こ人じん指し導どうを強要するとは、見下げ果てた奴やつめ！」

　頭に血の上った静竜は、ハンドルから完全に手を離はなし、西南に摑つかみかからんばかりに身を乗り出した。

「いや、別に俺は」

「私の雨音が貴き様さまのようなヤツに汚けがされるなど、この天南静竜のプライドにかけて断だんじて認みとめんぞ！」

「わ、私の雨音？」

「ねえ西南君、今夜は一緒にがんばりましょう♡」

　突とつ然ぜん、雨音は西南の肩かたを抱だき寄よせた。

「んが!?」

　静竜はあまりの事に、一いつ瞬しゆん、脳のうがフリーズ状じよう態たいになった。

　前方のハイウェイがわずかにカーブする、その瞬間を狙ねらい澄すましたように、スッと、わずかにハンドルを切リ、雨音は静竜のエアカーに自分のエアカーを接せつ触しよくさせた。

「ぶうおぉぉぉぉっ！」

　次の瞬間、静竜のエアカーはガードレールを飛び越こえて海へ落下して行った。

　してやったりと、満面の笑えみを浮うかべる雨音のエアカーの後ろで、派は手でな水しぶきが上がる。

「天南先生!!」

「ほら危あぶないでしょ！　座すわって」

　後ろを見ながら立ち上がろうとした西南の、後ろ襟えりを摑んで強ごう引いんに座らせると、雨音はエアカーを路肩に停車させた。

「ＧＰへ事じ故こ報ほう告こく、検けん証しよう指し示じ願います」

　雨音は西南が立ち上がらないよう、西南の肩を押おさえたまま、ＧＰへ事故報告の通信を始めた。

『発信車、雨音カウナック、状じよう況きよう確かく認にん。相手車ノ無む謀ぼう運転ト判はん断だん、天南特例ニヨリ、発信車ノ過か失しつハアリマセン』

　すぐさま合成音声による返答がなされ、雨音は西南にウインクをした。

「了りよう解かい。通信終わり……ってね。大だい丈じよう夫ぶよ。いつもの事だから」

「い、いつもって……」

「天南特例って言ってたでしょ？　本当はあいつの場合、報告する必要もないんだけど……まあ、生徒の前で事故をそのままに、素す通どおりするわけにもいかないからね」

「素通りって……先生が起こしたんじゃないですか」

「併へい走そうして来て、あんな無謀な運転をしたバカが悪い！　それにＧＰにもそう判断されたでしょ？」

「はあ……」

　天南特例の意味は分からないが、何やら複ふく雑ざつな歴史があるようなので、西南はこれ以上は詮せん索さくしない事にした。

「でも……いいんですか？」

「何が」

　ちょっと言いにくそうに、西南は雨音を窺うかがう。

「同居の事です……その、私の雨音、って事は……天南先生と雨音さんは……」

　西南が聞きたい意味を察した雨音は、眉まゆをひそめ、肩に置いていた手で西南の頭をつかんで乱らん暴ぼうにグイッと引き寄せる。

「ストーカーバカの虚きよ言げんを真に受けると、アホになるわよ。私の前で二度とあのバカのバの字も出さないように」

「は、はい」

　雨音の表ひよう情じようと口調で、だいたいの二人の関係が理り解かいできた。

「よろしい。……あっ、そうそう。キミの部屋、あんまり広くないけどいいかしら？」

　西南の言葉に満足そうに頷うなずくと、顔を近付けたまま話題を変えた。傍はたから見ると恋こい人びと同士が語りあっているようにも見える。現げんに通り過すぎて行くエアカーの搭とう乗じよう者しや達は、こちらを明らかに意い識しきしていた。

「あ、それはもう全然……って、やっぱり行かなきゃダメなんですか？」

「引ひっ越こしたばかりだから、モノも揃そろっていなくてねぇ～～。でもお風ふ呂ろは気に入ってるのよ。眺ながめが最高でね。……まあちょっと狭せまいけど、二人で入るくらいなら、ちょうどいいわよ」

「ふ、二人で!?」

「そう♡」

　艶つやっぽい表情で西南に顔を更さらに近付ける。静竜をうまく撃げき退たいできた喜びも加わり、雨音はちょっと悪ノリ状じよう態たいだ。……だが、

『こんにちは、西南君』

　真っ赤になる西南の視し界かいに、エルマの顔がどアップで飛び込こんできた。

「わっ！」

　飛び上がらんばかりに驚おどろいた西南は、エアカーの外へ飛び出しそうになった。

「…………エルマさん？」

　雨音と西南の間に投とう影えいされたエルマの立体映えい像ぞうは、まるでシートから生えているようだった。

『雨音さん、こっちは終わったけど、そっちはどう？』

「もう、いいところだったのに」

　憮ぶ然ぜんとした表情で呟つぶやく。

『は？』

「なんでもない。ちょっと邪じや魔まが入ったけど、もうすぐそちらに着くわ」

『そう、ですか……了解』

　映像のエルマはクルッと西南の方を向き、

『それじゃ西南君、またあとでね』

　手を振ふりながら、フッとかき消えた。エルマの映像が消えた辺りを、西南は怪け訝げんそうに見つめたまま、何やら呟いていた。

「……こっちは終わった？……すぐそちらに？……またあとで？」

「私と二人きりの方がよかった？」

　不思議そうな西南の表情を見て、満足そうにクスッと笑う雨音。

「え……？」

　西南の問いには答えず、雨音はエアカーを発進させた。




　十五分後、ぽかーんと口を広げ、西南は上を見たまま突つっ立っていた。

　西南の後ろには、青い海に豪ごう華かなクルーザーが何十隻せきと停てい泊はくする港、そして何十台も無む造ぞう作さに駐ちゆう車しやされた高級車。そして西南が見上げる先には、岩山をくり抜ぬいた豪華な積せき層そう住じゆう宅たくが建てられていた。

　そこは通つう常じようの住じゆう居きよというより、保ほ養よう地の超ちよう高級別べつ荘そうといった感じだった。

「何してんの？　行くわよ」

　雨音はサングラスを外しながら、西南の腕うでをとって歩き始める。

「あ、あの……ここが、雨音先生のご実家、ですか？」

「慣なれない敬けい語ごは使わんでよろしい。言ったでしょ、近くにアパートを買ったって。ちょっとしたセカンドハウスよ」

「セカンドハウス!?　ここが？」

　大聖せい堂どうと見まごうばかりの荘そう厳ごんなエントランスは、巨きよ大だいな洞どう穴けつを利用した物だった。

　小さな段だん差さが幾いくつもある滝たきに美しい草花、天てん井じよう付近から入ってくる幾いく条すじもの光が、幻げん想そう的であった。

「お帰りなさいませ」

　フロントでは五名の黒服をつけた男女が、揃って恭うやうやしく一礼をする。

「あっ、どうも」

　咄とつ嗟さに雨音の腕を振り解ほどき、深々と一礼を返した西南は、困こまったような笑えみを浮うかべるフロントに気付いた。

「……どうしたんです？」

　丁度、エレベーターから降おりてきたエルマは、ニヤニヤ笑いながら西南を見ている雨音に声をかけた。

「なんでもない」

「ふ～～ん……まあ何となく解わかりますけど」

　西南とフロントの、わずかな反はん応のうを見て取ったエルマは、瞬しゆん時じに状じよう況きようを理り解かいした。

「ほらほら西南君、いつまでもそんな所にいないで、早く行きましょう」

「は、はい……」

　エルマは西南に歩み寄よると、豪華なエントランスで、金かな縛しばりにあったように動けなくなっている西南の腕に自分の腕を絡からませ、身体からだを寄よせて引っ張ぱり始める。

「す、凄すごいんですね……ここ」

「知らなかったの？　雨音さんって、カウナックのお嬢じようさまなのよ」

「いえ、それはいろいろと聞かされましたけど……なんか雨音さんからは、具体的に想そう像ぞうできなくって」

　西南の持つ、お嬢様というイメージと、雨音の言動が一いつ致ちしないのだ。大金持ちの令れい嬢じようというと、箱入りで大事に育てられた、浮うき世よ離ばなれしているか、高飛車でワガママといったイメージなのである。

「銀ぎん河が連れん盟めい有数の超高級服ふく飾しよくブランド……そうね、具体的に言えば、こういう所を便利だからの一言で、ポンとポケットマネーで買えるくらいのお嬢様って事よ」

「はあ……なるほど」

　西南はもう一度、辺りを見回し、得心がいったように頷うなずいた。

「しかも、本人も超有名なトップモデルだったのよ。これくらいわけないわ」

「でもそんな人が、なんでＧＰに？　別に働かなくたって……」

　ましてやＧＰなどという危き険けんな仕事に就つく理由がわからない。

「うん……ちょっとお父さんとね……」

　エルマが、小声でそう言いかけた時、

「エルマ、早く！」

　雨音は無む表ひよう情じようのまま少し声を荒あらげ、通路の奥おくにある専せん用ようエレベーターにさっさと乗り込んだ。

　しまった──という表情で、エルマは舌したをチロッと出し首をすくめる。

「……？」

「ま、色々あるのよ」

　不思議そうに自分を見る西南に、エルマは小声でささやいた。

（これも天南先生同様、禁きん句くなんだな）

　二人のやりとりが終わるのを待っていたかのように、後ろを向いていた雨音は、クルクルと指でサングラスを回しながら振ふり返った。

「さあ、行くわよ」

　エルマと西南が乗り込むと、ドアが閉しまりエレベーターが音もなく上じよう昇しようを始めた。

　エレベーターは密みつ閉ぺいされた箱ではなく、四畳じよう半はんほどのプレートにシールドが張はられ、外の景色が見えるようになっていた。木々やくり抜ぬいた岩がん壁ぺきを通り、徐じよ々じよに美しい海が眼がん下かに広がっていった。

「ところで……エルマさんはなぜここに？」

「あれ、雨音さんに聞いてない？　私は西南君の日にち常じようでの確かく率りつを調べるように、アイリ様に言われてね」

「じゃあ、もしかしてエルマさんも一いつ緒しよに？」

「お邪じや魔まだったかしら？」

「そ、そんな事はありませんよ」

　西南が慌あわてて否ひ定ていしたその時、プレートが静かに止まった。

「さあ着いたわよ」

　目の前のドアが開き、その向こうにはさほど広くはないが、ヨーロッパ風の幾き何か学がく的配置の庭園が広がっていた。

「ようこそ我わが家へ」

　二歩三歩と前へ進んだ雨音が振り返り、ニッコリと微笑ほほえんだ。

　エルマに促うながされ、ゆっくりと庭園を歩き出す西南は、辺りを見回した。どこを見ても山やま肌はだが見えないのは、ここが山の頂ちよう上じようだからだろう。

　目の前には地中海風の白い二階建ての家が建っていた。

　小さな箱庭、といっても二五メートルプールほどの広さはあろうか、それを進むと、その先に立りつ派ぱな藤ふじ棚だなと大きな観かん音のん開きの木もく製せいドアがあった。

（凄い家には違ちがいないけど、あのエントランスほどのインパクトはないな）

　だが一歩中に入り、先に進んでいく西南は、驚おどろいたように辺りを見回していた。

　三階分はあろうかという、吹ふき抜けの室内庭園を抜けた先に、同じく三階分はあろうかという吹き抜け状じようの広い居い間まがあった。床ゆかから天てん井じようまで全面ガラス張ばりの、温室のような窓まどからは玄げん関かん前のものなど比くらべ物にならない、広い庭が見えていた。

　玄関先から見えた景色は、氷ひよう山ざんの一角といった感じで、雨音邸ていのほんの一部でしかなかったのだ。

（……凄い……）

　西南自身、瀬戸の水みず鏡かがみ内でもっととてつもない私し邸ていを見てきた。だが泊とまるのと、そこで暮くらすのとでは全く違う。ましてや狭せまい寮りように慣なれ始めたところだったから尚なお更さらだ。

「詳くわしい部屋の説明は後でするけれど、まず西南君の部屋に行きましょう」

　雨音とエルマに連れられ、居間から続く階かい段だんを登った一階上が西南の部屋だった。

　がら～んとした、何もない空間を西南はぼんやりと見つめた。

「どう？　気に入ってくれた？」

「はあ…………あの雨音さん、そんなに広くないとか言ってませんでした？」

「これくらい大した事はないでしょ？　家具とかがないからそう思うのよ」

「天井の高さはともかく……広さだけなら、俺おれンちが丸ごと入るな……」

　バスケットボールのコートが一面とれそうな空間を見て、西南はため息ま混じりにつぶやいた。もう一度部屋を見ようと顔を上げた時、窓から見える木々の間から、二十メートル級のクルーザーが音もなく、ゆっくりと降おりてくるのが見えた。

「あっ、いけない。もうそんな時間？　ほら、部屋は後でゆっくりとね」

　雨音は西南の手を握にぎると、そのまま外に続くドアを抜け、シャトルポートへの階段を登り最上階へ向かった。

「……うわ……」

　ゆっくりと降りてくるクルーザーを見て、西南は驚きよう嘆たんのため息を洩もらした。

　家や樹じゆ木もくといった日常見慣れたスケールの景色に、大型長距きよ離りバス程ほどの物体がゆっくりと飛んでいるというのは、妙みようにインパクトがある。逆ぎやくに巨きよ大だいな物は、どこか現げん実じつ感に乏とぼしいものである。

「でもこれに乗っている人って……誰だれなんですか？」

「これって、外宇う宙ちゆう航行用大型艦かんのヘッドクルーザーなのよね」

「ヘッドクルーザーっていうのは、着ちやく脱だつ式のブリッジ、ってところかな」

　西南の問いに、雨音とエルマはクイズのヒントのようなものを交こう互ごに答えだす。

「しかも、これ、個こ人じん所有なのよねぇ」

「普ふ通つうじゃ、持てないわよねぇ」

「ねぇ」

　と、二人は顔を見合わせ、ニンマリと笑えみを浮うかべた。

（……という事は、凄すごいお金持ちって事か？）

　この手のものに乗って来そうな知り合いは、そう多くはない。西南は首をかしげ、腕うで組ぐみをして考え込こみ始めた。

（シャトルのデザインは樹じゆ雷らいのものじゃないし……）

　と、そこまで考えた時、嫌いやな予感が電流のように全身を駆かけ抜けた。

（……まさか、アイリさん!?　確たしかエルマさんて、アイリさんの秘ひ書しよだったし……雨音さんの意味深な笑みも……）

　西南はゆっくりと後ずさり、その場から逃にげようとした。

「はいはい、逃げない逃げない」

　雨音は逃げようとした西南の襟えり首くびを摑つかんで引き寄よせる。

「怖こわくないから、ね♡」

　二人の様子からすると、西南が出した答えは正せい解かいだったようだ。必死に雨音から逃のがれようともがく西南だったが、雨音は微び動どうだにしない。

（そうか、雨音さんも生体強化を）

　バッシュ！　っと空気が抜ぬける音と共に、分ぶ厚あつい装こう甲そうドアが開き始め、

「うわっ！」

　音に驚おどろいた西南は、雨音の後ろへ隠かくれて、様子を窺うかがった。

「クスクス」

　その様子を雨音とエルマは面おも白しろそうに見つめた。

　ドアが開いていくにつれ、西南の腰こしは退ひけて行った。今度はどんな格かつ好こうで、何をしに来たかと思うと、気が気ではない。

　──生体強化おめでとう！　地球にいるご両親に代わって、手取り足取りいろいろ取って　お世話してあげちゃう♡

　なんて言いながら、裸はだかエプロンで出て来る事くらい、あのアイリならやりかねない。

（そ、そんな事になったら……）

　マジで泣きそうになるのを必死で堪こらえる。

（水みな穂ほ様のバカァ～～～！…………いや、落ち着け、落ち着くんだ）

　そう自分に言い聞かせながら、西南は避ひ難なん経けい路ろを確かく認にんした。そして襟首を摑まれたままの上着をすぐ脱ぬげるように、震ふるえる指でボタンとチャックを外して行く。

（…………いまだ！）

　ドアが開き切った瞬しゆん間かん、西南は上着を脱ぎ逃げ出した。

「西南ちゃん？」

　と、後ろから聞き慣なれた声。

「へ!?」

　立ち止まった西南が、ゆっくりと振ふり向くと……、

「どうしたの、西南ちゃん？」

　シャトルの入り口には霧恋が立っていた。
















　不思議そうに西南を見る霧きり恋この横では、雨音とエルマが啞あ然ぜんと、手に持った西南の上着を見ていた。

「えっ……あ、いや……その霧恋さん？」

「ほれ！」

　動どう揺ようする西南に、雨音は乱らん暴ぼうに上着を投げつけた。

「こんど西南を捕つかまえておく時は、ズボンにするかな」

「西南君だったら、それでも逃げ出しちゃうんじゃない？」

　笑いながら近付いてきたエルマは、西南を霧恋の方へと引っ張ぱっていく。

「逃げ出す？　どういう事なの西南ちゃん？」

　霧恋は不安げな表ひよう情じようで西南を見た。まだ海辺での会話を引きずっているのだ。

「霧恋がこんなクルーザーで来るから、アイリ様と間ま違ちがえたのよ」

「アイリ様と？…………あ、なるほど」

　入学式当日、通学路でアイリがやらかした事を知っていた霧恋は、雨音の言葉を聞いて安あん堵どした。

「アイリ様にも困こまったものね」

「あ、あの……霧恋さんがここに来たという事は、もしかして霧恋さんも一いつ緒しよにここで暮くらすんですか？」

「当然でしょ。教きよう師しとはいえ、若わかい女じよ性せいと生徒が二人っきりで暮らすなんて、許きよ可かされるわけないでしょ」

「そ、そうですよね」

　西南の表情は安堵から喜びに変わった。思わず顔をほころばせた西南に、不満げなエルマが擦すり寄る。

「西南君。私も一緒だって知った時は、そんな嬉うれしそうな顔しなかったじゃない」

「そ、そんな、俺は別に……」

「でもねエルマ、西南ったらずっ～～と、私と二人っきりで暮らすんだ、って思ってたらしくてぇ、もう興こう奮ふんしちゃって大変だったのよ」

　雨音は困り顔の西南の腕うでに抱だきついて言った。

「え～～～、そうなの？　ずるいわ。私の時も喜んでくれなきゃ」

　わざとらしい声を上げるエルマ。

「まったく……どおりで西南ちゃんの様子がおかしいと思ったわ。どうせ雨音がそういう方向に情じよう報ほう操そう作さしてたんでしょ？」

「よくお分かりで」

　三人の様子は、姉のところに遊びに来た、仲のいい同級生といった感じで、西南には入り込めないある種の雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

　ちょっとした疎そ外がい感を感じながら、西南はされるがままになっていた。

「いけない。そろそろ買い物に行かなきゃ、遅おそくなっちゃうわ」

　いつの間にか太陽は、周りの空を赤く染そめ始めていた。

「買い物？」

「しばらくここで生活するんだから、身の回りの物をね」

　霧恋は西南から離はなれると、クルーザーを指さし、

「じゃあ、このクルーザーで行きましょう。途と中ちゆう、話をしなきゃならない事もあるし、この船なら機き密みつ性も高いしね」

「そうね荷物が多くなっても大だい丈じよう夫ぶだしね」

　霧恋に続き、エルマと雨音はクルーザーに乗り込んで行く。

「でもよかった。霧恋さんも一緒で……一時はどうなる事かと……」

　三人の押おしくらまんじゅうから、解かい放ほうされた西南は、大きく深しん呼こ吸きゆうをした。が……、

（えっ？……霧恋さんに雨音さん、それにエルマさんと同どう居きよ？）

　西南は、友人達やファンクラブ員達に言い訳わけができない状じよう況きように、はまり込んでいる事に気付いた。しかも傍はたから見れば、若い女性が一人だろうと三人だろうと、変わらない。

「うわっ、ケネス達にバレたら！……って雨音さんとの事は知られてるんだっけ」

　……となれば霧恋とエルマの事も時間の問題だ。

「何をしているの西南ちゃん？　行くわよ」

　霧恋の優やさしげな声。

「生体強化後の日にち常じよう訓練は、意外と重労働よ。下着の替かえとか多めに用意しなきゃね」

「……そうですか」

　西南にはクルーザーの入り口に『危き険けん、入るな！』と書かれた貼はり紙が見えるような気がした。

　だが西南の災さい難なんはこれだけではなかった。東西南北、宇う宙ちゆうからも、トラブルの種は西南に近付きつつあったのだ。




　──水鏡居住空間・世界樹──

　満天の星──暗い部屋。

　　　　鏡・瀬戸──瀬戸。

　──楽しそうね。

「ええ。あなたは？」

　──そうね期待している、わ。

「大丈夫よ、絶ぜつ対たいに」

　──面おも白しろくなりそうね。

「楽しみ、クスクス」





【天地無用！ＧＸＰ　第三巻・了】









　　あとがき







　皆様、お待たせいたしました。ＧＸＰの第三巻です。

　とりあえず第一巻から第二巻の間より期間は短いとは言え……、

「すみません、本業、別にあるので勘かん弁べんして下さい」

　と、いう夢を見たりするほど、プレッシャーは感じております。




　さて、第二巻から本編の文章を、無む謀ぼうにも私ひとりで書くようになったわけですが、困った事に、経けい験けん不ぶ足そくゆえに少し時間が経たつと……つまり次巻を書き始める頃には、すっかり小説風（一応そのつもりです）文章の書き方を忘れてしまっているのです。

　これが絵の方ですと、たとえ数か月まったく描いていなくても、すぐさま勘かんを取り戻す事ができるのですが……。

　当たり前の話、絵と文では表ひよう現げんの仕方は全く違います。同じ絵である、漫まん画がやイラストとアニメーションですら、表現方法は別物と言っても差し支つかえありません。

　それぞれの表現方法は、文章の方が分かりやすいもの、漫画の方が表現しやすいもの、動かした方が手っ取り早いものと、どれも一いつ長ちよう一いつ短たんがあります。やはり小説が一番慣なれていない表現方法ゆえに、微び妙みよ～～に、痒かゆい所に手が届かない感じがします。

　もっともこの一冊の分量ですら、他の表現媒ばい体たいで、しかも個人作業でやろうとすれば、はるかに時間がかかるので、そういう意味では小説とは凄すごく有あり難がたい媒体です。




　この第三巻には、西せい南ながＧＰアカデミーの入学式へ向かう通学路上に、雪ゆき霞がすみという花が満まん開かいで、というシーンがあります。

　イメージの元ネタは『満開の桜さくら並なみ木きを歩く』ものなのですが、じつは私の生まれた岡山では、時期的に桜は卒そつ業ぎよう式しきのイメージだったりします。もちろん岡山といっても多少の時期的ズレがあるでしょうから、あくまで私の住んでいた周しゆう辺へん、という条件下での話になります。




　──寒さむい冬から、暖あたたかな春への解かい放ほう感かん。

　──卒業証しよう書しよを受け取った卒業生が、一種解放的な気持ちで見上げる。

　この解放感こそが、私の桜のイメージの根こん幹かんなのです。

　逆に入学式では、桜はすっかり葉は桜ざくら状態になっていましたから、幼い頃にＴＶで見た入学に関するニュースなりＣＭ映像に、満開の桜が映っているのを不思議に思っていました。

　そして桜が土地ごとに咲く時期が違う、と知った後ですら、どうしても違い和わ感かんを感じて仕方がありませんでした。

　現在、桜は花はな見みと称した魑ち魅み魍もう魎りよう共の百ひやつ鬼き夜や行こうの場と化かし、翌日にはゴミと汚お物ぶつの散さん乱らんする祟たたり場のイメージとなっているのは、至し極ごく残ざん念ねんです。ちょいと筆で○を書くか塗ぬり潰つぶして浄じよう化かしてやりたいような……今なんのゲームをやっているのかモロバレですが、清すが々すがしい解放感とは無む縁えんになっているような気がします……まあ、よくない意味の解放感、と言えば、その通りなのですが……。

　ああ、ついでに宴えん会かいとゲームで連れん想そうしてしまいましたが、両者に共通するのは『酔よう』です……。もうダメです……ゾンビが出てくる某ぼうゲームに至っては、大好きなのに……体調が絶好調でも三十分ほどしか、もちません。しかも一度酔う症しよう状じようが出ると、一週間ほど時間をおかないと、数分数秒すら、もちません。当然クリアなど夢のまた夢、三さん蔵ぞう法ほう師しが天てん竺じくへ行く以上に絶望的な冒険の旅といえます。…………うっ、思い出すだけでも酔いそう……。まあ、ゲームなんかやめて、その時間を仕事に充あてろ、という天てん命めいなのやもしれませんが。




　思いっきり話は逸それましたが、今回、霧きり恋こは西南がアカデミーにいる事を認め、西南はクラスメイトと同じ生体強化を受け、霧恋共とも々ども雨あま音ねとエルマと同どう居きよという事に落ち着き、これでとりあえず、それぞれの人物がポジションに付いた事になります。

　今後、小説版ＧＸＰは、大筋ではＴＶ版と同じ物語展開となるものの、いろいろとオリジナルのキャラやエピソードも増えると思います。女によ官かん四人衆は瀬せ戸との命令で、新たな形で西南と関わってきますし、ＯＶＡ天地の三期があったために、ＴＶ版ＧＸＰでは使えなかった、エピソードも書く予定でいます。

　ちなみに今回、影も形もなかった林檎りんごちゃんは、現在、西南への恩返しのため潜せん行こう任にん務む中でありますので、次巻にて活躍（？）する予定です。忘れたとか、思い出さなかったとかいうわけではありません。

　……でも酷ひどい扱あつかいになるんだよな……林檎ちゃん。鬼だな霧恋。
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